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防錆・コンクリート文献調査カード項目別分類

資料番号 項　　　　　　目 文献数

1 耐候性無塗装橋梁 13

2 塗装の設計・施工 16

3 塗装の施工管理 4

4 塗装仕様 6

5 塗装材料 4

6 継手部塗装系・防錆処理 9

7 防食・耐用性 2

8 塗膜調査・塗装調査 26

9 暴露試験 7

10 塗装便覧の解説 2

11 塗装の維持・補修 6

12 鉄筋の防食・腐食 6

13 亜鉛メツキ 13

14 溶　　　射 5

15 電気防食 2

16 海域における防食・被覆防食 6

17 コンクリート構造物の劣化・塩害 10

18 コンクリート材料 1

19 耐海水鋼 1

20 制振塗料 1

21 支承の超音波防錆 1

22 外国の塗装 1

23 コンクリート構造物における鋼材の腐食と防食
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ／－／ カード作成日 89．3 記入者　　日榮民雄
文献名 無塗装橋りょうの設計と制作〈国鉄会津第三大川橋りょう〉
出　　典 土木施工22巻7号（1981．6）

著　　者 篠田亮（当時国鉄構設），大槻正幸（当時国鉄旭川鉄道管理局）

対　象 内　容 環　境 構　造

塗　装 基　　準 都　市 繍分　　類 亜鉛メッキ

唾細
o’
実　験

海　　岸 上路トラス橋

支間63．OM
電剣防食 解　　析 田　園

溶　　射 重工業地帯

コンクリート その他 塩　　害

その他

抄　　録
耐候性鋼材を無塗装（裸》使用した鉄道トラス橋の設計・施工報告

設計上の留意。点として以下の事項があげられる。

1．安定錆の生成のために、トラス全体および名部材に5％の傾斜を付けたり、水抜き穴を設けて雨

水がたまらないようにした。

2．弦材などは密閉構造とし、気密を保持できない部分（添接部）の内面などは重防食塗装とした。

3．高力ボルトや溶接材料も耐候性を有するものとした。

4．下部工の汚れを防止するため、錆汁の水みちを橋脚に設けた。
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ／一z カード作成日　1989－3月　記入者 坂　吉

文献名 無塗装橋梁

出　　　典 土木学会誌　第64巻第11号　1979－10月　P81

著　　　者 庄司　吉弘

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装

亜鉛メッキ
㊨
電
気
防
食
溶
　
　
　
射
コ
ン
ク
リ ート

そ　の　他

基　　　準

施　　　工

実　　　験

解　　　析
o
そ
　の　他

都　　　市

海　　　岸

山　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　害

抄　　　録

無塗装橋梁の塗装橋梁と比較しての経済性及び国内における無塗装橋梁の実績の

うち、初期のものをまとめている。

　　　　　　　　　f
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ／一」 カード作成日　1989－3月　記入者 坂　吉

文献名 耐候性鋼を用いた無塗装橋梁に関する調査研究

出　　　典 土木学会誌　第65巻第5号　1980－4月

著　　　者 鋼構造委員会鋼材規格小委員会 （委員長・阿部英彦）

対　　象　。 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装 基　　　準 都　　　　市

亜鉛メッキ 施　　　工 海　　　　岸

分　　　類 実　　　験 山　　　間

電気防食 解　　　析 田　　　園

溶　　　射 重工業地帯

コンクリート そ　の　他 塩　　　・害

そ　の　他

抄　　　録

本報告は、土木学会の鋼材規格小委員会において、検討したことをとりまとめた

ものである。項目を列挙すれば以下のとおり。

①耐候性鋼材の概要

②　わが国における実績

③経済性に関する一考察

④疲れ特性

⑤脆化に関する実験

⑥高力ボルト接合部

⑦無塗装耐候性鋼橋梁の設計例 ど

⑧規格に関する考察



8

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ！　　　　　　イ
ー‘　　　乙酒　、 カード作成日　1989－3月　記入者 坂　吉　自

文献名 国鉄、初の「無塗装橋梁（合津線・第3大川橋梁）」の架設完了

出　　　典 土木学会誌　第65巻第13号　1980－12月　P78

著　　　者 古橋正雄

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装

亜鉛メッ半

㊨
電気防食
溶　　　射

コンクリート

そ　の　他

基　　　準
e
実
　
　
　験
解
　
　
　
析
調
　
　
　
査
そ
　 の　他

都　　　市

海　　　岸
○
田
　
　
　
園
重工業地帯

塩　　　害

上路トラス橋

抄　　　録

本文は、保守費を節減する目的で耐候性鋼材を裸使用した橋梁の紹介で、橋まく

ら木を省いてレールと鋼桁を直結させた構造や、設計に際して防食上考慮したこと

がらにも触れている。

　　　　　　　　　　　ゴ
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防錆一コンクリート文献調査カー・ド

資料番号

文献名

出典
著者

分類

抄録

カード作成日 1989－3月 記入者佐藤

無塗装耐侯性橋梁の設計施工要領（案）（1）

道路1987－5
建設省土木研究所　橋梁研究室・化学研究室

対象
塗　装
亜鉛メッキ

O耐候性裸使用

電気紡食

溶　射

　コンクリート

　その他

内容

O基準
施工
実験
解析
調査
その他

環境
都市
海岸
山間

田園自
重工業地帯

塩害

構造

鯉

耐侯性鋼材を無塗装使用した橋梁は、塗装に関する費用を要しないことから、初期コスト

および維持管理費コストの両面において削減が可能であり、今後の採用が増加するものと考

えられる。

土研では耐侯性鋼材の橋梁への適用に関し、適用可能な環境条件や、設計施工上留意すべ

き事項を明らかにするために、各機関との共同研究を昭和56年より実施してきた。

本文では中間報告として取りまとめた全文を紹介している。

　1．1　適用の範囲

　　　～
　2．3　鋼板および形鋼の種類
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ’　　．　　　　　一

カード作成日　　1989－3月 記入者 擁
文献名 無塗装耐侯性橋梁の設計施工要領（案）（2）

出　　典 道路　1987－6

著　　者 建設省土木研究所橋梁研究室・化学研究室

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装 ○基　　準 都　　市

橋梁
亜鉛メッキ 施　　工 海　　岸

O耐候性裸使用 実　　験 山　　間
分　　類

電気紡食 解　　析 田　　園

溶　　　射 調　　査 重工業地帯

コンクリート その他 塩　　害

そ　の他

抄　　録

前号で紹介した無塗装耐侯性橋梁の設計施工要領（案）（1）に引き続き全文を紹介して

いる。

2．4　構造細目

　　～
3．3　架　　設
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ！一7 カード作成日　　1989－3月 記入者 大久保

文献名 耐候性鋼材を用いた無塗装橋梁の設計と製作

出　　典 橋梁　　1981年2月　Vol17　NQ3－2

著　　者 大槻　正幸

分　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装

亜鉛メッキ

⑱
電気防食
溶　　　射

コンクリート

そ　の　他

基　　準
◎
実
　
　
験
解
　
　
析
調
　
　

査
その他

都　　市

海　　岸

山　　問

一『～唾」藝）・

重工業地帯

塩　　害

抄　録

本橋はJR会津線、桑原～湯野上問に位置する第3大川橋梁で無塗装橋梁を前提として構

造的に種々工夫をこらして設計した先駆的な橋梁である。

本文は耐候性鋼材の裸使用をJ　Rで初めて採用するに当たって設計，製作上で特に検討し

た事柄にっいて報告している。
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防錆・コンクリート文献調査カ　ド

資料番号 ／一2 カード作成日 1989．3　記入者 平井

文　献　名 日和大橋（石巻河口橋 ）の架設，錆安定化処理

出　　　典 橋梁と基礎 1979－12

著　　　者 三浦徳太郎

対　　　象 内　　　容 環　　　境 構　　　造

塗　　　装 基　　　準 都　　　市 3径間連続鋼聴桁

亜鉛メッキ ○施　　　工 o海　　　岸

分　　　類 ○耐　　候　性 実　　　験 山　　　間
錆安定化処理

電気防食 解　　　析 田　　　園

溶　　射 調　　　査 重工業地帯

コンクリート そ　の　他 塩　　　害

そ　の　他

抄　　　録

昭和54年7月に竣工したが追跡調査を1年目、 3、6、10年目と計画され

ている、錆安定化処理について下記の項目の順にまとめ上げている。

（1）錆安定化処理の概要

（2）錆安定化処理の経年変化

（3）錆安定化処理の施工

（4）錆安定化処理の注意事項

（5）その他
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防錆・コンクリ…ト文献調査カード

資料番号

文献名
出　　典

著　　者

分　　類

抄　　録

／一9 カード作成日 1989、3 記入者 平井

耐候性鋼材の橋梁への適用

鰍と基礎　　1981－9

河井章好，石崎　浩

対　　象

　塗　　装

　亜鉛メッキ

O耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　射

　コンクリ 一ト

　その他

内　　容

　基　　準

　施　　工

　実　　験

　解　　析

O調　　査
　その他

環　　境

都　　市

海　　岸

山　　間

田　　園

重工業地帯

塩　　害

構　　造

一咋年．以来、当公団で実施した耐候牲鋼材に関する諸調査検討の内容を簡単に報告したが、これら一漣の

研究の成果は、現在進行している追跡調査の結果を待たなければ明確なことはいえないだろう。しかし、鉄

鋼メーカーの努力によって、溶接性、耐候性の両立された鋼材が供給されたことは、今回の一大成果であっ

たと考えられ、今後、このような優れた材料が安定して供給されめことを期待したいところである。

さらに、今回制定したH－SMA規格は、現在行われている耐候性鋼材のJ　I　S改訂作業の結論を待って、

その方向に沿うことになるであろう．しかし、これら鋼材の耐候牲の評価については、数多くの追跡謁査の

結果によって検討されなければならないと考えられ、将来また機会があれぽ、本実験橋における結果を報告

したいと考えている．

今回の研究で将来解決してし功・なければならない事項も数多くあった。すなわち、鋼材規格設定時におけ

る耐候性の保障の問題、使用溶接棒の化学成分の含有量の規制、厚板における溶接法、製作時における熱加

工の後処理の問題などが挙げられ、今後これらに関する研究、開発がなされ、耐候性鋼材を使用した橋梁の

設計、施工の方策が確立、されることを望むものである．
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防錆・コンクリート文献調査カ 一ド

資料番号 ／一／o カード作成日 1～）89．3　記入者 平井

文　献　名 無塗装鉄道橋梁グ）設計と製作

出　　　典 橋梁と基礎　1982－3

著　　　者 阿部 英彦，田中勇

対　　　象 内　　　容 環　　　境 構　　　造

塗　　　装

亜鉛メ・ソキ

基　　　準

施　　　工

都　　　市

海　　　岸

分　　　類　（）耐候性裸使用

　　　　　電気防食

　　　　　溶　　射

　　　　　コンクリー一ト

　　　　　その他

実

解

調

そ　の

験

析

査

他

山　　問

田　　園

重工業地帯

塩　　害

抄　　録

以上、最近、第三大川榛梁と音更川橋梁において、初めて鉄道橋として、無塗装鋼橋を試みたので、その設

計および製作て塒に考慮した点について報告した．今後も2、3の下路トラ又が計画されているので、、L路
ガーダ一や上路トラスの場合と異なった配慮を加えたいと考えている、

耐候性鋼橋が本当に塗装しないですむならば、通常の塗装鋼橋に対する優位性は顕著であるが、問題は条
件によっては耐候性鋼板でも腐食は進行することであり、やはり適材適所にこれを利用することに留意しな

ければならない．その点U．s．Steel社のマニュアルは耐候性鋼材に対して不適当な条件についても正直
に述べている．

より良い鋼材をより偲廉に生産するよう、鋼材メーヵ一に努めてもらいたいとは思うが、一方、使用者の
側も誤った使い方をし慈結果、不信に陥って諦めるようなことになっても残念である．利用者と．生産者が協
力し合い耐候性鋼橋梁を健全に育てていきたいと思う・

現在、無塗装使用にも耐える耐候性鋼材のJ　I　Sが作成されつつあるが、どちらかというと建築関係は溶
接性を心配し、土木関係は溶接性の替干の困難さは製作時にカバーすることにして、やはり高い耐候性の方
を．重視する傾向がある．耐候性を短期間にチェックできる方法があればそれをJ　I　Sの条件とすればよいが、

目下のところ、適当なチェックー’方法がないので、化学成分の規定をもってこれに代えている．しかし耐候牲

と溶接性は相反する傾向があり、あまり溶接性を強調して、耐候性の諸元素を規定の下限値に近く抑えると
J　I　Sに適合していても肝心ク）耐候性が十分でなくなるおそれがある．

早く耐候性そのものを直接チェックできる規定方法が開発されることが期待される．
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防錆一コンクリー一一ト文献調査カード

「醗号
文献　名

出 典

著 者

分 類

！一／！　かド織日Tlg89．3
　　　一＿　　　　　　 一＿＿

記入者 平井
三国橋の設計と施工

梧深と基i礎　　1984一9

戸島　英之，井上　源，里　輝政，房川　秀人，庄司　吉弘

対

塗

・耳辱・
装　　　基　　準

亜鉛メッキ

○耐候性裸使用

電気防食

溶 射

○施

実

解

調

工

験

析

査

コンク・リートiそク）他

孟の他上

環 境

都

海

○山

田

市

岸

問

園

重工業地帯

塩 害

構 造

抄　録」
　耐候性鋼材利用の無塗装橋梁が出現したのは米国で1964年（昭和39年）であり、日本での最初は昭
和42年である．初期グ）段階では鋼材の腐食に注目されるのみであったが、実際の橋梁に適するようになっ
てからは、もっと広く“橋梁の防食”という立場でどのようにすべきかが議論されるようになってきた。

　米国では1979年の晦点で鋼橋の50％が裸橋になっていること、北部のミシガン州で融雪用の塩によ
って被害がでていること（塩害は塗装、裸、コンタリ…トの区別なく起こっているが），南部の州では裸橋が

多く使われていること（ダラス空港の橋桁、高欄、照明ポールなどはすべて裸使用であり、ヒスーストンの
環状線の橋梁、ルーリング斜張橋），世界最長アーチスパンをもつニューリバーゴージ橋力螺であるなど、積

極的な利用が目立っている．

　 一方、我が国でも無塗装橋梁の実績は昭和57年3月の時点で約10万t、千数百橋であった（日本橋梁
建設協会調べ）こと、昭和58年3月に耐候性鋼のJ　I　Sが改訂され、無塗装用にSMA門Wを、ペイント
併用の場合はSMA一一Pを使用するように区分されたこと、更には『耐候性鋼材の橋梁への適用に関する研
究委員会』（建設省．鋼材倶楽部、日本橋梁建設協会）が昭和56年度より活動していること、その他、阪
神高速道路公団、七木学会、日本鋼構造協会、日本橋梁建設協会などの活動や報告書作成、実橋による研究
など、着実に前進している．

　しかし、実橋に適用した場合どのような問題があり、それをどのように解決した力囎よ少ない．ここ
に報告した事項が裸橋梁にとって最良の方法だとは思っていない、また、トラスやア チなどになった場合
は更に別の問題が発生するであろう。経年後に観察してもまた違った問題を発見するであろう。しかし、三
国驕の経験からおおよそ次の事項がわかってきた。

　①工場や現場ll働｛不要で工期が短縮される。
　②　綱材および溶接に関し、同時に耐候性と低温性能酒満足された。
　③　無塗装橋にした場合、構造詳細に特別に難しいものはなかった．

　④少量形鋼の入手は事前の調査が必要である．
　⑤耳桁の外面のみ，黒皮除去を行い、その他を黒皮付きとしても、外観的に違和感はない．
　⑥　架設時の配慮を行えば架設直後グ）美観は良好である．

　⑦裸橋梁は初期建設費、維持費ともに経済的である．
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号
I
l
カ ード作成日　　1989－3月 記入者 木　　原

文献名 鋼構造物に対する耐候促進試験のあり方について

出　典 JSSC　　’69年10月

著　　者 日本鋼構造協会　　技術委員会　　耐久性分科会

』
ー
亀
菩
ー
』
i
毫

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

◎
亜鉛メッキ

基　　準

施　　工

都　　市

海

毫

1分類・
警

電気防食1解析

コンクリート！その他

山

田

塩害

◎
‘
己

…

オ
ミ

“！7ソ　P　l　　てり侶
　　　　　　i
その他

4
i
し

　抄　　録

1　　　　研究調査の目的は鋼構造物の防錆塗装の耐久性、耐候性鋼その他素地鋼材の耐候性などを

　短期間に促進試験法で評価しうる方法を研究調査するものである。

　具体的項目については

　1．　大気環境因子について

　2，　鋼材組成の相違に対する環境因子の作用効果

　3．　塗装組成の相違に対する環境因子の作用効果

1　4・自然ばくろと促進試駝の相蹴

1　5．促進試験法の考え方
唾

1　　　以上の内容で実施調査した。

9
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防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号 ／一／3 カード作成日 記入者 津　崎

文献名 鉄鋼塗装技術懇談会報告

出　　典 JSSC　VOL15　NO．165　・7910

著．　者 菅野　照造

分　　類

対　　　象 内　　　容 環　　　境 構　　　造

○塗　　　　装

　亜鉛メッキ
O耐候性裸使用

　電気防食
O溶　　　　射
　コンクリート
　そ　　の　　他

　基　　　　準一
〇
施
　
　
　
　

行
O
実
　
　
　
　

験
　
解
　
　
　
　

析
O
調
　
　
　
　
査
　
そ
　
　 の　　他

都　　　　　市

海　　　　岸

山　　　　問

田　　　　　園

重工業地帯
塩　　　　害

抄　　録

鉄鋼の防錆をテーマに技術報告会が開催されこの講演会概要をまとめた。

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でか
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防錆・コンクリ 一ト文献調査カード

　資料番万

　文献名
出　　典

著　　者

分　　類

抄　　録

　z一／

鋼橋塗装

　’一』！ カード作成日 1989． 3 記入者 平井

鯉と…鄭楚　1980一一10

津野和男

対　　象

O塗　　装
　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　射

　コンクリ 一ト

　そ　の他

内　　容

　基　　準

　施　　工

　実　　験

　解　　析

　調　　査

○そ　の他

環　　境

都　　市

海　　岸

山　　間

田　　園

重工業地帯

塩　　害

構　　造

長期防錆塗料として、今後厚膜形塗料とくにエポキシ樹脂塗料が脚光を浴びそうである．可能な限りメン

テナンスフ．リーにしようとすると、こういった塗装系の選定になりそうである。塗料屋さん、塗装屋さん、

別々に勝手に仕事をしていては、長期防食どころではない、

それぞれ塗料グ）特性を考慮した塗装法、技術が要求されるからである．そのためには、まず依頼する方が

何をどうなすべきかを一一一考すべきではなかろうか．

きちんと維持管理さえすれば、何10年経っても老朽橋と云わなくてもいいだろうとおっしゃった橋梁の

権威者がおられた。確かにその通りで、5〔）年経ったら崩壊するものでもないし、目的を達成し終えるもの

でもない。可能な限り大事に長持ちさせて後世に引き継いでゆく、それが維持管理の本質であろう．塗装は

その面での大事な役割りを果たしていることは云うまでもない．
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防錆』コンクリート文献調査カー一ド

資料番号

文献名
出　　典

著　　者

分　　類

抄　　録

z一 カー ド作成日 1989．3 記入者 平井

鉄けた塗装工事設計施工指針（案1の概要

鰍と轟楚　1980－10

桐村勝也

対　　象

○塗　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　射

　コンクリ 一ト

　そ　の他

内 容

C）基　　準

　施　　工

　実　　験

　解　　析

　調　　査

　洛　の他

環　　境

都　　市

海　　岸

山　　間

田　　園

重工業地帯

塩　　害

構　　造

　『鉄けた防錆方法に関する研究委員会』の報告をもとに、国鉄施設局土木課、工事精算室、構造物設計事

務所鋼構造、鉄道技術研究所有機化学研究室の関係者力脂糾（案）改正を検討した．指針の内容については

まだ不十分な点があるので、特に特殊環境用塗装にっいては、十分な実績があるのでなく、今後多くの経験

を径たうえで、よりよい指針作成のために、3～5年ごとに内容の再検討を実施けべきであると考えている。
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防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名
出 典

著　　者

分 類

抄　　録

カード作成日 1989．3 記入者 平井
防錆塗装に関する考察

鰍と…基顛楚　1980一一1（〕

吉田真一

対 象

○塗　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　射

　コンクリート

　そ　の他

内 容

基　　準

施　　工

実　　験

解　　析

調　　査

そ　の他

環 境

都　　市

海　　岸

山　　問

田　　園

重工業地帯

塩　　害

構 造

塗装は永久的なものて壮なく、塗替えを前提とした処理が必要である．したがって、塗替えの周期、方法

力澗題となるゴr般的には、鋼橋の耐用年数の間で、最も経済的な塗替え周期を決めるのがよい．

考慮要因には、①鋼橋の資本価格，　②鋼橋の耐用年数，　③1回あたりの塗装費，　④1周期閻の腐食

量（環境、塗料によってことなる），⑤鋼橋交換費，⑥スクラップ代などが挙げられる。

最近は、施工費中に占める足場・防護費の割合いが大きくなっているので、常設足場、吊元の設置は、ぜ

ひとも考えなくてはならないし、また、塗替えの周期の延長も強く要望されているので、現状の塗料の常識

を超えた、耐久性の大きい塗料の開発が必要であり、さらに、それに伴って、塗装の機械化も肇力に推進す

ること力槌られている。
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名
出 典

著 者

分 類

抄 録

z一ヂ カ…ド作成日 1989．3 記入者 平井
鋼構造物塗膜の長期経年劣化挙動の理論解析

鞭と郵楚　　1985一一5

西村　昭，島田　喜十郎

対 象

O塗　　装
　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　射

　コンタリート

　その他

内 容

基

施

実

解

調

そ　の

準

工

験

析

査

他

環　　境

都　　市

海　　岸

山　　間

田　　園

重工業地帯

塩　　害

構　　造

塗膜劣化が人体の老化と同じような経過をたどるものとの着想により、ゴン卿レツ曲線を用いて塗膜劣化

の全体挙動を理論的に検討した．既往の塗膜経年劣化傾向から、ゴン御レツ曲線の初期急贈点と反曲点間が

塗換え最適期であることを立証し、さらにこの区間を実用上簡便化するため直線式化するとともに、塗換え

最適期悶を求めるための手順を検討した．また、将来の資料の蓄積を得て、汎用性のある塗膜耐用年数予測

式の確立のための主要因、劣化モデルについてもその方向性を示すとともに、現状における経年管理に対す

るシステム的手法を提案した。

ここでの成果は適用塗装の選定から経年管理まで一貫した、思考のもとに行うことができ、今後実用上有効

に活用できる手法であると考える。
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防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号 カード作成日　　1989－3月 記入者 騒
文献名 r鉄ゲタの塗装方法」解説（上）

出　　典 鉄道土木　6－11 （1964－11）

著　　者 三上和男

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

○塗　　　装 O基　　準 都　　市

亜鉛メッキ 施　　工 海　　岸

耐候性裸使用 実　　験 山　　間
分　　類

電気紡食 解　　析 田　　園

溶　　　射 調　　査 重工業地帯

コンクリート その他 塩　　害

そ　の他

抄　　録

従来国鉄の鉄ゲタ塗装工事は

鋼鉄道橋製作示方書（大正14）

鉄けた塗装工事示方書（昭和25）

によっていたがこの二つが改定され

鋼鉄道橋

鉄ゲタの塗装方法

の2規格になった。

本文ではr鉄ゲタの塗装方法」にっいて改訂の経緯と、その内容を紹介している。

1．まえがき

2．鉄けた塗装工事示方書改訂の経緯

3．改訂の要点

4．鉄けたの塗装方法
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 2・4 カード作成日　　1989－3月 記入者 騒
文献名 r鉄ゲタ塗装方法」解説（下）

出　　典 鉄道土木　6－12 （1964－12）

著　　者 三上和男

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　装 ○基　　準 都　　市

亜鉛メッキ 施　　工 海　　岸

耐候性裸使用 実　　験 山　　問

分　　類

電気紡食 解　　析 田　　園

溶　　射 調　　査 重工業地帯

コンクリート その他 塩　　害

そ　の他

抄　　録

前号で紹介したr鉄ゲタ塗装方法」解説（上）に引き続き、改訂の経緯とその内容を紹介

している。

4．鉄けたの塗装方法

5．塗料の色

6．鉄けた用長油性フタル酸樹脂塗料

7．むすび
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防錆・コンクリート文献調査カード

二㌧　7’ カード作成日　　1989－3月 記入者 籏
文献名 鉄けたの塗装（上）

出　　典 鉄道土木　8－4 （1966－4）

著　　者 吉田真一

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　装 O基　　準 都　　市

鉄けた
亜鉛メッキ 施　　工 海　　岸

耐候性裸使用 実　　験 山　　間
分　　類

電気紡食 解　　析 田　　園

溶　　　射 調　査 重工業地帯

コンクリート その他 塩　　害

その他
抄　　録

鉄けたのさび止塗装は、 けたが最初に架設された時代から行なわれていたが、 理論的根拠

には基ずいていなかった。

近年に至りようやく塗装に対する認識も高まり、 種々研究も盛んとなり国鉄でも

r鉄けたの塗装法」 昭和39年

「鉄けた塗装工事設計、 施工指針（案）　昭和40年

の仕様書および指針が配布された。

本文ではこれらの解説を補足しているものである。

1．まえがき

2．設計
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ■一・8 カード作成日　　1989－3月 記入者 膿
文献名 鉄けたの塗装（下）

出　　典 鉄道土木　8－5 （1966－5）

著　　者 吉田真一

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

○塗　　　装 O基　　準 都　　市
鉄けた

亜鉛メッキ 施　　工 海　　岸

耐候性裸使用 実　　験 山　　間

分　　類

電気紡食 解　　析 田　　園

溶　　　射 調　　査 重工業地帯

コンクリート その他 塩　　害

そ　の他

抄　　録

前号で紹介した鉄けたの塗装（上）に引き続き解説を補足しているものである。

3．施工

4．検査

5．むすび
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防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名

出典
著者

分類

抄録

カード作成日　　1989－3月 記入者佐藤

東海道新幹線の鉄けた塗装

鉄道土木　12－9　（1970－9）

草柳国吉

対象
O塗　装
亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気紡食

溶　射

　コンクリート

その他

内容

基準

施工
実験

O解析
調査
その他

環境
都市
海岸
山間

田園
重工業地帯

塩害

構造

鉄けた

新幹線も開業後すでに5年有余を経過し、各種構造物もようやく本来の機能を発揮しはじ

め、安全に走り続けている。

しかしながら昭和40年ころから予期せぬ結露や滞水が見え始め、塗膜の劣化が発生した

ことにより、急きょ塗替の必要に迫られてきている。

新幹線は夜間塗装という条件や、新技術採用の箱けたの内部塗装という特殊条件から、現

在まで使用されている塗料と違った品質の塗料を、開発使用することにしたので、その内容

を紹介している。
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防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号 ヱー／0 カード作成日 記入者 津　崎

文献名 防錆防食塗装の展望

出　　典 JSSC　VOL16　NO．169　・803

著　　者 菅野　照造

分　　類

対　　　象 内　　　容 環　　　境 構　　　造

O塗　　　　装
　亜鉛メッキ
　耐候性裸使用

　電気防食
　溶　　　　射

　コンクリート
　そ　　の　　他

基　　　　準

施　　　　行

実　　　　験

解　　　　析

調　　　　査
そ　　の　　他

　都　　　　市

O海　　　　岸
　山　　　　閻

　田　　　　　園

　重工業地帯
　塩　　　　害

抄　　録

　重防食塗装の施行例の紹介と陸上鋼構造物（橋梁、タンク、水門等）

の塗装系の短所長所を紹介している。

　海洋構造物にっいては腐食特性防食の動向を展望して、いる。
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 2－／／ カード作成日 1989・3月　　記入者 佐久　間

文献　名 一構造物に二種以上の塗装系を組合わせて施工する場合の塗装系の選定について

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 出口（横河橋梁製作所）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　装

　亜鉛メヅキ

　耐候性裸使用

　電気防食
　溶　　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

O施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

都　　　市

海　　　　岸

山　　　　間

田　　　　園

重工業地帯

塩　　　害

鋼　　　橋

抄　　　録

鋼床版箱桁の熱影響部の塗装系とそれ以外の外面塗装系が異なる場合また鉛系

とエポキシ系が混在する場合の問題点とその代案について述べている。
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 Z一／2． カード作成日 1989・3月　一記入者 佐久　間

文　献　名 日本道路公団の塗料と塗膜検査

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 風間，土井（日本道路公団）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

O基　　　準

O施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

都　　　市

海　　　岸

山　　　　間

田　　　　園

重工業地帯

塩　　　　害

鋼　　　橋

抄　　　録

日本道路公団のr鋼橋塗装基準」（昭和50年9月）の検査内容の一部について解

説し，実際の施工に当っての留意事項について述べている。

　　　　　　　　　　　●



30

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 z一／3 カード作成日 1989・3月　　記入者 佐久　間

文　献　名 塗装周期の経済性の一考察

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 原（石川島播磨重工業）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

基　　　準

施　　　工

実　　　験

解　　　析

調　　　査

そ　の　他

都　　　市

海　　　　岸

山　　　　間

田　　　　園

重工業地帯

塩　　　　害

抄　　　録

塗装における工事費の経済評価をどのように行うべきかということについて，塗

装費用を毎年償却していくという考え方に基き考察した。



31

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 z一／チ カード作成日 1989・3月　　記入者 佐　久　間

文献名 塗装前表面処理基準

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 嶋谷，織田（三井造船）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食
　溶　　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

O基　　　準

　施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

都　　　　市

海　　　　岸

山　　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　　害

船舶，海洋構造物

橋梁，海岸施設

抄　　　録

日本造船研究協会編・塗装前鋼材表面処理規準（S　P　S　S）の解説である。



32

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 2一ノ5一 カード作成日　　1989－3月 記入者 臆
文献名 箱形断面プレートガーダーの内部塗装

出　　典 樟鞭言騰斗　21　　（1970－3）

著　　者 佐藤靖

分　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　装
亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気紡食

溶　　射

コンクリート

そ　の他

○基　　準

施　　工

実　　験

解　　析

調　　査

その他

都　　市

海　　岸

山　　間

田　　園

粥
塩
　
　
害

鉄けた

抄　　録

鋼鉄道橋の箱形断面の構造物は完全密閉構造とはいいがたく、雨水の流入内部結露などに

よって、内部塗装のサビ・ハガレ・付着不足などの変状が生じ、その対策が問題となってい

る。本文では箱形断面けた内面の変状の状況や、タールエポキシンおよびフェノール樹脂塗

料の特色、塗装指針案について紹介している。



33

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名

出典
著者

分類

抄録

2’／6　　カード作成日　　1989－3月 記入者佐藤

鋼鉄道橋の長期防錆塗装

構造物設計資料　40　（1974－12）

佐々木秀弥

対象
O塗　装
亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気紡食

溶　射
コンクリート

その他

内容

基準
施工
実験

O解析
調査
その他

環境
都市
海岸
山間

田園
重工業地帯

塩害

構造

鉄けた

鋼鉄道橋の防錆はr般に油性さび止めペイントと長油性フタル酸樹脂塗料が使用されてい

る。

塗替作業を困難にする要因が増加している今日、塗料の価格力塙くとも、錆の発生を長期

間防止し得る塗装が望まれている。このような要望に適合する塗装系として亜鉛被覆と厚模

形塗料の併用、タールユポキン樹脂塗料などの厚模形塗料がある。

これらの新しい塗装系を今後鋼鉄道橋の防錆に用いる場合の、塗装方法を決めた暫定塗装

（案）を作成したので、適用法と施工上の注意すべき諸点などについて紹介している。



34

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 3一1
カード作成日　　『1989－3月 記入者 大久保

文献名 点検補修用作業車を利用した因島大橋のメインテナンス

出　　典 本四技報　　1987－1月　Vol11　晦41－46

著　　者 高橋　信　，　平野　茂　，　末広　弘靖

分　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装

亜鉛メッキ

耐候性裸仕様

電気防食

溶　　　射

コンクリート

そ　の

基　　準

施　　工

実　　験

解　　析

調　　査

都　　市

◎
山
　
　
問
田
　
　
園
重工業地帯

塩　　害

抄　録

因島大橋は昭和58年12月に供用開始された。以来点検補修作業にっいては、建設段階

に製作した補剛桁点検補修用作業者及びケーブル検査車が移動作業足場として有効に活用

されている。

本文はこれらの補剛桁点検補修用作業車とケーブル検査車の利用実績及び今後の利用計画

について述べている。



35

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名
出　　典

著　　者

分　　類

抄　　録

3－2一 カード作成日 1989．3 記入者 平井

道路橋における鋼橋塗、装の維持管理

梧漂と覇楚　1980－10

阪口勇

対　　象

O塗　　装
　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　射

　コンタリート

　その弛

内　　容

　基　　準

　施　　工

　実　　験

　解　　析

O調　　査
　その他

環　　境

○都　　市

　海　　岸

　山　　間

　田　　園

　重工業地帯

　塩　　害

構　　造

塗装の維持管理について概要を紹介したが、これらは都市内高速道路の特殊性を考慮したものであり、一

般的でない面もあるかもしれない，．その他、現在の、点検方法にっいてもは握しやすい方法に改修されていく

と思あれるが、塗装の維持管理にあたって今後の課題としては、各種塗装系の適正な塗替え時期の追求、高

架橋において、点検および塗替え作業牲が困難化する傾向にあるため維持管理用設備の整備、また、最近では

長期防錆に優れた塗料が開発されているが、都市美観上の色彩に対する必要がある。そのほ力塗膜調渣結果

によるとフランジ下面のはがれの現象が多く、加えてその発生時期が早期であるとの報告を得ており、その

対策として塗装回数による増塗り等が考えられる。

以上の課題を解決するためには調査研究等を要するが、同時に塗装の維持管理にあたっては、道路管理者、

塗料メーカーおよび塗装専門業者の連系で成り立っているものであり、今後の目的として一貫した塗装漕理

の追求が必要であると考える．



136

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 3一ヲ カード作成日 1989・3月　　記入者 佐久　間

文献　名 塗装の施工管理について

出　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 林（首都高速道路公団）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　．他

　基　　　準

O施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

O調　　　査

　そ　の　他

　都　　　市

　海　　　岸

　山　　　　間

　田　　　　園

O重工業地帯

　塩　　　害

鋼　　　橋

抄　　　録

首都高速道路において昭和52年に神奈川管理部で発生した塗装塗替え工事のうち

10件について実際現場で試みた塗料の粘度による現場管理の概要を述べたものであ

る。

　　　　　　　　　　　●



137

防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号 3一チ カード作成日 記入者 津　崎

文献名 省資源　と　防ぐ錆防食

出　　典 JSSC　VOL10　NO．108　・7412

著　　者 山本　洋一

分　　類

対　　　象 内　　　容 環　　　境 構　　　造

塗　　　　装

亜鉛メッキ
耐候性裸使用

電気防食
溶　　　　射

　コンクリート
○そ　　の　　他

基　　　　準

一施　　　　行

実　　　　験

　解　　　　析

　調　　　　査
○そ　　の　　他

都　　　　市

海　　　　岸

山　　　　閤

田　　　　　園

重工菜地帯
塩　　　　害

抄　　録

鋼構造教室講演シリーズの1っで鋼構造物の大気中の腐敗と防錆につ
いて、基本的理念を述べたものである。



58

防錆一コンクリー一ト文献調査カード

資料番号 ヂー／ カード作成日 1989．3　記入者 平井

文　献　名 我が国における鋼橋の塗装技術の変遷

出　　　典 撫と轟楚　1980－10

著　　　者 藤田実，森芳徳

分　　　類

対　　　象 内　　　容 環　　　境 構　　　造

O塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

基　　　準

施　　　工

実　　　験

解　　　析

調　　　査

そ　の　他

都　　　市

海　　　岸

山　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　害

抄　　　録

鋼橋塗装技術の変遷と各年代別の塗鉗士様を紹介。

塗装技術の歴史がよくわかる。



39

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名
出 典

著　　者

分　　類

抄　　録

ヂー2一 カード作成日 1989．3 記入者 平井

本州四国連絡橋の防錆仕様

梧諺梁1と基亟楚　1980－10

小川　英信，鈴木　周一

対　　象

○塗　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　射

　コンクリート

　その他

内 容

○基

施・

実

解

調

そ　の

準．

工

験

析

査

他

環　　境

都　　市

海　　岸

山　　間

田　　園

重工業地帯

塩　　害

構　　造

前途の防錆仕様に基づいた塗装の実施例としては、大三島橋、因島大橋等がある．現行の鋼橋等塗装基準

および塗料規格はこうした塗装の施工実積を踏まえ、昭和55年4月に改訂されたものである．今後、さら

にこうした施工実績を集積し、塗装i準類に反映していく必要がある．

また、塗装は定期的に塗り替える必要があり、塗装の維持管理は重要な課題である．本州四国連絡橋はす

べてが完成すると莫大な塗装面積となり、これらの維持管理については綿密な計画を事前に検討しておく必

要がある．塗装の維持管理に関する基準については現在検討中である．

本州四国連絡橋に適用する長期防錆型塗装系は我が国において、過去に実績力沙なく、今後さらに検討す

べき問題も残されている。特に塗装の維持管理という点については不明勘点も多く、このため現在供用され

ている大三．島橋において、塗膜の追跡調査を実施している、

今後はこうした調査、試験を通じ維持管理を含めた本州四国連絡橋の防錆のあり方を検討していく必要が

ある．



40

防錆一コンクリ…ト文献調査カード

資料番号 チー5 カード作成日 1989．3　記入者 平井

文　献　名 塗装

出　　　典 襯と郵楚　1988－8　　（漣炉大梧鱈己念特集）

著　　　者 香川裕次

分　　　類

対　　　象 内　　　容 環　　　境 構　　　造

○塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

O施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

　都　　　市

○海　　　岸

　山　　　間

　田　　　園

　重工業地帯

　塩　　　害

抄　　　録

本州四国連絡（児島・坂出ルート）の塗装について塗装標準仕様を上げて紹介

している。



41

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 チーヂ カード作成日 1989・3月　　記入者 佐久　間

文献　名 最近の二液エアレス塗装機

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 小木曽（旭大隈産業）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

O　そ　の　他

都　　　市

海　　　　岸

山　　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　　害

抄　　　録

二液エアレス塗装機の諸仕様にっいての説明である。

　　　　　　　　　　●



42

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ヂー5 カード作成日 1989・3月　　記入者 佐　久　間

文　献名 長大橋の塗装系（大三島橋）

出　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 田島（本州四国連絡橋公団）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食
　溶　　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

O施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

　都　　　市

　海　　　　岸

　山　　　　間

　田　　　　園

　重工業地帯

O塩　　　　害

鋼アーチ橋

抄　　　録

本四Eルート大三島橋の塗装仕様及び塗装管理にっいて述べたものである。

　　　　　　　　　　o



43

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 4－6 カード作成日 1989・3月　　記入者 佐　久　間

文献　名 日本道路公団規格の塗装系と関門橋の特殊塗装

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 風間，土井（日本道路公団）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

O溶　　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

O　基　　　準

O施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

都　　　市

海　　　　岸

山　　　　間

田　　　　園

重工業地帯

塩　　　　害

鋼　吊　橋

抄　　　録

日本道路公団の「鋼橋塗装基準」　（昭和50年9月）の塗装系にっいて解説し，関

門橋の塗装概要及び継手部の塗装仕様について述べている。

　　　　　　　　　　o



44

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名
出　典
著　者

分　類

抄　録

5一一／　　　カード作成日　　89．3　　記入者　　日榮民雄
塗科のできるまで

土木技術33巻2号

太田恵三（日本油脂）

　対象
亜鉛メッキ

耐候性裸使用

溶射
コンクリート

その他

容 環　墳

準
工

都　市

海　　岸

解析

その他

山間
田園

塩害

構造
塗料に関する紹介文

塗料の製造方法について紹介している。塗料の製造方法は大きく分けて、ビヒクルの製造（ワニ

スの製造》とこれらのビヒクルに顔料を分散させて下塗り塗料（防食塗料など）や上塗り塗料（着

色塗料）を製造する2工程があり、それらにっいて解説している。また、塗料の組成についても解

説を加えている。

・●



45

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名
出　典
著　者

分　類

抄　録

5－2　　　　カード作成日　　89，3　　記入者　　日榮民雄

特集：新しい土木材料　　塗装系新材料

土木技術37巻10号

森芳徳（建設省土研）

対象

亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気防食

溶射
コンクリート

その他

内容

施工
実験
解析

その他

環境
都市

田園
重工業地帯

構造

多種多様の塗料が開発される中で土木鋼構造物の防錆防食用塗料の将来の方向性を示している。

新しい塗料が開発されてかぢ一般に用いられるまでに少なくとも10年以上の歳月が必要であり、

これまでに開発されてきた塗料の実績を見て今後期特される塗料を見ていくと以下のようになる。

1．実績が増加している塗料

　厚膜型ジンクリッチペイント・タールエポキシ樹脂塗料・エポキシ樹脂塗料・M　I　O塗料

　塩化ゴム系塗料・ポリウレタン樹脂塗料

2．今後期待される塗料

　変性エポキシ樹脂塗料・ガラスフレーク充填ポリエステル樹脂塗料・水中硬化型塗料

　無公害塗料



46

防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名
出　典
著　者

分　類

抄　録

5㌔3　　　　カード作成日　　　89．3　　記入者　　日榮民雄
特集：最近の土木材料　　塗料一土木用塗料の現状と新しい方向性一

土木技術43巻2号

福島稔，谷口秀（日本ペイント）

対象

亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気防食

溶射
コンクリート

その他

下 内　容 環　境 構

一
施
　工
実
　
験
解
　
析
◎
その他

都　市

海　岸

山　間

田　園
重工業地帯

塩　害

塗料そ
構造
塗料そのもの解説

土木材料として使用されている塗料の現状と最近開発されている塗料について解説している。土

木用塗料の塗、装工程、塗装仕様の変遷を述べるとともに土木用塗料の現状の問題点、、方向性を分析

している。新しい塗料では、塗料の形状の改善、乾燥性の改善、塗膜性能の改善、機能性の付与の

4項目について解説を加えている。最後に塗料の技術開発における基盤技術の現状を紹介している。



47

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 5㌔ カード作成日　　1989－3月 記入者 大久保

文献名 防錆上からみた塗料の動向

出　　典 防錆管理　　1981－8月

著　　者 松井　幹夫　，　中野　正

分　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

◎
亜
鉛メッキ

耐候性裸仕様

電気防食

溶　　　射

コンクリート

そ　の　他

基　　準

施　　工

実　　験

解　　析

調　　査

都　　市

海　　岸

山　　問

田　　園

重工業地帯

塩　　害

抄録

鋼構造物の増加，大型化，複雑化に伴って長期防食性を有する防錆塗料が重要になる。

本文は、鋼構造物塗料に限定してその動向を解説している。



48

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 6一／ カード作成日　　1989－3月 記入者 大久保

文献名 塗装を施した摩擦接合継手の性能試験

出　　典 本四技報　　1978－10月　　）02　撫6－22

著　　者 榎波　義幸，　越智　勝，　森　邦久

分　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

◎
亜
鉛メッキ

耐候性裸仕様

電気防食

溶　　　射

コンクリート

そ　の　他

基　　準

施　　工

◎）
解　　析

調　　査

その他

都　　市

◎
山
　
　
問
田
　
　
園
重工業地帯

塩　　害

抄　録

本四塗装基準には継手部の塗装及び防錆処理高カポルトの規格が設けられている。

本文は大三島橋主橋及び取付橋の継手を対象として防錆処理を施した継手部の性能試験の

報告である。ポルトの締付方法はトルク法及びナット回転法とし、試験項目はボルトの軸

，力減少及びすべり係数の確認を主としている。



49

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名

出典
著者

分類

抄録

6＿Z　　カード作成日　　1989－3月 記入者大久保

摩擦接合継手のすべり係数値と塗覆装材料の特性

防錆管理　　1984－11月

稲葉　泰一　，　市原　卓三

対象

亜鉛メッキ

耐候性裸仕様

電気防食

溶　射
コンクリート

その他

内容
基準
施工

解析
調査
その他

環境
都市
海岸
山問
田園
重工業地帯

塩害

構造

従来高力ポルト摩擦接合面は無塗装であったが、重防食塗装系の適用の増大に伴い継手部

接合面への塗装の適用も検討されてきている。

本文では高摩擦力が得られそうな無機ジンクリッチ塗料、亜鉛溶射、メッキ、エポキシジ

ンク塗料、油性さび止め塗料等にっいて引張りすべり試験を行い、塗膜厚とすべり係数の

関係、ポルトの導入軸力と軸力の経時変化にっいて検討している。



50

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 6－3 カード作成日 1989・3月　　記入者 佐久　間

文　献　名 橋梁継手部の防錆処理

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 寺門三郎（神鋼ボルト）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

O施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

都　　　　市

海　　　　岸

山　　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　　害

高力ボルト継手

抄　　　録

高力ボルト継手部の防錆方法の実例の報告及び新鋼ボルト㈱で開発した防錆処理

高カボルトの紹介である。

　　　　　　　　　　　9



51

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 6一ヂ カード作成日 1989・3月　　記入者 佐久　間

文献名 大三島橋の塗装を施した摩擦接合継手の性能試験

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 森（本州四国連絡橋公団）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O　塗　　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

基　　準

施　　　工

実　　　験

解　　　析

調　　　査

そ　の　他

都　　　市

海　　　　岸

山　　　　間

田　　　　園

重工業地帯

塩　 　害

高力ボルト継手

抄　　　録

大三島橋の施工に先立ち防錆処理高力ボルトを用いて継手部の試験を実施し，継

手性能の確認及び現場施工の参考とした。その報告である。

　　　　　　　　　　　■



52

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 6－5一 カード作成日 1989・3月　　記入者 、佐久　間

文献名 上塗特性に優れた防錆高力ボルトについて

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 茅根（新日本製鐵），三谷（神戸製鋼所）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

O　そ　の　他

　都　　　　市

　海　　　岸

　山　　　　間

　田　　　　園．

　重工業地帯

O塩　　　害

高力ボルト

抄　　　録

本四公団の防錆ボルトに関する暫定規格に適合すべく開発した防錆高力ボルトの

紹介である。

　　　　　　　　　　o



53

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 6－6 カード作成日 1989・3月　　記入者 佐　久　間

文献名 高力ボルト継手の研究（防錆処理を施した場合の継手効率）

出　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　者 高久（日本鋼管）

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O　塗　　　　装 基　　　準 都　　　　市 高カボルト継手

亜鉛メッキ 施　　　工 海　　　　岸

分　　　類 耐候性裸使用 O実　　　験 山　　　　間

電気防食 解　　　析 田　　　　園

溶　　　　射 調　　　査 重工業地帯

コンクリート そ　の　他 塩　　　　害

そ　の　他

抄　　　録

接合部の防食に着目し，実験結果を基に次の点を検討した。

a）摩擦接合面の各種防食皮覆とボルト孔間隙の充てんとが継手耐力におよぼす影

響を継手すべり実験で比較する。

b）各種防食処理を施した高力ボルトにっいて，締付け実験を行い，締付けの難易

を比較する。

c）接合摩擦面が溶融亜鉛メッキされた場合について，継手耐力とボルト軸力変化

を調べる。



54

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 6－7 カード作成日 1989・3月　　記入者 佐久　間

文献名 接合面に塗装した各種塗料の摩擦係数

出　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 大西正次（日本アマコート）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造『

O塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　　工

O実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

　都　　　　市

　海　　　岸

　山　　　　間

　　O　田　1　園

　重工業地帯

O塩　　　　害

高力ボルト継手

抄　　　録

高力ボルトの摩擦接合面に無機亜鉛塗料を塗装した接手について耐久試験並にす

べり摩擦係数を測定した結果の報告である。

　　　　　　　　　　　■



55

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 6－8 カード作成日 1989・3月　　記入者 佐　久　間

文献　名 高力ボルト除錆用ワイヤーブラシの開発

出　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 有原（横河橋梁製作所）

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　装 基　　　準 都　　　　市 高力ボルト継手

亜鉛メッキ 施　　　工 海　　　　岸

分　　　類 耐候性裸使用 実　　　験 山　　　　間

電気防食 解　　　析 田　　　　園

溶　　　　射 調　　　査 重工業地帯

コンクリート そ　の　他 塩　　　　害

そ　の　他

抄　　　録

高力ボルト継手部の錆を除去する為に開発したワイヤーブラシについて述べてい

る。開発したのは次の3種類である。

oボルトナット側専用ブラシ

oボルト頭側専用ブラシ

oボルトと同時にスプライス面も磨けるブラシ



56

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 6ヲ カード作成日 1989・3月　　記入者 佐　久　間

文献名 防錆処理高力ボルトについて

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 久野，今津，原田（川崎製鉄）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

O　そ　の　他

　都　　　市

　海　　　岸

　山　　　　間

　田　　　　園

　重工業地帯

O塩　　　　害

高力ボルト

抄　　　録

本四公団暫定規格「摩擦接合用防錆処理高力ボルト，六角ナット，平座金のセッ

ト」（H　B　S　B1102－1976）に適合した防錆処理高カボルトの紹介である。

　　　　　　　　　　0



57

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 7一／ カード作成日　1989－3月　記入者 坂吉

文献名 鋼構造物における腐食防食技術の動向

出　　　典 土木学会誌　第70巻第12号　1985－11月

著　　　者 久我　昴、吉田耕太郎、伊藤叡　（新日本製鐵㈱）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　　装

亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気防食

溶　　　射

コンクリート

基　　　　準

施　　　工

実　　　験

解　　　析
○
そ
　の　他

都　　　　市

海　　　岸

山　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　害

抄　　録

土木基礎材料としての鉄鋼材料は、いろいろな土木技術分野で利用されている。

本文では、腐食診断技術及び防食補修補強技術についての現状動向やその成果を

紹介したものである。

　　　　　　　　　　’



58

防錆・コンクリート文献調査カード

7＿2．　　カード作成日　　1989－3月 記入者　木 原

文献名 鋼構造物の耐用性について　　皿塗料　塗装

出　典 JSSC　　’69年11月

著　　者 富岡貞利

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

基　　準 都　　市

亜鉛メッキ 施　　工 海　　岸

耐候性裸使用 実　　験 山　　間
分　類

電気防食 解　　析 田　　園

溶　　射 調　　査

コンクリート 塩　　害

その他

抄　録

日本鋼構造協会関西地区連絡会講演の内容で防食にはいろいろな方法があるが現時点では

塗装に勝るものはない。防食塗装の耐久性でいちばんポイントになるのは素地調整であり

さび発生原因の50％の寄与率を占めると言われている。又塗料の性質にちなんだ適性膜厚が

重要である。又長期防食と言う観点から亜鉛めっき上に塗装するとすれば耐用年数が要に

延びることが確認されている。



59

防鏑・コンクリート文献調査カード

資料番号 8一／ カード作成日　1989－3月　記入者 坂吉

文献名 沖縄における橋梁の追跡調査

出　　典 鉛と亜鉛　第104号　1981－11月

著　　　者 沖縄橋梁調査会

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

基　　　準 都　　　市

鉛メッ 施　　　、工

分　　　類 耐候性裸使用 実　　　験 山　　　　間

電気防食 解　　　析 田　　　園

溶　　　射

コンクリート

○
そ
　の　他

重工業地帯

そ　の　他

抄　　　録

調査対象の橋梁は3橋で、主桁、対傾構が塗装されており、検査路関係が溶融亜

鉛めっきされている2橋と、主桁部および高欄が溶融亜鉛めっきでさらに塗装が施

されている1橋とである。

調査項目は以下のとおり。

a）外観

b）亜鉛膜厚測定

c）亜鉛付着量

d）亜鉛めっき表面生成物の塩分分析

ゴ



60

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 2一ユ カード作成日　1989－3月　記入者 坂吉

文献名 亜鉛帯地域における金属材料の腐食防食

出　　典 鉛と亜鉛　第130号　1986－3月

著　　　者 青木敬雄 （㈱テクノ・サービス）

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

基　　　準 都　　　市

亜鉛メッキ 海　　　岸

分　　　類 耐候性裸使用 山　　　間

電気防食 解　　　析 田　　　園

溶　1　射 調　　　査 重工業地帯

コンクリート そ　の　他 塩　　　害

抄　　　録

亜熱帯地域（沖縄）では、鋼材の腐食が短期間の内に発生する。その原因として、

高温、多湿、加えて海塩粒子の影響がある。

本文では亜熱帯地域での金属材料の腐食傾向及び塗装系による防食効果の比較検討

結果を報告している。

で



61

防錆一コンクリート文献調査カード

文献名

出典
著者

分類

抄録

8－3 カード作成日 1989－3月 記入者佐藤

鋼橋の着色塗料と変腿色

遡各　　1979－11

建設省土木研究所科学研究室

対象
O塗　装
亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気紡食

溶　射

　コンクリート

その他

内容

基準
施工

O実験
解析
調査
その他

環境
都市

O海岸
山間

　田園
重工業地帯

塩害

構造

本州四国連絡橋公
団の気象観測塔の
暴露架台に、試験

片を取付けて試験
を行った。

橋梁は人目に触れることの多い土木構造物であり、色彩については影観的な配慮が強く払

われて来た。一方で色彩の変槌色については、殆ど考慮されていなかったようである。

そこで色種色調の代表的な塗装について、5ケ年間の暴露試験を実施した結果、塗装の種

類によって変槌色の程度が異なることが明らかになった。本文では試験結果の概要を紹介し

ている。

尚、試験結果の詳細は土木研究資料第1474に報告しているので参考にされたし。
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防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号 3一チ カード作成日　　1989－3月　　記入者 臆
文献名 防食材料の促進劣化に関する研究

出　　典 道路　1982－6

著　　者 建設省土木研究所化学研究室

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　装 基　　準 都　　市
土研築波の複合環

亜鉛メッキ 施　　工 海　　岸 境試験装置

耐候性裸使用 O実　　験 山　　間
分　　類

電気紡食 解　　析 O　田　　園

溶　　射 調　　査

コンクリート その他 塩　　害

その他
抄　　録

塗料などの防錆防食材料の使用環境における耐久性を、室内での促進劣化試験により迅速

に評化できれば、新たに開発された材料の実用化が促進され、土木構造物の耐久性向上に大

いに役立っと考えられる。

土研では種々の劣化要因を交互に作用させて、塗膜などの劣化試験のできるわが国最初の

本格的な複合環境試験装置を試作し実験している。

本文では試験装置と試験結果の一部を紹介している。
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名

出典
著者

分類

抄録

8－5’ カード作成日　　1989－3月 記入者大久保

荒川湾岸橋7年後の塗膜調査結果

防錆管理　　1984－7月

長谷川　和夫　，　高垣　孟

対象

亜鉛メッキ

耐候性裸仕様

電気防食

溶　射
コンクリート

その他

内容
基準
施工
実験
解析

その他

環境
都市

山問
田園
重工業地帯

塩害

構造

首都高速道路公団では、各塗装系の耐久性が環境条件、部材の形状部位によってどのよう

な影響を受けるのかを把握するため、暴露試験、実橋調査等を実施しているが、本文は塩

化ゴム系塗装を適用して架設後7年経過した、荒川湾岸橋の調査結果にっいて報告してい

る。
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 8－6　　カード作成日・1989－3月 記入者 木　　原

文献名 道路鋼橋塗膜劣化調査報告

出　典 JSSC　　’71年4月

著　　者 日本鋼構造協会　　技術委員会　　防錆防食小委員会　　鋼橋塗装研究班

分　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

◎
亜
鉛メッキ

耐候性裸使用

電気防食

溶　　射

基　　準

施　　工

実　　験

解　　析

都　　市

海　　岸

山　　間

田　　園

コンクリート　　 その他

その他
塩害

ヂ

抄録’

　鋼橋の防錆塗装の下地処理のグレード・塗装系の選択塗装寿命などの考え方の基礎資料を1

　求めるため、橋梁の架設年度と設置環境を異にした実橋の塗膜変化を調査したものである。　　　1

　この調査対象は架設後3、6、7、8、10、12年を経過した塗膜について調査したが

　塗装前の下地処理と塗装系の選択が環境によって遊選択される顛性を総した．　　●
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名

出典

著者

　l

　き

　i

8－7 カード作成日1　1989－3月 記入者木原
鋼構造物の耐用性調査報告

JSSC　　’72年12月

日本鋼構造協会　　技術委員会　　耐久性分科会　　耐用性調査小委員会

対　象

亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気防食

溶　射
コンクリート

その他

内　容

基　準

施　工

実　験

解　析

その他

環　境

都　市

海　岸

山　間

田　園

塩　害

構　造

本書は鋼道路橋の変状の実態を調査したもので、変状の一つの条件として腐食の原因で

変状することが述べられている。鋼橋において腐食の起こり易い部位が表示されているが、

鋼道路橋の変状は、いろいろな条件で発生するため塗装にっいては本書のごく一部に扱われ

ているだけである。
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 8＿8　　　カード作成日　　1989－3月 記入者 木　　原

文献名 世界長大橋防食技術調査団報告

出　典 JSSC　　’73年　1月

著　　者 調査団一同

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　装 基　　準 都　　市

亜鉛メッキ 施　　工 海　　岸

耐候性裸使用 実　　験 山　　間
分　　類

』

電気防食 解　　析 田　　園 1
溶　　射

1
コンクリート その他 塩　　害

その他
抄　　録

調査訪問先はアメリカ、イギリス、オランダ、ドイツの4ヶ国の長大橋の防食技術を調査した。

（1）　調査内容

a〉　ジンクリッチペイント、エポキシ、ビニルなどの合成樹脂系塗料を使用した
実績とそのメインテナンス

b》　自然環境（大気汚染を含む）に対応する塗装系とその効果

c）　粉体塗装の大型鋼構造物への適用の将来性

d）　塗装と公害について 璽
1

e）　橋梁の塗装工事と足場、検査路について 1
書

f）　亜鉛メッキ面の塗装

g）　水線部における塗装とライニングの実績

h）　塗膜劣化の定量的な測定法

i）　吊橋用ケーブルの防食法

j）　橋梁の構造別防食設計について

調査団の感想として各国とも防錆し易い設計、メンテナンスし易い設計が各所で
とりあげられており、又長大橋の公的管理機関の中には必ず防食の専門家がいるのが
参考とすべきと述べられている。

1●
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 8，g　　カード作成日　　1989－3月 記入者 木　　原

文献名 大気曝露構造物の防食の現況と問題点

出　典 JSSC　　’73年10月

著　者 栄　幸雄　　川田　修

1分　類
蔭
｛
ξ

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

◎
亜
鉛メッキ

耐候性裸使用

電気防食

溶　　射

基　　準

施　　工

実　　験

解　　析

調　　査

都　　市

海　　岸

山　　間

田　　園

コンクリート

その他
／

抄録

講演会の内容で主としてM10塗装と本四連絡橋に適用される予定の重防蝕塗装系について

話されたものである。
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防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名

出　　典

著　　者

分　　類

抄　　録一

8－／0　　カード作成日 記入者 津　崎

鋼道路橋塗膜劣化調査報告（試験塗装5か年経過）

JSSC　VOL12　NO．122　・762

日本銅構造協会、技術委員会防錆防食小委員会、鋼橋塗装研究班

対 象

○塗　　　　装

　亜鉛メッキ
　耐候性裸使用

　電気防食
　溶　　　　射
　コンク』リLト

　そ　　の　　他

内 ’容

　基

○施

O実

　解

O調

　そ　　の 他

準

行

験

析

査

環 境

○都

○海

○山

○円

市

岸

問

園

　重工業地帯
○塩　　　　害

構 造

　従来、鋼道路の塗装にっいて、環境別に系統建てた調査報告がなされ

た例はきわめて少ないため塗装系の選択に当っていろいろ問題点が提起

されてきた．

　日本鋼構造協会防錆防食小委員会において、この種の調査の重要性が

強調されて銅橋塗装研究班が組織され、日本道路公団の全面的な協力の

もとに昭和44年より5年にわたって実橋を試験体として今後のあるべ
き塗装系にっいて調査研究を行った結果、次のような事柄を明らかにし
ている。

1）塗装系は腐食性の環境によって選択されるべきである。

2）いかなる塗装系を選択するにあたっても下地処理の程度というもの

は重要な意味をもっていることを認識するべきである。

3）塗替えの周期は塗膜が著しく劣化してから塗りかえるという考えか

たはきわめて不経済であって塗替時期の判定を適切に行うことが必要で
ある。

　等の要点をかなり具体的にしかも現実的な視野で把握している。

68
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防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号 9一〃 カード作成日 記入者 津　崎

文献名 鉄鋼塗装技街墾蟄会報告

出　　典 JSSC　　VOLl5　　NO．155　’79　10

主　　　　二」
｛ヨ　　・　　　4ヨ 菅野　照造

分　　類

対’　　　象 内　　　容 瑳　　　箋 堵　　　造

○塗　　　　装

亜鉛メッキ
○耐候性裸使用

電気防食
O溶　　　　射
コンクリー』ト

そ　　の　　他

基　　　　準’
○
施
　
　
　
　
行
○
実
　
　
　
　

験
解
　
　
　
　 ・析．

O調　　　　査
そ　・の　　他

　－都　　　　市
海　　　　岸

山　　　　問

田　　　　　園

重工業地帯
塩　　　　害

抄　　録

鉄鋼の防錆をテーマに技術報告会が開催されこの講演会概要をまとめた。

　　　一『1、！　　　　　　　　　　　　　’マか
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防錆一コンクリート文献調査カード

蘇

資料番号

文献名

出　　典

著　　者

分　　類

抄　　録

8一／a カード作成日 記入者 津　崎

鋼橋の防錆管理計画にっいて

JSSC　VOL16　NO．174　・809

津野　和男

対 象

O塗　　　　装
　亜鉛メッキ
　耐候性裸使用

　電気防食
　溶　　　　封

　コンクリート

　そ　　の　　他

内 容

　基

　施
　実

　解

○調

　そ　の 他

準

行

験

析

査

環 境

○都

○海

O山

　田

市

岸

間

園

重工業地帯
塩　　　　害

構 造

首都高速道路における鋼橋実態調査結果より以下の事がわかった。

1）はがれ、さびの発生は、塗装後、2～3年では現れないが汚れに対
する評価は1年目から低下する。これは街路上の車両による排気ガスに

よるものが多い。

2）環境条件によってのはがれ、さびの発生の差は明確に現れていな
い。新設時における工場塗装と現場塗装との施行闇隔及びその間の環境

条件による差での劣化状況が見られる。

3）けたの下フランジ下面の劣化が、他の部位に比較して最も早い。こ

れは塗膜に与える環境条件が悪いうえに、施行上も上向きの作業とな
り、他の箇所に比較して十分な塗装が行われないためと思われる。

4）塗替のインターバルとしては、さびの発生時点を塗り替えるべき初

期の状態であると判断すれば、7～8年後に塗替を考慮すべきと考えら
れる。さびがかなり進行してしまった時点ではケレン作業が非常に困難

となる。しかし、一方塗替のための足場、防護工の手問には、大変なも

のがあり、適用する塗料の性質を含めて総合的な経済性の比較の上で決
定すぺきであろう。
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防錆・コンクリート文献調査カード
一一
資料
一　一　一

文
』
＿
臼

出
｝
　
r

著
一
　，　　　一　1　一一　¶　　』

　　　　　　　　・1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斗一～
　　　　　　　　　　基　　準　　　　　　　　　　　　　　　　　都　　市　　　O塗　　装

分　類

亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気防食

溶　　射

コンクリート

卜＿一迎その他
抄録1懇談会開催概要
　　　　　主テーマ
　　　　　開催期日
　　　　　場所・参加数

1
、『

施　　工

実　　験

解　　析

調　　査

Oその他

」．

O海　　岸

山　　間

田　　園

重工業地帯

O塩　　害

i、一

L＿、、、

　　　　　　　　　　「塗膜の維持管理と塗替え時期の判定」

　　　　　　　　　昭和55年10月16日～昭和55年10月17日
　　　　　　　　　有楽町新国際ビル9F日本交通協会大会議室　延160名
発表内容

斉　木　　昇（大日本塗料）r夘ク内面防食塗膜の調査事例」5年と7年経過後の塗膜状況の報告

菅野，照造（石播技研）他r鋼構造物の腐食特性につt刷国内外の8年間に渡る調査結果の報告

宇野紫白（鋼橋塗装専門会）　r付着塩分に対する清浄機による現地テスト」ポンブ式水洗機の

　　　　実用調査結果の報告
大貫　・萬生（首都公団）他　r実橋の塗膜測定結果にういて」塗装姿勢と膜厚バラツキの調査報告

大貫　・生（首都公団）他　　r海上輸送ブ助クに付着する塩分量」付着塩分実態調査結果の報告
松田　・一正（片山鉄工）rM　I　O塗装製品取扱について」塗膜の養生の具体的方法の報告

野村豊和（神東塗料）rラスコールNの現場処理について」現場施工の問題点の対策と効果の報告
平　井　靖（日立造船）1夕一肛ポキシ塗料の施工条件と塗膜性能につt刻バラ計タンク用夕一肛験塗料の二次

　　　　表面処理程度と膜厚との関係の報告
福島真　…（日本ペイント）　r無機ジンク塗料について」一液型無機ジンク塗料の外国の状況の報告

松下真澄（I　H　I）「無機ジンクリッ朔イントの硬化に関する一考」硬化条件と割れについての報告

森　　芳　　徳（建設省土研）　r合成樹脂塗料の塗り替え用塗料とし珊適正試料」塗替塗装の適正な塗

　　　　装系についての報告
縦　　山　　巌（関西ペイント）他　　r海洋環境に澗る各種防食塗装システムの長期暴露試験」10年間の暴露試

　　　　験を現代的調査手法で評価した結果を報告
杉山富夫（関西ペイント）他　r水中硬化ガキシ樹脂塗料による防食施工」海洋構造物のメインテナンス施

　　　　工例の詳細報告。
東　常　広（日本アマコート）r海洋構造物の飛沫帯防食材の追跡調査」レジンモル夘での実施工例の紹介

青木茂（千代田化工）rブラ沿仕上げ面の定量的測定」除錆度測定器の開発中間報告

　特別講演　福島　稔（日本ペイント）　r中国の防食塗装の現状」

　隔イスか畑「塗替さ時塑半掟聖、⑤会）佐藤靖（1制里塑ロ髪桐村勝也　」



72

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 8
文献名 重防歪

出　　典 JSSC

著　　者 技術蓼

　対
　　　一　一　｝

∩塗

閣分類

r－

！抄録
十

8－1ヂ蓬醸正亟5月1壷蚕「1爵章至
重防食塗膜経年変化調査報告（大井中央陸橋・船堀橋）

JSSC日本鋼構造協会誌VoL18画190　’824　　（頁16～頁22）

技術委員会　耐久性分科会　　防錆防食小委員会　鋼橋塗装研究班

」

耐候性裸使用　　　　実　験
電気防食　　　　解　析
溶　射IO調　査
淵
．
ヒ

の他

田　園i
重工業地帯1

　　．」一

東京都内の大井中央陸橋（全長1000m）のr無機ジンクリ労方イマー1・エ揖シ樹脂塗料」の塗装系　　’

及び荒川に架かる塀橋橋（陸上部飯げた連続上路橋、川面上箱げた連続上路橋）のrシン列労

ペイント＋塩化ゴム塗料，ジンクリッチペイント＋夕一肛斜シ樹脂塗料」の塗装系について次の項目の調査を実施

した。

（ll外観調査

（2）塗膜特性の測定

（3）塗膜表鮒着物採取　　　　　　　　　　　　　●
外観調査の結果は，主桁，横桁，綾材の各部位について，錆，ふくれ，われ，光沢，白亜化，　，

退色の各項目毎に5段階評価を行い，塗装後10年を経過した塗膜としては，大井中央陸橋は　　1

良好な状態，船堀橋は，錆の発生状態状態1～2（評価5が発生無し）であるが標準的結果であ

ると評価している。

塗膜特性の測定結果は，膜厚変化及び碁盤目試験による付着の低下は認められないが，塗膜

インピーダンスの測定結果から，大井中央陸橋の塗膜劣化度は極めて小さいものの，船堀橋は劣

化現象が徐々に始まる段階で外観調査の結果と合わせ早い時期の補修塗装を推奨している。

腐食環境の面から大井中央陸橋と船堀橋との塗膜性能を単純に比較は出来ないが塗膜の外観的

防錆性は，エポキシ樹脂塗膜が塩化ゴム塗膜より優れていると見ている。
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防錆・コンクリート文献調査カード

▽

卜
卜　　＝・！
1．著

．

』斉＿L．、堕箏墜傘生肇童窒　網橋塗茉蟹窒磐．

　　l　対象
　　レの　　lo塗［…襲一｝一ドー’』

　　き　　！亜鉛メッキ
　　旨
　　・　耐候性裸使用

分類1　　！　電気防食

　　iコンクリート

i抄録1　　．．＿1

内容
O基　準

施　工

実　験

解　析

調　査

その他

鋼橋塗膜調査指針作成W．G

T…環
『ゴ都

　奮

　　田

　…「一’

境　　構造市十，

岸

間

園

重工業地帯

塩　害

）

土
巨
｝
　
，
　
一

防錆防食小委員会　鋼橋塗装研究班では，昭和44年から昭和56年の間の一・連の道路橋の塗膜状

態調査活動の経験をもとに，現場評価を目的に普遍性のある鋼橋の塗膜調査法を提唱し，WG

で1年間にわたる検討を加えて本指針書を作成した。

　鋼橋塗膜調査指針の内容

　　1．まえがき

　　2．調査の一般事項
　　調査手順の概要，事前調査項目及び新設時の塗装系検収検査・維持管理など

　　の調査目的による調査項目の選択並びに調査内容を示す。

　　3．調査方法
　　目視調査、計器測定等の各調査項目の調査位置，調査記録様式及び調査項目

　　毎の詳細な調査方法，評価基準の決め方などについて示す。

L．
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防錆・コンクリート文献調査カード

囲番可
文献名

分　類

JSSC日本鋼構造協会誌Vol．18画197 ’8212　　　（頁43～頁53）

技術委員会　耐久性分科会 防錆防食小委員会　鋼橋塗装研究班

対　象

○塗　　装

亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気防食

溶　　射

コンクリート

1　辛その他
抄　録一1

基

　　　　τ内　容　　　 環　境

　　準　　　都　　市

施　　工

実　　験

解　　析

○調　　査

その他

○海　　岸

山　　間

田　　園

重工業地帯

塩　　害

「一一蔽造

1
i
i
I
F

l

．i百

厳しい腐食環境とされている口本海沿岸部の次の橋梁に対して調査を行った。

1橋一簗名i架儲艇郵離痂儲‘！
　い　 へぺ　　

l　　i下り線：8年l
i新潟大橋「 一一一一一司
l　　　　　l上り線：4年1

、鷹弄沃椿「一轟『…T

　　　　　　7犀…む
　　　　　　　　　1一

1 ＿lr　、
　　　　塗　装　系
…す …『…一り’……ご一一 一｝皿’

l　Zn／P｝塩ゴム下塗（2）＋塩ゴム（中上）

i

『1

約4km

約4km　　l　Zn／P－l　F。ジン如／P（2）｛・剛0｛塩ゴム（中上）

睡剛圃、、

300m／高さ70m！Zn／P←E！P（2）一l　MO（2）・版桁ウレタン（中上）

　　一手一一一・一一 一一　750m　　，油性錆止“ンB田0・＋塩コム（中上）
7

＿一＿＿．．．一．旧一一ゴ＿一t

自［＿r『［－．＿－…『r＿一一』一r一一一．』甲．一旧一』一一 一＿［－－＿一

調査は，JSSC　IV　O3一’82　r鋼橋塗膜調査指針」に基づき次のとおり実施した。

　新潟大橋：外観調査及び塗膜特性の測定，阿賀野川大橋：外観調査

　胞姫橋：外観調査及び塗膜特性の測定，柿崎川橋；外観調査（河川敷上から）

調査結果は，新潟大橋の腐食環境は差程過酷でなく，下り線は外観，塗膜特性いずれも劣化が

進み塗替の時期にある。上り線は4年経過として全体に良好である。阿賀野川大橋の塗膜は非常

に良好で重防食塗装系の性能の良さが認められる。胞姫橋は7年の経過の塗膜としては良好であ

るが田0の摩耗が目立ち，内桁は汚染物質の付着量の差から部分的な発錆の進みが見られる。

柿崎川橋の3年前の塗替部は良好な状態であるが，全体として，錆の評価点1～2（評価点3が

異常なし）であり塗替えの時期に来ている。

昭和55年の調査と合わせrジンクリッチプライマー＋エ斜シ樹脂系」塗装系の安定した長期防錆効果が確認

されたとの報告がされている。

L
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防錆・コンクリート文献調査カード

　1

　；
　1

　『
　モ

　1分　類…
　！
　i●l

　i
　…

　L玲
．鱗 i

　l
　i
　l
　l
　l　　　I一、一

　モ
　と

、●！l

　i　　l
　『

　　　　対象　内容丁壁匪『工1．隻隻」　　　　。塗装＋一基一準一添B市

　　　　亜鉛メッキ　施工　海岸
　　　　耐候性裸使用　実験　山間
　　　　電気防食　　　解　　析　　　田　　園

　　　　溶　　　射　　　　○調　　　査　　　　　重工業地帯

　　　　コンクリート　　　　そ　の　他　　　　○塩　　　害

　　　　その他

L．．

昭和55年度，昭和56年度の実橋の塗膜調査に引き続き，東京湾岸付近の次の橋梁の塗膜調

査を実施した。

1徽 客膿轟謝1欝霧r「』㎜－…傘』麺”1至『一1

匿1『鱒rl儀IIIII擁llrI蘇薫難欝rl

　軒．召橋1．．、ユ年、」一．．…＿

調査は，JSSC　W　O3一’82r鋼橋塗膜調査指針」に基づいて実施し，調査結果は次のとおりで

ある。

　r…』…『一r旺視－裾査……rデ丁デr『｛…籍一蕎評…1言一｝「

匿隷鵬舞壁叢i耀灘纏輩笠麗轟

調査対象の塗装系の防錆性の実証と，工場下塗塗装と現地中塗塗装との層間の付着性の低下に

対する薄策の必要性が指摘されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

蝕子

一　一　，　一

曳好
一　一　一　一　　　　　　　　　　　一　一

曳好

一　－　一

損耗　　　」
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　　　　，諾懸瓢織暑著膿、講蕪ヨ障料番号

卜著者＋撃磐謹食響築撃研葦班丁一構造一
　　　1。塗装1。基準　　　　　　　　　　　　　　　　者B市＋一一一r
　　　　　　　　　　　　　　　　海判　1
　　　　　亜鉛メッキ　　　　　　　　　　施　 工

　　　　　　　　　　　　　　　　山　問　l　　　l　　　　耐候性裸使用　　　　　　　　　　O実　 験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　i分　類
　　　　　電気防食　　　　　　　　　　解　 析　　　　　　　　　　　　　　　　田　園　！　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　l●
　　　　　　　　　　　　　　　　重工業地帯　　l　　　　　　　　　I　　　　　溶　 射　　　　　　　　　　調　 査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　i　　　　　　　　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　塩　 害　、　　　　コンクリート轟1．その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l一一一一一「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　JSS　IV　O3－lg82鋼橋塗膜調査　3．3．4付着試験に規定するトルク付着試験と引張付着試験　　1

　のときに用いる，測定端子接着用接着剤が，塗膜の種類と接着条件により接着力に影響を及ぽす　1

　かについて実験検討を行った結果の報告及び解説をする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　（D　接着剤は，シアノアクリレート系瞬間接着剤で実用上問題がないことを確かめた。　　　1

　　（2）シアノアクリレート系瞬間接着剤には，2種類あるが付着力に影響は見られない。　　　1

　　（3）接着養生時間は，約3時間程度保持するか又は3時間を超えないことが望ましい。　　　　i

　　l4）養欝繍1購鍵変髪毒藝灘　度の低下傾向が認められるがゆ

　　（5）エポキシ系速硬化接着剤は，シアノアクリレート系瞬間接着剤とほぽ同等の使えるが，　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　アクリル系は適用不可である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　1
　ヒ
　1
　き
　1
　き
　き

　l

　l

　i

．」
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防錆・コンクリート文献調査カード
「資料番号

文献名
一　　’　　　－

出　典著者一牒委鵬慧鰭防雛小婁轟雲面論研究班

分　類

語章充

6～頁67）

対　象
　　　　十
〇塗　装

内　容

●・

亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気防食

溶　射
コンクリート

1　基
1
1施
1
1o実

1解
1・調
｛

！
1

準

工

験

析

査

その他

O海　岸

山　間

O田　園
O重工業地帯

塩　害

＿、

耳．． ヱ．。荏㌧、也．．、L＿、＿…一＿＿、L＿、＿、．＿L＿、＿一一＿．＿

　　1
第1次及び第2次の実験を補う為に，腐食環境の異なるさび鋼の作製場所と塗装鋼の暴露場

所の組み合わせ，塗膜厚の耐食性への影響を検討するために，第3次実験を計画した。その試験

計画と暴露1年経過の調査結果を示す。

試験計画　　暴露環境：　田　園，　工　業，　海　岸，　海岸飛沫帯，　塩水噴霧

　　　暴露期間：暴露5年（1年毎観察）　塩水噴霧2週間毎観察
　　　塗装系：さび鋼製作場所の影響8種類　膜厚の影響3種類
　　　調査項目：　さび，ふくれ，われ，はがれ，自亜化，付着性，インピーダンス測定

調査結果

　暴露試験（1年経過）
　（1）さび鋼作製場所，塗装鋼暴露場所の影響は，どちらも飛沫帯で錆や膨れの発生が多く

　　他の環境での明確な差異は認められない。
　（2）さび落しの程度の影響は，St2はSa2に比較して，さび，ふくれの発生が多い。
　（3）塗料の種類の影響は，全体的に変性エポキシ樹脂塗料がさびの発生が少ない。

　㈲　工業地帯での膜厚の影響は，さびの発生なし，ふくれは膜厚が大きいほど少ない。

　塩水噴霧試験
　（1）さび鋼作製場所の影響は，飛沫帯で作製したものにさび，ふくれの発生が多い。

　（2）さび落しの程度の影響は，St2はSa2に比較して，さび，ふくれの発生が多い。
　（3）塗料の耐塩水噴霧性は，Sa2では変性蝉キシ樹脂塗料，St2では有機ジンクリッチ“ント，変性

　　蝉物樹脂塗料が良好，鉛丹さび止め，夕一肛桝シ樹脂塗料は良くない。

　（41膜厚の影響は，膜厚が大きいほどふくれの発生までの時間が長い。

　大気暴露試験と塩水噴霧試験の結果の相関性
　さび鋼の作製場所と塗装鋼の暴露場所が共に海岸飛沫帯の場合に一部の塗料を除き，暴露

　1年と塩水噴霧4週間とのさび評点の間に相関性が認められる。

L． 」
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4

資料番号 8－ZO カード作成日 1989・3月　　記入者 佐　久　間

文　献名 塗料微粒子飛散防止の研究結果概要

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 山崎（岩田塗装機工業）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O　塗　　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

O　そ　の　他

都　　　市

海　　　　岸

山　　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　，害

抄　　　録

船舶塗装の際に発生した塗料微粒子が，かなり遠方まで飛散し公害として取り上

げられている。㈹日本造船研究協会は運輸省船舶局のr船舶の防食，防汚に関する

総合研究」計画に基きr塗料微粒子の飛散防止研究」を実施した。その概要を述べ

ている。
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防錆・コンクリート文献調査カード

9

資料番号 8－a／ カード作成日 1989・3月　　記入者 佐　久　間

文献　名 エッジ形状と塗膜厚の保持及び塗膜性能の関係

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 稲葉，高久（日本鋼管）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食
　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　　工

O実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

　都　「　市

O　海　　　岸

　山　　　　間

　田　　　　園

　重工業地帯

　塩　　　　害

鋼エッジ部

抄　　　録

塗膜の早期劣化，早期発錆箇所であるエッジ部についてエッジの形状，供試塗料

をパラメーターとして大気暴露試験を行い，塗膜の劣化度および発錆状況を観察し

たものである。

　　　　　　　　　　　．　「
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千

資料番号 8－2z， カード作成日 1989・3月　　記入者 佐　久　間

文　献　名 塗膜厚測定に関する一考察

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 桐村（国鉄鉄道技術研究所）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食
　溶　　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　　工

O実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

都　　　市

海　　　岸

山　　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　　害

鋼構造物

抄　　　録

電磁式膜厚計による塗膜厚測定法の信頼性について考察している。

　　　　　　　　　o
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防錆・コンクリート文献調査カード

●
乙

資料番号 8－23 カード作成日 1989・3月　、記入者 佐　久　間

文献　名 統計的手法による塗装膜厚の管理

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 太田（日本油脂）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O　塗　　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　　工

　実　　　験

O解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

都　　　　市

海　　　岸

山　　　　間

田　　　　園

重工業地帯

塩　　　　害

抄　　　録

塗膜厚の管理手法としてエスエヌ（S／N）比を用いた方法にっいて，適用方法

及び適用例を紹介している。

　　　　　　　　　　o



82

防錆・コンクリート文献調査カード

午

資料番号 8＿2一チ　　カード作成日　　1989・3月　　記入者 佐久　間

文　献　名 塗膜の厚さ測定と表面あらさ

出　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 青木（電力中央研究所）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　装

　亜鉛メッキ

・耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

基　　　準

施　　　工

，実　　　験

解　　　析

調　　　査

そ　の　他

都　　　市

海　　　岸

山　　　　間

田　　　　園

重工業地帯

塩　　　　害

大型鋼構造物

抄　　　録

膜厚計による塗膜厚の測定精度は，平滑面に対する信頼性はかなり高いが，表面

あらさの大きい被塗面に対する信頼性は乏しいと言われている。そこで塗装膜厚の

測定結果と，実際の塗膜厚ならびに表面あらさとの関係などにっいて問題点を例示

している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●



83

防錆・コンクリート文献調査カード

σ

資料番号 8＿25’　　カード作成日　　1989・3月　　記入者 佐久　間

文献　名 J．S．S．Cの塗膜厚さに関する第一報

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 福島（日本ペイント）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食
　溶　　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　　工

O　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

都　　　市

海　　　　岸

山　　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　　害

抄　　　録

塗膜厚に関して各種計器と各種被測定材を組合せて測定した結果とその考察であ

る。

　　　　　　　　　　■
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防錆・コンクリート文献調査カード

研

資料番号 8－2．6 カード作成日 1989・3月　　記入者 佐久　間

文　献　名 塗膜厚さの現場測定例

出　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 菅谷，松村，宮崎（関西ペイント）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　　工

O実　　　験

O解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

都　　　市

海　　　岸

山　　　　間

田　　　　園

重工業地帯

塩　　　害

船殻ブロック

抄　　　録

ダブルボトム部船殻ブロックの天井と床の塗膜厚を測定し，統計的分析から膜厚

の均一化を図る方法を提案している。

　　　　　　　　　　●



85

防錆・コンクリート文献調査カード

〆

資料番号 ヲ＿／　　カード作成日　　1989－3月 記入者 木　　原

文献名 耐候促進試験共同実験結果報告

出　典 JSSC　　’72年11月

著　　者 日本鋼構造協会　　技術委員会　　防錆防食小委員会

1
分
　
類
i

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

◎
亜
鉛メッキ

候性裸使

電気防食

溶　　射

コンクリート

その地

基　　準

施　　工
◎
解
　
　
析
調
　
　

査
その他

都　　市

海　　岸

山　　間

田
錨
塩
　
　
害

抄　録

本書は鋼構造物の防錆塗装の耐久性、耐候性鋼その他素地鋼材の耐候性などを短期間に

促進試験法で評価しうる方法を研究調査する目的でまとめたものである。

裸鋼材は工業地帯、都市、海岸そして田園の環境地で2年間のばくろ試験を行い又、塗装

鋼板にっいては促進試験と大気ばくろの2ケースにっいて試験を行ってその結果を報告した

ものでまだ中間段階でのとりまとめ結果である。竈
畢
毫
菰



フ

86

防錆一コンクリート文献調査カー’ド

資料番号 9－2． カード作成日 記入老 津　崎

文献名 JSSC　耐候促進試験会にっいて

出　　典 JSSC　VOL10　NO．107　●7411

著　　者

日本鋼構造協会、技術委員会、防錆防食小委員会、耐久性分科会

耐候試験法研究班

分　　類

対　　　象 内　　　容 環　　　境 構　　　造

o塗　　　装

　亜鉛メッキ
O耐候性裸使用

　電気防食
　溶　　　　射

　コンクリート
　そ　　の　　他

　基　　　　準

　施　　　　行

O実　　　　験
　解　　　　析

　調　　　　査

　そ　の　他

O都　　　　市
O海　　　　岸
　山　　　　間
○田　　　　薗

○重工業地帯
　塩　　　　　害

抄　　録

　裸鋼、塗装鋼を用いて大気ばくろ試験、促進腐食試験を行い促進試験

と大気ばくろとの相関性を調査した。

　この結果よりJ　SSC耐候促進試験を提案した。
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防錆・コンクリート文献調査カード

㎜r「

「
1出

！著
モ

典

一鴛響監隣篠一
JSSC日本鋼　糠麟示黙1馨面孫研轟25～頁59）1

・1分類

　｝
　1
　！…．－

　i

　　
　ロ 　　ル　　　 ぼロ　じ　ロ　ギ　　ず　ゴずずゴ い

　　い　　　　　　　　　　　 レ

…o塗　装1基
，亜鉛メッキ1施
　　　　　　　　　　　　　　　　ド

iコンクリ＿トi
　　　　　ヒ
i
．そ．硯

鰹一．．1＿

＿i

　容
　　準

　　工

　　験

　　析

　　査

その他

　　－　　　　　　　　　　

　　　　　　　　一一一一ヨ

　　環境詞構造一→
　　都　 市
ナ

　O海　 岸

　　山　 間

　○田　 園

　O重工業地帯

、　塩　害
i
　

』一 ゴ＿τ［ 』＿一

一＿＿一吟＿1一一…』＿一一厚＿

｝＿一＿＿一＿．

　1
』

　1　各環境におけるさび鋼板の塗装に対する暴露試験を実施した。一部についてはJSSC　Vo1．13

　ヒ　1　恥．139777．7に中間報告をしているが，その後の試験の概要，研究成果は次のとおりである。
　l
　l　　試験の概要
　1　　　1次暴露試験　暴露環境・暴露期間：　田　園（4年）　工　業（3年）　海　岸（1年）

　1　　　　　　塗装系の種類：　11種類
　1　　　　　　　　　　調　　査　　項　　目：　外観，写真，さび，膨れ，われ，付着性，衝撃試験

　「
倒2醸試験鍔甥鵯甥。霧（贔年）
　ヒ　1　　　　　　　　　調　　査　　項　　目：　外観，写真，さび，膨れ，われ，付着性，衝撃試験　．

　ヒ
　レ　1研究成果
　1　　　（1）発錆度と塗膜劣化度は，海岸＞工業＞田園の順に大きい。

　1　　③　さび鋼板のさび落とし程度の影響は，St2処理の方が無処理よりも良好な結果を示した。
　1（3晦岸地構では，耐水性の優れた㈱と無機ジンクがやや良好の他は差が無かった・

　1　　（4）碁盤目セ蹄づ試験では，浸透剤の効果，さび落としの効果が認められた。

　し　1　　（5）アザヒージョンテスター試験の場合は，工業地帯でさび落とし程度，浸透剤の効果が認められたが，
　1　　　　田園地帯では塗装要因の影響は認められない。

　1　　　⑤　衝撃試験は，さび層の影響で試験の再現性に欠け適用は不適当とみる。

　l
　l

　L
」



’
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防錆◎コンクリート文献調査カード

コ

資料番号 9一ヂ カード作成日 1989・3月　　記入者 佐久　間

文献名 塗装鋼の耐候性に及ぼす下地処理の影響

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 黒汎福島，鈴木（金属材料技術研究所），伊藤（幾徳工業大学）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　軍気防食
　溶　　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　　工

O実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

O都　　　　市

　海　　　　岸

　山　　　　間

　田　　　　園

　重工業地帯

　塩　　　　害

抄　　　録

鋼構造物の防錆に用いられる諸種の塗装下地方法の耐食性を比較検討し，優れた

処理方法を見い出すために行った大気暴露試験および促進腐食試験について述べて

いる。

　　　　　　　　　　■



89

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 9－5一 カード作成日 1989・3月　　記入者 佐久　間

文　献名 下地処理が耐久性に及ぼす影響

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 瓜谷（大日本塗料）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食
　溶　　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　　工

O実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

　都　　　市

　海　　　岸

　山　　　間

　田　　　　園

O重工業地帯

　塩　　　　害

抄　　録

表面あらさと除錆度が塗膜の耐久性に及ぼす影響について明らかにするために行

った暴露試験1か年にっいてまとめたものである。

　　　　　　　　　　●
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防錆・コンクリート文献調査カード

コ

資料番号

文献名

出　典

著　者

分　類

抄　録

9－6 カード作成日 1989・3月 記入者 佐久間
接合面の防錆に関する暴露試験結果（防錆効果とすべり摩擦係数）

第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

森（建設省土木研究所）

対象

O塗　 装
　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食’

O溶　 射
　コンクリート

　その他

内容
　基

　施

O実

　解

　調

準

工

験

析

査

その他

環境
　都　 市

　海　 岸

　山　 間

　田　 園

　重工業地帯

O塩　 害

構造
高力ボルト継手

高力ボルトの摩擦接合面に厚膜形ジンクリッチペイント（有機系及び無機系）を

塗装した場合及び金属亜鉛溶射を施した場合について，無塗装の場合と比較するや

り方で，5年間にわたる引張形試験片の大気暴露及び暴露後の引張試験ならびに解

体調査により，防錆処理の効果とすべり摩擦係数の経年変化の調査結果である。



91

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 9－7 カード作成日 1989・3月　　記入者 佐久　間

文献名 上塗り塗料の保色性に関する試験結果

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 森（建設省土木研究所）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O　塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電一気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　　工

O　実　　　験

　解　　　析

　調　　，査

　そ　の　他

　都　　　市

O海　　　　岸

　山　　　　間

　田　　　　園

　重工業地帯

　塩　　　　害

抄　　』録

本州四国連絡橋用塗料試験の一環として，昭和49年度から大気暴露試験及び促進

耐候性試験により，代表的な上塗り塗料について，着色顔料の種類とその配合が保

色性に及ぼす影響について調査した結果の報告である。

　　　　　　　　　　　■



92

防錆一コンクリート文献調査カード

、

資料番号 ノ0一／ カード作成日　　1989－3月 記入者 憾
文献名 鋼道橋塗装便覧改訂の概要

出　　典 道路　1979－2

著　　者 日本道路協会塗装便覧改訂分科会

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

○塗　　　装 O基　　準 都　　市

亜鉛メッキ 施　　工 海　　岸

耐候性裸使用 実　　験 山　　間
分　　類

電気紡食 解　　析 田　　園

溶　　射 調　　査 重工業地帯

コンクリート その他 塩　　害

そ　の他

抄　　録

鋼道路橋塗装便覧は昭和46年に刊行されている。

その後7～8年経過しており、 本便覧の内容あ一層の充実を計るべく、昭和52年より改訂

作業が進められてきた。

本文は改訂版の構成にしたがって、各章の概要および改訂の経緯を紹介している。



1、

93

防錆一コン．クリート文献調査カード

資料番号 ／0－2一 カード作成日 1989．3　記入者 平井

文　献　名 鋼道路橋塗装便覧の解説

出　　　典 橋梁と基礎　1980－10

著　　　者 土井俊二

分　　　類

対　　　象 内　　　容 環　　　境 構　　　造

○塗　　　装一

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

O基　　　準

　施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

都　　　市

海　　　岸

山　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　害

抄　　　録

　本便覧の改訂分科会は塗料製造業、鋼橋製作業、塗装業の各業界から選はれた委員と、発注者側の委員と

で構成されている。四者四様の立場に立って、鋼道路橋塗装のあるべき姿を論じて、最終的に落ち着くとこ

ろを取りまとめて改訂版の内容としたものであり、若干の問題を残すものの、現時点では最良の指針を与え

るものと考えている．



94

防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号 ／／→〆 カード作成日　　1989－3月　　記入者 佐藤　　’

文献名 鉄けたの塗替塗装

出　　典 鉄道土木　20－2　（1978－2）

著　　者 桐村勝也

分　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　装
亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気紡食

溶　　　射

コンクリート

その他

基　　準

O施　　工

実　　験

解　　析

調　　査

その他

都　　市

海　　岸

山　　問

田　　園

重工業地帯

塩　　害

鉄けた

抄　　録

鉄けたの防食塗装は単に塗装されれば良いのではなく、特に塗替塗装に際しては、鉄けた

発錆状態塗膜劣化の状態を十分調査し、適切な塗装設計と必要十分な塗装を行なわなけれ

ばならない。

本文では塗替塗装の技術的問題点や注意事項を紹介している。



95

防錆・コンクリート文献調査カード

、

資料番号 ／／－2。　　カード作成日　　1989－3月　　記入者 憾
文献名 鉄けた塗装の現状と今後の展望

出　　典 鉄道土木　27－1 （1985－1）

著　　者 関雅樹　　原田康朗

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　装 基　　準 都　　市
鉄けた

亜鉛メッキ 施　　工 海　　岸

耐候性裸使用 実　　験 山　　間

分　　類

電気紡食 O解　　析 田　　園

溶　　射 調　　査 重工業地帯

コンクリート その他 塩　　害

そ　の他

抄　　録

国鉄には約45000連（塗装面積1400万㎡）の鉄けたがあり、塗替え周期の延伸に

より当面の経費減は可能であるも、耐用年数の減という負担が将来生じることになる。

本文では鉄けたの塗替えに関する基本知識と、国鉄の鉄けた塗装の現状および今後の展望

について紹介している。



96

防錆・コンクリート文献調査カード

M

資料番号 ／／一3 カード作成日 1989・3月　　記入者 佐　久　間

文献名 鋼橋のメインテナンス用移動足場

出　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 吉永（石川島播磨重工業）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

O施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

都　　　　市

海　　　　岸

山　　　　間

田　　　　園

重工業地帯

塩　　　　害

抄　　　録

鋼橋の塗り替えには足場工を含む全作業にかなりの日数と多額の費用を必要とす

る。これらを軽減する為の一策として常設の移動足場を紹介し，その有効性につい

て述べている。

　　　　　　　　　　　　o



97

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ／／一ヂ カード作成日 1989・3月　　記入者 佐　久　間

文献　名 足場架設と安全性の問題について

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 田中（日本鋼橋塗装専門会）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食
　溶　　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

O施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

都　』　市

海　　　岸

山　　　　間

田　　　　園

重工業地帯

塩　　　　害

抄　　　録

塗装用足場の現状の問題点及びその改善提案について述べている。

　　　　　　　　　　●



98

防錆・コンクリート文献調査カード

い

資料番号 〃一5r カード作成日 1989・3月　　記入者 佐　久　間

文献名 鉄けた塗装の維持管理にっいて

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 』金谷（国鉄施設局）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　・境 構　　造

O塗　　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

O　そ　の　他

都　　　市

海　　　岸

山　　　　間

田　　　　園

重工業地帯

塩　　　　害

鉄道橋

抄　　　録

国鉄の鉄けた塗装維持管理体制にっいて紹介している。

　　　　　　　　　　o



99

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ／／一6 カード作成日 1989・3月　　記入者 佐久　間

文献　名 首都高速道路における鋼構造物塗装の維持補修について

出　　　典 第1回鉄構塗装技術懇談会予稿集

著　　　者 阪口（首都高速道路公団）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

O塗　　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食
　溶　　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　　工

　実　　　験

O　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

O都　　　市

　海　　　　岸

　山　　　　間

　田　　　　園

　重工業地帯

　塩　　　害

鋼　　　橋

抄　　　録

首都高速道路の塗装の維持，補修の現状と問題点について述べている。

　　　　　　　　　　●



100

防錆・コンクリート文献調査カード

1／乏

資料番号 ／z一／ カード作成日　1989－3月　記入者 坂吉

文献名 溶融亜鉛めっき鉄筋の耐食性

出　　典 鉛と亜鉛　第128号　1985－11月

著　　　者 後藤春男　（安治川鉄工建設㈱）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装
◎
耐
候
性
裸 使用

電気防食

溶　　　射

コンクリート

そ　の　他

基　　　準

施　　　工
○
解
　
　
　
析
⊂

〉
そ
　 の　他

都　　　市

海　　　岸

山　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　害

抄　　録

亜鉛めっき鉄筋に関する各種資料を参考にして、コンクリート中での溶融亜鉛め

っき鉄筋の腐食挙動および溶融亜鉛めっき鉄筋が効果的に使用できる環境範囲につ

いて述べている。

　　　　　　　　　　ぐ



101

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名

出　典

著　者

分　類

抄　録

／z－z カード作成日1989－3月記入者 坂吉

コンクート中の亜鉛めっき鉄筋について

鉛と亜鉛第142号　1988－3月

S．R．イエオマンズ（Yeomans）　日本鉛亜鉛需要研究会訳

対　象

塗　 装

耐候性裸使用

電気防食

溶　 射

コンクリート

その他

内　容

基　 準

施　 工

実　 験

その他

環　境

都　 市

海　　岸

山　　間

田　　園

重工業地帯

塩　　害

構　造

コンクリート中の亜鉛めっき鉄筋の特性を、鉄筋の腐食しやすい傾向を減少させ

る一手段として、亜鉛めっきの潜在的優位性から検討した。亜鉛めっき鉄筋が黒皮

鉄筋に比較して、塩化物の浸透やコンクリートの炭酸化などの厳しい環境下で優れ

た性質を示す実例を紹介した。亜鉛めっきはコンクリート耐久性が保証できない場

合に鉄筋を保護する方法として将来性のある手法である。コンクリートの耐久性、

赤さび防止・安い維持費が重要な判断基準になる場合・過酷な環境下・プレキャス

ト建築、高級建造物の前面（fagade）などで亜鉛めっき鉄筋の採用はきわめて効果

的な手法である。現在継続中の建築・構造物に亜鉛めっき鉄筋を使用する研究プロ

グラムの結果を示した。　　　　　　　　　　　　　　1



102

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名

出典
著者

分類

抄録

！2－3 カード作成日 1989－3月 記入者’佐藤

海岸に暴露したRC桁のひびわれと鉄筋腐食

道路1981－3

北海道開発局土木試験所コンクリート研究所

対象
塗　装
亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気紡食

溶　射
○　コンクリート

その他

内容

基準
施工
実験
解析

O調査
　その他

環境
都市

O海岸
山間

　田園

O塩害

構造

留萌市郊外の海岸

に10年暴露した
RC桁の解体調査
を行なう

海岸に建設された鉄筋コンクリート構造物のなかには、強い潮風を受けコンクリート中に

塩分が浸透したために、鉄筋が腐食し耐荷力の減少が著しく、補修や架け換えが行なわれて

いるものが多い。

コンクリート中の鉄筋が腐食する機構は電気化学的に説明され、各要因が解明されつつあ

る。

しかしながら構造物の耐荷力に直接影響する鉄筋断面積の減少には、長期間有するので、

暴露試験により資料の集積をはかるのが有効と考えられる。本文は10年間暴露したRC桁

の解体調査について報告している。



1Q3

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ／2一チ カード作成日　　1989－3月　　記入者 騰
文献名 鉄筋の陰極防食

出　典 道路　1985－9

著　　者 吉原忠（首都高速道路公団保全施設部保全技術課）

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装 基　　準 都　　市
コンクリート床版

亜鉛メッキ 施　　工 海　　岸 の鉄筋腐食。

耐候性裸使用 実　　験 山　　間

分　　類

電気紡食 解　　析 田　　園

溶　　　射 調　　査 重工業地帯

O　コンクリート ○その他 O塩　　害

そ　の他

抄　　録

橋梁のコンクリート床版の鉄筋腐食は、主に凍結防止用塩類のたび重なる散布によるもの

とされている。

この対策として、アメリカ，カナダにおいて、構造物の大がりな補修を必要としない陰極

防食法が、広く適用されている。

本文では陰極防食法の概要について簡単に紹介している。



104

防錆一コンクリート文献調査カ…ド

資料番号

文献名
出　　典

著　　者

分　　類

抄　　録

／z－5一 カード作成日 1989．3 記入者 平井
自然電位法によるRC床版の鉄筋腐食検査

襯と轟楚　　1987－11

梶川　康男，前田　研一，作田　孝行，橘吉宏，富澤光一郎

対　　象

　塗　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　射

　コンクリート

Oその他

内　　容

基

施

実

解

調

そ

　準

　工

　験

　析

　査

の他

環　　境

都　　市

海　　岸

山　　間

田　　園

重工業地帯

塩　　害

構　　造

ASTMにも規定されている自然電位法が、床版模型を用いた基礎実験および実橋床版への適用結果から、

鉄筋腐食状態の判定法として有効であることが予測された．また、実橋瓶下面および路面上からの自然電位

の測定では両者ともにほぽ同様な結果力鵯られ、本報告に示した方法により適用範囲を拡大できるものと思

われた。

一方、実僑床版への適用例から、床版下面からの測定で一部の測点で水分量および中性化の進行状態と考

えられる電位値が測定され、コンクリートの環境条件が電位値に及ぽす影響が示された．また、電気化学の

理論を引用してもその可能性を説明することができ、塩分の濃度差も電位値に影響が及ぽすことを示した。

したがって、電位測定値の解析を行う場合、このような影響が及ぽす電位の変化量を定量的に把握すること

ができれば、より高い精度で腐食検査を行うことができると考えられる．そのためにも今後の課題として、

文献3）にも指摘されているように現場実測データの蓄積が必要であろうと、思われる．



105

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名

出典
著者

分類

抄録

〆2－6 カード作成日　　1989。3月 記入者大久保

エポキシ塗装鉄筋の特性

防錆管理　　1986－5月

米野実

対象
　淵
亜鉛メッキ

耐候性裸仕様

電気防食

溶　射
コンクリート

その他

内容
基準
施工

解析
調査
その他

環境
都市
海岸
山間
田園
重工業地帯

塩害

構造

近年、土木及び建築関係のコンクリート構造物において予想を上回る早期のひび割れが発

見されているが、その原因として塩害や海砂使用による鉄筋の腐食が挙げられている。

本文では、これまで行なわれてきた調査、研究の一部を紹介し、鉄筋の防食対策のうち特

にエポキシ塗装鉄筋にっいて筆者らの実験結果を示しながら、コンクリート構造物の長寿

命化に対する今後の課題にっいて述べている。



1～

防錆・コンクリート文献調査カード

106

資料番号 ／5一／ カード作成日　1989－3月　記入者 坂吉

文献名 溶融亜鉛めっき橋の施工

出　　　典 土木学会誌第64巻第12号 1979－11月
著　　　者 御子柴光春他 （日本道路公団大阪建設局）

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装 基　　　準 都　　　市

海　　　岸

分　　類 耐候性裸使用 山　　　間

電気防食 解　　　析 田　　　園

溶　　　射 調　　　査 重工業地帯

コンクリート そ　の　他 塩　　　害

そ　の　他

抄　　　録

鋼橋の防錆処理は、塗料による塗装が一般に行われているが、その寿命は短く、

近年、維持管理上大きな問題となっている。この解決策のひとつとして、溶融亜鉛

めっき橋梁の施工が試みられた。

本文では、亜鉛めっきに伴って生ずる設計・施工上の諸問題の解決をはかるべく

行われた種々の実験結果等を中心に紹介する。

で



107

防錆・コンクリート文献調査カード

いヤ

●

資料番号 ／3－2． カード作成日　1989－3月　記入者 坂吉

文献名 16年経過新幹線架線支持設備の溶融亜鉛めっき皮膜調査報告

出　　典 鉛と亜鉛　第104号　1981－11月

著　　　者 田中亜鉛鍍金株式会社

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装
◎
耐
候
性 裸使用

電気防食

溶　　　射

コンクリート

そ　の　他

基　　　準

施　　　　工

実　　　験

解　　　析．
o
そ
　の　他

都　　　市

海　　　岸

山　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　害

抄　　　録

15年10ケ月の歳月の経過した新幹線の電車路線設備の調査より得られた、ボ

ルト穴の周辺の特異な腐食状況を含め、局部腐食状況や腐食速度等についての知見

を提供している。

　　　　　　　　　　f



108

防錆・コ、ンクリート文献調査カード

13

資料番号 ／3－3 カード作成日　1989－3月　記入者 坂吉

文献名 溶融亜鉛めっき表面の塗装保護皮膜を強化するための化学処理

出　　　典 鉛と亜鉛第133号　1986－9月

著　　　者 D．B．FREENAN，A．J．KOCH　　日本鉛亜鉛需要研究会訳

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

鉛メッ

耐候性裸使用

電気防食

溶　　　射

コンクリート

そ　の　他

基　　　準

e
実’　　験
解　　　析

調　　　査

そ　の　他

都　　　　市

海　　　岸

山　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　害

抄　　　録

新しく溶融亜鉛めっきにした表面は、いくつかの理由で塗装に適した理想的な下

地でない。ここでは、クロメート処理とリン酸塩化成処理の化学的前処理について

述べている。

　　　　　　　　　　ゴ



109

防錆・コンクリート文献調査カード

●

資料番号 ／3一ヂ カード作成日　1989－3月　記入者 坂吉

文献名 軟鋼の溶融亜鉛めっきにおけるケイ素およびリンの影響

出　　　典 鉛と亜鉛　第107号　1982－5月

著　　　者 J．PELER　I　N，　　J．HOFFMAN，　　Dr．V．LEROY 日本鉛亜鉛需要研究会訳

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装 基　　　準 都　　　市

施　　　工 海　　　岸

分　　　類 耐候性裸使用 実　　　験 山　　　間

電気防食 解　　　析 田　　　園

溶　　　射 重工業地帯

コンクリート そ　の　他 塩　　　害

そ　の　他

抄　　　録

含ケイ素鋼の亜鉛めっきでは、表面欠陥をもち、灰色で密着性の劣る、厚みの過

大なめっき層が形成される。

セミキルドまたはキルド鋼の溶融亜鉛めっきにおけるケイ素およびリンの個別また

は共同の影響を示し、正常な亜鉛めっきを得るための条件を示している。

で



110

防錆・コンクリート文献調査カード

B

資料番号 ／3一タ カード作成日　1989－3月　記入者 坂　吉

文献名 鋼構造物の溶融亜鉛めっき

出　　　典 鉛と亜鉛第130号　1986－3月

著　　者 加藤　博　（愛知亜鉛鍍金㈱）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装
◎
耐
候
性
裸
使用
電
気
防
食
溶
　
　
　射
コ
ン
ク
リ ート

そ　の　他

基　　　準

施　　　工

実　　　験

解　　　析
○
そ
　の　他

都　　　　市

海　　　岸

山　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　害

抄　　　録

溶融亜鉛めっきについて、その特徴、耐食性や特に建築鋼構造物での問題点をと

りあげている。

　　　　　　　　　　で



111

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ／5－6 カード作成日　1989－3月　記入者 坂吉

文献名 亜鉛めっき面の塗装について

出　　　典 鉛と亜鉛　第141号　1988－1月

著　　　者 鈴木　明久

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

牽鉛メッ

耐候性裸使用

電気防食
溶　　　　射

コンクリート

そ　の　他

基　　　準
○
実
　
　
　験
解
　
　
　
析
調
　
　
　査
そ
　 の　他

都　　　市

海　　　岸

山　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　害

抄　　録

溶融亜鉛めっき面の塗装は、美装の付与、亜鉛めっき層の保護の目的で行われる。

ここでは、新設時の塗装仕様の代表例として、合成樹脂調合ペイント仕上げ、塩

化ゴム系塗料仕上げ、エポキシ、ウレタン塗料仕上げ、について述べている。

　　　　　　　　　　f
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防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名

出典
著者

分類

抄録

！3一 カード作成日 1989－3月 記入者佐藤

メンテナンスフリーをめざしての溶融亜鉛メッキ橋

遡各　1982－12

対象
塗　装
O亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気紡食

溶　射
コンクリート

その他

内容

基準
施工
実験

O解析
調査
その他

環境
都市
海岸
山間

田園
重工業地帯

塩害

構造

襯

わが国においては毎年40～50万トンの鋼橋が施工されており、そのほとんどが防錆塗

装によるものである。防錆塗装には塗替塗装が不可欠であり、多額の費用と労力及び、架橋

場所によっては、交通規制を伴う危険な作業になる

日本道路公団においてもメンテナンスフリーの研究が10数年来行なわれている。

本文では橋梁などの大型構造物における溶融亜鉛メッキにっいて、主な問題点とその処理に

ついて紹介している。



1～
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防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名
出　　典

著　　者

分　　類

抄　　録

／タ8 カード作成日 1989．3 記入者 平井
近畿自動車道溶融亜鉛めっき高架橋の施行

潔と轟楚　1980－1

内田　道雄，佐伯　博三，青木　俊一

対　　象

　塗　　装

○亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　射

　コンクリート

　その他

内　　容

　基

o施

O実

　解

　調

　そ

　準

　工

　験

　析

　査

の他

環　　境

O都　　市
　海　　岸

　山　　間

　田　　園

　重工業地帯

　塩　　害

構　　造

一般の塗装桁橋に比べ、亜鉛めっき橋の場合は、現場添接箇所が若干多く女ったこと、またウェブを厚く

したことなどにより鋼重が5％程増加したこと、あるいは仮組立てを2回行ったことなどの理由により、初

期の建設費は増大することになったが、亜鉛めっきは耐久性に優れており、長期閻防錆上の維持管理を必要

としない．したがって供用中の塗装¢）塗替え費用も考慮して経済比較を行った場合、塗装桁の塗替えを2～

3回行う間に亜鉛めっき橋の方が有利であり、鋼橋の長期防錆対策として今後大いに発展が期待される工法

であると考えられる．

以上簡単に亜鉛めっき橋の概要を紹介したが、まだ残された問題も多く、現在もなお種々の検討を進めて

いるところであり、これらの結果についてはまたあらためて報告したい．



114

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ／β＿ヲ　　　カード作成日 1989．3　記入者 平井

文　献　名 酬聯》っき一　　‘第1報）
出　　　典 橋梁と基礎　1981－9

著　　　者 金生尚和

分　　　類

対　　　象 内　　　容 環　　　境 構　　　造

　塗　　　装

0亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　　射

　コンクリー一ト

　そ　の　他

　基　　　準

　施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

O調　　　査

　そ　の　池

都　　　市

海　　　岸

山　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　害

抄　　　録

総括編として亜鉛めっき橋梁を中心とした欧米における橋梁防食の現状を項

目別に報告している。
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防錆一コンクリ　ト文献調査カード

●

資料番号

文献名
出　　典

著　　者

分　　類

抄　　録

み3一／0 カード作成日 1989．3 記入者 平井

海外亜鉛めっき橋梁技術調闘団報告（第2報｝

鰍と斑楚　1981一一10

市川　紀一，中山毅，山田啓

対　　象

　塗　　装

○亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　射
　コ　ンク　リ　…　ト

　その他

内　　容

基

施

実

解

調

そ

　準

　工

　験

　析

　査

の他

環　　境

都　　市

海　　岸
山
，
　 間

田　　園

重工業地帯

塩　　害

構　　造

今回の調査は、短期間に数多く訪問したところから、納得いくまでの討論、視察ができなかったきら瞬ま

あるが、所期の目的は達成できたのではないかと考えている．

本文では、諸夕囲における亜鉛めっき橋梁の実態、橋梁の維持・管理面の仕様、設計面での考慮といった

点について、アメリカとヨーロッパを比較しながら概括的に紹介したが、我が国においても今年この種の問

題がクローズアップされつつあり、今後の橋梁計画上で何らかの参考になれば幸いである。

なお、パリでの国際会議の内容については、別の機会に詳細に報告させていただきたい。
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防錆一コンクリ　ト文献調査カ…ド

資料番号

文献名
出　　典

著　　者

分　　類

抄　　録

／3＿／／　　　カード作成日 1989．3 記入者 平井
海外亜鉛めっき橋梁技術調査団報告（第3報）

鯉とi基礎　1981－11

阿波田　繁一，首藤　治三，井関　巽

対　　象

　塗　　装

O亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　射

　コンクリート

　その他

内　　容

　基

　施

　実

　解

O調

準

工

験

析

査

その他

環　　境

都　　市

海　　岸

山　　間

田　　園

重工業地帯

塩　　害

構　　造

近年我が国でも、道路、鉄道、電力などに多くの亜鉛めっきが使われ、大型の構造物にも、亜鉛めっきさ

れるようになったが、今回調査した各国では、空港の建屋、工場建屋、、カーフェリ…のブリッジ、その他あ

らゆるところに我が国よりはるかに広く亜鉛めっきが採用されている．橋梁の亜鉛めっきでは、我が国のよ

うに溶接H形鋼の実績はないが、ロールH形鋼で数多く亜鉛めっきされ、鉄道橋にまで採用されている．こ

のように、広く．亜鉛めっきが醸用されている理由は、亜鉛めっきの、優れた耐食性のみならず、塗装費と比

較して明らかに安いことにある。

今回、橋梁の追跡調査で牡あらためて、亜鉛めっきの防錆効果と耐食性の優れた点を確認した。



巳
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名
出 典

著　　者

分 類

抄　　録

β一／2 カード作成日 1989．3 記入者 平井

赤崎橋の設計と施工

橋梁と基礎　1984－7

安達　實，平野忠夫，ノ1・間井　孝吉，尾角　勝

対 象

　塗　　装

○亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　射

　コンクリート

　その他

内 容

　基

O施

　実

　解

　調

　そ　の

準

工

験

析

査

他

環　　境

　都　　市

O海　　岸
　山　　間

　田　　園

　重工業地帯

　塩　　害

構　　造

近年、橋梁の維持費の軽減が重要課題となっているが、中でも再塗装費の節減が大きな問題となっている

と、思われる．特に海岸付近の鋼橋においては、再塗装の周期が短いため、多大の再塗装費が必要となる．本

橋は海岸付近に計画された鋼橋であるが、以上のようなことを考慮して、建設費（イニシアルコスト）では

割り高であるが、将来の維持費を含めたトータルコストが有利であると考えられる溶融亜鉛めっき橋を計画

し、施工したものである．

本橋て牡一般の塗装橋に比べ、めっき浴槽の関係で現場添接個所が1個所多くなったこと、また高力ボル

トではF8Tで設計するためボルト本数および濾鋤曙干大きくなった程度でその他は塗装橋に近い設計、

製作を行って施工できた．

今回の設計施工を通して全溶融亜鉛めっき橋は、海岸部での長期防食方法の中で有効な一手段であると確

信しており、今後さらに研究を進め技術的裏i付けをしていきたい。この報告が今後の鋼橋の溶融亜鉛めっき

防食の一一資料となれば幸いである．また現在進めている追跡調査の結果は別の機会に紹介したいと考えてい

る。
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名
出　　典

著　 者

分　　類

抄　 録

／3一／5 カード作成日 1989．3 記入者 平井
徳合川橋〔亜鉛め一）きトラス橋）の設計，施工

襯と轟楚　1987－12

石川　勇，永嶋晃

対　　象

　塗　　装

○亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　　射

　コンクリート

　その他

内　　容

　基

○施

　実

　解

　調

準

工

験

析

査

その他

環　　境

　都　　市

　海　　岸

○山　　間

　田　　園

　重工業地帯

　塩　　害

構　　造

徳合川橋は架設地点の環境を考慮し、鋼トラスの溶融亜鉛めっきとして計画し無事施工を完了することが

できた．現在、隣接するスノーシヱルター一を有する境橋（、単純トラス、主構高12、Om）、五郎太谷川橋

（2f轍桁、桁高2・60m）についても溶融亜鉛めっき橋として施工中である．

防錆効果については時間の経過をみなければ断定できな㌧功‘、所定の防錆機能が発揮されるものと考える

いる。今後、技術の改善とともに適用範囲が広がっていくことを望み、本橋の事例がその一助となれば幸い

わいである．
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防錆・コンクリート文献調査カード

目

資料番号 ／ヂー／ カード作成日　1989－3月　記入・者 坂吉

文献名 亜鉛溶射の事例と環境対応について

出　　　典 鉛と亜鉛　第140号　1987－11月

著　　　者 植野軍二　（カンメタエンジニアリング㈱）

分　　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装

亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気防食
o
コ
ン
ク
リ ート

そ　の　他

基　　　準
e
実
　
　
　験
解
　
　
　析
○
そ
　の　他

都　　　　市

海　　　　岸

山　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　　害

抄　　　録

亜鉛溶射の事例として、防食効果、推奨される溶射仕様、損傷が生じた例などに

ふれている。

　　　　　　　　　　ビ



120

防錆・コンクリート文献調査カード

四

資料番号 ／チー2 カード作成日　　1989－3月 記入者 大久保

文献名 アルミニュウム溶射　橋梁橋桁防蝕の実施例

出　　典 橋梁　1978－7月　Vol14hb7－49

著　　者 植野　敬次，　植野　軍二

分　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装

亜鉛メッキ

耐候性裸仕様

電気防食
◎
コ
ン
ク
リ ート

そ　の　他

基　　準

匠》
実　　験

解　　析

調　　査

その他

都　　市

海　　岸

山　　問

田　　園

重工業地帯

塩　　害

抄録

鋼橋の防蝕用表面処理方法としてこれまで色々な方法が比較検討され実施されてきている

が、本文は外国での経過実績も多いアルミニュウム溶射にっいて我国での実施例等にっい

て述べている。
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防錆・コンクリート文献調査カード

1仔

資料番号

文献名
出 典

著 者

分 類

抄 録

／ヂー3 カード作成日 1989．3 記入者 平井
A　l溶射に用いる原板S／劇板と黒皮鋼板吻地較試験

鰍と鐘楚　　1981一一12

対 象

塗 装

亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気防食

O溶 射

コン1クリー一ト

その他

内 容

基

施

実

解

調

準

工

験

析

査

その他

環 境

都

海

山

田

市

岸

間

園

重工業地帯

塩 害

構 造

A　l溶射加工するときの鋼板はS板（ショッププライマー鋼板〉よりA板（黒皮鋼板）を用いる方が有利
である．

①　A　l溶射皮膜の密着度は、単位面積あたりのブラスト時間に力功・わらずA板がS板より高く、またS板

の1／2以下のブラスト時間でできる1方向2方向で最も高い密着度が得られた。
②　A板はS板に比べて鋼板を安価に購入できる．
③　しかし、この試験でA板はS　I　SのA級鋼としたが、実際に使用する鋼板は、橋桁製作過程でS　I　Sの

B級鋼に近いものや溶接溶断部がある．さらに橋桁となる製品のSBGは、溶鋤肛に支障を生じな哺
造条件といいがたい死角となる部分、またその寸法や形状とそれらをSBG（製品グリッドブラスト）す
るときの姿勢など多くの作業条件を考慮する必要がある。このためにA板を用いて実際に行うSBGは、
単位面積あたりのブラスト時間が1方向または2方向を併用することになる．

④　S板のSBGは単位面積あたりのブラスト時間が4方向となる。しかし、このSBGは現場作業として
合理的で縁ないため、SB（ヨ前に一過式ブラストなど、何らかの脱プライマー処理を考慮する必要があり
そうである．

⑤溶射皮膜の形成は、素地の完全露出と粗面化するSBGの素粗地調整を行い、その上に溶融した溶射粒
子を吹き付ける．すなわち、強制拡張付着エネルギーで母材と密着する。この試験費容射皮膜の密着度は、

ある程度の清浄化、および表面粗さとなると、粗面化する表面粗さのアンカーパターン、すなわち投錨効
果に適した凹凸形状が重要な要因になることがわかったので、さらに投錨効果に適した凹凸形状とブラス
ト方法について追加試験を計画している。またS板でA板に匹敵する密着度の得られるブラスト方法につ
いても追加試験を計画したいと考えている．



122

防錆・コンクリート文献調査カード

’ （

資料番号 ／4－4　　カード作成日　　1989－3月 記入者 大久保

文献名 溶射を用いた重防食皮膜の耐食性にっいて

出　　典 防錆管理　　1985－4月

著　　者 石川　量大

分　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装

亜鉛メッキ

耐候性裸仕様

電気防食
◎
コ
ン
ク
リ ート

そ　の　他

基　　準

施　　工

実　　験

解　　析

⑪
その他

都　　市

海　　岸

山　　問

田　　園

重工業地帯

塩　　害

抄　録

長期防錆法として1960年頃より塗装法と溶射法を組合せる重防食法が世界各国で徐々

に採用きれてぎている。

本文では、大気暴露、特に海岸地帯で架設された既設構造物の重防食の耐久性にっいて、

すでに報告されたものも含め、その実状と問題点にっいて概説している。



123

防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号 ／ヂー5’噛 カード作成日 記入者 津　崎

文献名 鉄錫塗装技術怨談会報告

出　　典 JSSC　　VOL15　NO．155　’7910

著．　者 菅野　照造

一
分
　
　 類

：対　　　象 内　　　容 環　　　境 構　　　造

○塗　　　　装

亜鉛メッキ
○耐候性裸使用
電 気防食
○溶　　　　射

コンクリート

そ　　の　　他

基　　　　準
’
O 施　　　　行

○実　　　　験

　解　　　　析

○調　　　　査

　そー　の　　他

都　　　　　市

海　　　　岸

山　　　　間

田　　　　　園

重工業地帯
塩　　　　害

抄　　録

鉄鋼の防錆をテーマに技術報告会が開催されこの講演会概要をまとめた。

　　　　一’1、’〆　　　　　　　　　　　　　　、，久1か一
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防錆一コンクリー一一ト文献調査カード

）

資料番号 ／5一／ カード作成日 1989．3　　記入者 平井’

文　献　名 電気防食と電気防食設計思案（案1について

出　　　典 橋梁と基礎　1986－6

著　　　者 片脇清士

分　　　類

対　　　象 内　　　容 環　　　境 構　　　造

　塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

O電気防食
　溶　　　射

　コンクリート

　そ　の　他

○基　　　準

　施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

都　　　市

海　　　岸

山　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　害

抄　　　録

電気防食の内容と設計上の考え方を紹介し、電気防食を土木構造物に適用する

ためには効果と緬済性との関係を調査する必要がある．
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防錆・コンクリ……ト文献調査カード

●

資料番号 ／5－z カード作成日 1989．3　記入者 平井

文　献　名 電気防食と電気防食設計思案1案）について

出　　　典 橋梁と基礎　1986－6

著　　　者 片脇清士

分　　　類

対　　　象 内　　　容 環　　　境 構　　　造

　塗　　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

○電気防食

　溶　　　射

　コンクリー一ト

　そ　の　他

O基　　　準

　施　　　工

　実　　　験

　解　　　析

　調　　　査

　そ　の　他

都　　　市

海　　　岸

山　　　間

田　　　園

重工業地帯

塩　　　害

抄　　　録

電気防食の内容と設計上の考え方を紹介し、電気防食を土木構造物に適用するためには効果と経済性との

関係を調査する必要がある。
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防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号 ／6－／　　カード作成日　　89．3　　記入者　　日榮民雄

文献名 特集：最近の土木材料　　重防食した土木建材用鋼材
出　　典 土木技術43巻2号

著　　者 土居一幸，米野実，横山邦彦（新日鉄）

分　　類

対　象 内　容 環　境 構　造

亜鉛メッキ

耐候性裸使用
講
溶
　
　
射
コ
ン
ク
リ ート

防・

基　準

施　工
◎
解
　 析

◎
その他

都　市
◎
山
　間
田
　
園
醐
塩
　
　
害

鉄筋・ケーブル

抄　　録

海岸ク）港湾施設などの鋼材の弱点である腐食問題、特に平均干潮面直下の異常腐食発生の対応策

として開発された重防食鋼材（ポリエチレンやポリウレタン被膜したプレ防食鋼管矢板など）につ

いて紹介している。土木建材用鋼材として取上げているのは、重防食係留部材と鉄筋コンクリート

用のエポキシ樹脂塗装鉄筋であり、最近までの研究成果、ばくろ試験結果を中心にその適用性を述

べている。

！
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防錆・コンクリート文献調査カード

、○

資料番号

文献名

出　典

著　者

分　類

抄　録

／6＿Z　　　カード作成日　1989－3月　記入者 坂吉

海域における土木鋼構造物の腐食と防錆防食一

土木学会誌　第64巻第13号　1979－12月

蒔田　実、森　芳徳　　（建設省土木研究所）

対　象

塗　 装

亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気防食

溶　 射

コンクリート

内　容

基　 準

施　 工

解　 析

その他

環境

都　 市

山　 間

田　 園

重工業地帯

塩　 害

構造

海域は激しい腐食性を有するため、海域に土木鋼構造物を建設するには十分な防

錆防食対策が必要とされる。しかし、長期の耐久性を確保する防錆防食技術は必ず

しも確立していない。本文は建設省土木研究所が中心になって実施してきた海域に

おける鋼の腐食と防錆防食に関する試験研究の結果をとりまとめたものである。

海上大気中から飛沫帯、干満帯、海中、海底土中にわたる鋼の腐食と、それぞれの

環境区分における防錆防食法に関する最近の成果について述べている・
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防錆・コンクリート文献調査カード

r1

資料番号

文献名

出典
著者

分類

抄録

／6－3 カード作成日　　1989－3月 記入者大久保

橋梁，海洋構築物の新しい防食工法

橋梁　　1982－9月　　）ol18　NQ9－44

小杉幾孝

対象
塗　装
亜鉛メッキ

耐候性裸仕様

電気防食

溶　射
コンクリート

の他

内容
基準

実験
解析
調査
その他

環境
都市
海岸
山問
田園
重工業地帯

塩害
海中

構造

海洋環境にある鋼構造物に対し、高度の信頼性をもった重防食材の台頭が強く望まれてい

るが、東洋ゴム工業（株）ではこの様な要望に応え、高度の耐久性をもった防食材”ケシ

フレークE　V－70”を完成した。この防食材は従来のコーティングやライニング各工法

の各々の長所を兼備した新しい防食工法である。
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名

出典
著者

分類

抄録

／6一 カード作成日　　1989－3月 記入者大久保

琵琶湖大橋基礎鋼管杭の被覆防食

橋梁　1984年一9月　Vol20　ぬ9－51

今喜多　美方，　入江　信義，　柳瀬　文勇

対象
塗　装
亜鉛メッキ

耐候性裸仕様

電気防食

溶　射
コンクリート

内容
基準

実験
解析
調査
その他

環境
都市

山問
田園’
重工業地帯

塩害

構造

琵琶湖大橋は、湖底に打ち込まれた大径鋼管杭基礎工によって支えられている。水中部は

電気防食が採用ざれ水上部は塗装によって保護されてきた。しかしながら建設後長年の経

過により水上部にっいては、錆の発生がみられるようになってきたため、滋賀県道路公社

によって被覆防食による補修が計画され多くの実績を有するP　T　C工法が採用きれた。
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ／6＿5一　　カード作成日　　1989－3月 記入者 大久保

文献名 港湾鋼構造桟橋・岸壁の腐食に対する補強（防食）技術

出　　典 橋梁　　1985－2月　　Vol21　恥2

著　　者 尾崎　通二

分　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装

亜鉛メツキ

耐候性裸仕様

電気防食

溶　　　射

㊥
そ
　の　他

基　　準
◎
実
　
　
験
解
　
　
析
調
　
　

査
その他

都　　市
◎
山
　
　
問
田
　
　
園
重工業地帯

塩　　害

抄録

腐食が進行した鋼管杭や鋼矢板などの鋼構造物の修復対策として、水中施工でも信頼性の

高い鉄筋コンクリートと鋼材の一体化技術一鉄筋コンクリートと鋼材の「アンカスタッド

結合水中複合化技術」一にっいて述べている。
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防錆・コンクリート文献調査カード

一」

r

　！
　i
　l

　I
　l

　l分　！
●1

　…
　1

　～

匿者粕本鋼構造協会創立20周年記念大会・研究集会報告

に㎜骨㎜皿嬬象『『丁ヲr喀一皿τ畷厩一

●1

抄

t…6憂㎜嚢…t一塞｝翠』－

　　F
　　l
　　I
　　5　類、
　　i　　【
　　；

　　l

　　l
　　i
　録i
はじめに

亜鉛メッキ

耐候性裸使用

○電気防食

○溶　　射

コンクリート

その他　τ一 一『印一ゴ」［

施　　工

実　　験

解　　析

調　　査

○その他

よ．、

｛
｛

i
l
l
！

1

　　構　造
彰

都　　市

lO海　 岸

山　　間

田　　園

重工業地帯

塩　　害

． 動．
1

　　　司　　会　（蒔田　実　）　海域環境の鋼構造物の必要性と維持管理の問題・防

　　　　　　食技術の方向の展望についての第一線の専門家意見交換の意義。

岸壁（港湾構造物）　（横井聡之）　鋼構造物の優位性と20年の経過により生じている腐

　　　　　　食の形体の特徴と防食の現状についての報告。

シーバース・その他　（久田泰英）　京浜シーバースの防食仕様と保全方法・費用・保全

　　　　　　計画の現状についての報告。

海上作業足場　（山口浩二）本州四国連絡橋大鳴門橋建設の海上作業足場の10
　　　　　　年経過時点における防食調査結果についての報告。

多柱式基礎（大志万和也）多柱式基礎の種類と特徴及び大鳴門橋の海中橋
　　　　　　脚部多柱式基礎の施工6年経過時点の変状調査結果についての報告。

沿　岸　橋　梁（篠原洋司）建設省管内の一般橋梁の塗装実態調査の分析結果と
　　　　　　沿岸橋梁の維持管理上の問題点及び海上長大橋の重防食塗装の現状と

　　　　　　課題に付いての報告。

海上大気部における　（福島　稔　　）　海上大気部の長期防錆塗装技術の発展と現状及び

長期防錆塗装技術　　　塗装技術の展望と将来予測についての報告。

飛沫帯・干満帯に　　（土居一幸）既設構造物のライニングの現状と新設構造物のライ
おけるライニング技術　　ニングの現状についての報告。

飛沫帯・干満帯における　（清水義明）　海洋構造物の高耐食性金属の腐食形態と耐食性金

耐食性金属の利用技術　　属の利用技術の現状と将来展望についての報告。

海中部における　　　（戸村寿一）電気防食の効果と防食方法の現状，今後の課題につ

　　電気防食技術　　いての報告。

→

」
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名

出　典
著　者

分　類

抄　録

／7一／　　　カー・ド作成日　　　89。3　　記入者　　日榮民雄

鋼材腐食によるコンクリート構造物の劣化とその対策

（コンクリート構造の早期劣化問題とその背景）

土木施工25巻7号（1984．4），25巻9号（1984．5）
ノ」、林一輔（東大生研）

対象
塗装
亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電剣防食

溶射
⑳ト
その他

内容 環境
基準　　都市

構造

コンクリート構造物の劣化を現象面からとらえると、鋼材腐食に起因するものと、コンクリート

の化学的安定牲に起因するものとに大別されるが、その内の鋼材腐食に起因するものについて解説

している。

7号の主な内容は、コンクリート中の鋼材が腐食を引起す原因として鋼材の塩分腐食による劣化

を取上げ、海水飛沫による塩害の実態、海砂の使用と化学混和剤中の塩分、融氷剤の散布による塩

害の各項目について塩害の現状分析をし、塩害の背景となった原因について、コンクリート構造物

の品質低下、耐久性の軽視、また施工の分業化などについて批判・提言を行っている。

9号では、海洋飛沫帯と鉄筋コンクリート構造物の劣沈にっいて、鋼材の腐食機構を詳述し、飛

沫帯の概念、腐食電池、かぶりと塩分濃度の関係などを内容としている。
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防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号 ／7一∠ カード作成日 89．3 記入者　　日榮民雄

文献名
鋼材腐食によるコンクリート構造物の劣化とその対策

（鋼材腐食によるコンクリート構造物の劣化機構）

出　　典 土木施工25巻10号（1984．6）

著　　者 ノト林一輔（東大生研）

対　　象 内　容 環　　境 構　造

塗　装 基　準 都　　市

分　　類 亜鉛メッキ 施　工 海　岸

耐候性裸使用 実　　験 山　間

田　園

溶　　射

遡〉ト
調　　査

その他

重工業地帯

その他

抄　　録
コンクリート中の鉄筋（鋼材》が腐食する条件を、コンクリートの中性化に起因して、鉄筋の不

動態被膜が失われ鉄筋の活性化とともに腐食電池が形成する過程を詳述している。

また、塩害による塩分腐食の過程も詳述しており、塩分量の許容値についても、土木学会・建築

学会などの指針について検討を加えている。
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名
出　典
著　者

分　類

抄　録

／7－3　　　　カード作成日　　」89．3　　記入者　　日榮民雄

鋼材腐食によるコンクリート構造物の劣化とその対策（コンクリート構造物の防食）

土木施工25巻11号（1984．7》，25巻13号（1984．8），25巻15号（1984．10），25巻16号（1984．11）

ノト林一輔《東大生研）

対象
塗装
亜鉛メッキ

耐測生裸使用

電知坊食

溶射
⑳ト
その他

内容

施工
実験
解析
調査

環境
都市

山間
田園

構造
防食指針

コンクリート構造物の防食設計方針として3種の防食区分（飛沫帯をA種、海上大気中をB種、

海中をC種）に対して、第1種防食と第2種防食の適用領域について、また防食方法について4回

に渡り解説している。

第1種防食方法では、コンクリート被膜による防食（第1種防食）について述べ、コンクリート

のかぷり、セメント種類、水セメント比などの要因毎に防食の程度を示し、その適用例に北海油田

のコンクリートプラットフォームを取上げている。

第2種防食方法（厳しい腐食環境下に暴露されるコンクリート構造物の防食）では、防食鉄筋を

用いる方法（エポキシ樹脂塗装鉄筋）、繊維強化プラスチクス製プレストレストコンクリート用緊

張材を用いる方法、コンクリート表面に防食層を形成させる方法（合成高分子系材料によるコーテ

ィング・ポリマーセメントモルタルによるライニングなど》、および電気防食について解説してい

る。
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防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号 ／7一歪 カード作成日 89．3 記入者　日榮民雄
文献名 鋼材腐食によるコンタリート構造物の劣化とその対策（コンクリート構造物の管理》

出　，典 土木施工26巻1号（1985。1），26巻2号（1985，2）

著・　者 小林一輔（東大生研）

対　　象 内　容 環　　境 構　造

分　　類

塗　　装

亜鉛メッキ

基　　準

施　工

都　　市 補修

耐候性裸使用 実　　験 山・　間

電気防食 解　析 田　園

溶　射

◎ト
調　査
（㊥）

重工業地帯

その他

抄　　録
主に塩害を受けたコンクリート構造物の補修に関して、1号では補修の前の構造物の検査につい

て、2号ではその補修方法について述べている。

検査方法としては、目視調査、詳細調査（コンクリート中の塩分分析、鉄筋の電位測定）が示さ

れており、特に鉄筋の自然電位測定による鉄筋腐食の検出方法にっいて詳述してある。

補修方法では、補修の基本的な考え方として、鋼材を腐食させる要因が除かれない限り劣化部分

のみを補修しても補修したことにはならないことを強調している。その上で、補修材料の選定や具

体的な補修工程について例を示し解説している。
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ／7－5一　　　カード作成日　　　89．3　　記入者　　日榮民雄

文献名 コンクリートの早期劣化と問題点
出　　典 土木施工26巻10号（85．8）

著　　者 蒔田實（建設省土研》

分　　類

対　　象 内　容 環　境 構　　造

塗　装
亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気防食

溶　射

◎ト
その他

基　　準

施　工

実　験
◎
調
　
　
査
その他

都　市

海　岸

山　間

田　園

灘
◎

アルカリ骨材反応

抄　　録

コンクリートの早期劣化の要因として塩害、アルカリ骨材反応について解説している。塩害で壮、

鋼材の腐食機構を述べ、飛来塩分によるコンクリートの劣化状況および海砂によるコンクリート劣

化状況について建設省土研が調査した資料に基づいて分析したものを示している。アルカリ骨材反

応では、劣化事例の発見経緯、アルカリ・シリカ反応の反応機構、骨材の鞭掟方法および

その防止方法について述べている。
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防錆一コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名

出典
著者

分類

抄録

／　＿6　　　カード作成日　　1989－3月 記入者佐藤

塩害によりコンクリート橋の損傷状況調査結果

道路1984－2

池田道政（建設省土木研究所企画部橋梁計画官）

対象
塗　装
亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気紡食

溶　射
O　コンクリート

その他

内容

基準
施工

実験
解析

O調査
その他

環境

都市

O海岸
山問

田園
重工業地帯

O塩害

構造

コンクリート橋の

塩害についての全
国実態調査結果

コンクリートそのものは、かなり耐久性があり、鉄筋コンクリートもコンクリートのアル

カリ性が鉄筋の腐食を防ぐので、一般的に耐久性があると考えられている。

しかしながら、山形県内の一般国道7号線の海岸部のコンクリート橋の補修を行なったと

ころ、その損傷に波しぶき潮風によるいわゆる塩害とみなされるものがかなり発見された。

それが契機となり、昭和57年から58年にかけて、海岸付近のコンクリート橋の実態調

査力柵なわれた。本文はコンクリート橋の塩害の全国実態調査について紹介している。



138

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ／一 カード作成日　　1989－3月 記入者 腋
文献名 道路橋の塩害対策指針（案）について

出　　典 道路　1984－4月

著　　者 橋梁委員会コンクリート橋塩害対策分科会

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

塗　　　装 O基　　準 都　　市

亜鉛メッキ 施　　工 O海　　岸

耐候性裸使用 実　　験 山　　間

分　　類

電気紡食 解　　析 田　　園

溶　　　射 調　　査 重工業地帯

O　コンクリート その他 ○塩　　害

そ　の他

抄　　録

昭和57年から58年にかけて、海岸地域におけるコンクリート橋の損傷状況の全国実態

調査力桁なわれた。

これらの損傷は海からの海塩粒子がコンクリート表面に付着し浸透して、内部の鋼材が腐

食することに起因するものである。

塩害の現況をかんがみて早急に対策を講ずる必要性があると判断され、ここにr道路橋の

塩害対策指針（案）」が作成された。本文はその内容を紹介している。



139

防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ／7－9　　　カー｛ド作成日　　1989－3月 記入者 大久保

文献名 海上橋の塗装　一塩害とその対策一

出　　典 橋梁　　1979－7月　Vol15No7－56

著　　者 吉田　真一

分　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

◎
亜
鉛メッキ

耐候性裸仕様

電気防食

溶　　　射

コンクリート

そ　の　他

基　　準

施　　工

実　　験

解　　析

⑪
その他

都　　市

◎
山
　
　
問
田
　
　
園
重 工業地帯

塩　　害

抄　録

海上に架設されている橋梁は一般環境の場合に比べ腐食速度は大きい。

本文は海上橋の場合に関し

1．腐食の要因　　2．腐食機構　　3．実状　　4．対策

について述べている。
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名

出典
著者

分類

抄録

／7－9　　　カード作成日　　1989－3月 記入者大久保

塩害によるコンクリート橋の損傷状況調査とその対策

橋梁　　1984－12月　　Vo120　恥6－12

池田道政

対象
塗　装
亜鉛メッキ

耐候性裸仕様

電気防食

溶　射

その他

内容
基準
施工
実験
解析

その他

環境
都市
海岸
山問
田園
重工業地帯

構造

近年、沖縄県、日本海沿岸地域などで道路橋の鉄筋コンクリート又はプレストレスコンク

リート部材に塩害とみなされる損傷が発見されたため、建設省が中心となり昭和57年度

に関係各機関の協力のもと海岸付近のコンクリート橋の実態調査を行った。

本文はこの実態調査の結果及び日本道路協会の「コンクリート橋塩害対策分科会」でまと

められた「道路橋の塩害対策指針（案）」にっいて述べている。
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防錆・コンクリート文献調査カード

1ア

●

資料番号

文献名

出典
著者

分類

抄録

／7＿／o　　カード作成日　　1989－3月 記入者大久保

コンクリート構造物の劣化対策（塩分による鉄筋の腐食と防食）

防錆管理　　1985－11月

樫野紀元

対象
塗　装
亜鉛メッキ

耐候性裸仕様

電気防食

溶　射

その他

内容
基準
施工
実験
解析

その他

環境
都市
海岸
山間
田園
重工業地帯

塩害

構造

塩分によるコンクリート中の鉄筋腐食のきっかけは、コンクリートの表面から徐々に進行

する中性化に依るものである。塩分がコンクリート中にもたらされる経路は二通りある。

一っは海砂や練り混ぜ水に含まれる塩分がそのままコンクリート中に入るケースであり、

他の一っは海岸周辺で海塩粒子が躯体コンクリート中に付着侵入するケースである。本文

は後者の話題、っまり海塩粒子の付着侵入という自然現象が及ぼす影響及びそれに基づく

塩害区分の設定にっいて既往の調査等をもとに紹介している。
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防錆一コンクリート文献調査カー一ド

資料番号 ／8一／　　　カード作成日　　　89．3　　記入者　　日榮民雄

文献名 特集：最近の土木材料　　コンクリート分野における新しい材料
出　　典 土木技術43巻2号

著　　者 ノ1、林茂敏（建設省土研）

分　　類

対　　象 内　容 環　　境 構　　造

塗　　装

亜鉛メッキ

耐候性裸使用

電気防食

溶　　射

◎ト
その他

基　　準

施　工

実　験

解　析

◎
その他

都・市

海　岸

山　間

田　園
醐
塩
　
　
害

新材料の紹介

抄　　録

コンクリート材料グ）新しい材料、実用化をめざして研究中の材料について、基本的な技術の説明

を加えながら解説している．

コンクリートに使用されている材料（セメント、骨材、混和材、鋼材）とコンクリートの長所と

欠点を述べ、実用化されている新しい技術として、ポリマーセメントコンクリート、繊維補強コン

クリート、超速硬セメント、高性能減水剤、水中分離防止剤、シリカフユーム、防食鉄筋について

紹介・解説している。研究中の新材料としては、非鉄性補強材料、超遅延剤、水和熱低減材料、気

泡除去型枠を紹介している。
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 9一／ カード作成日 89．3 記入者　　日榮民雄

文献名 特集：新しい土木材料 耐海水綱

出　　典 土木技術37巻10号

著　　者 善一章（運輸省港耐D

対　象「 内　容 環　境 構　造
踊 基，準 都　市

分　　類 亜鉛メッキ 施　工

騨闘 戸　杉

山　間

田　園

溶　　射 刮

コンタリート その他 塩　害

そグ他
’敏　’

抄　　録
普通鋼にある種の元素を適度に添加した低合金鋼の内、耐候性にすくれるものを耐候性鋼、耐準

水性にすぐれるものを耐海水鋼というが、その耐毎水鋼を紹介している。

耐海水性について、新潟港と京浜港で著者らが行6た試験内容を中心として述べられており、飛

沫帯の腐食代をとるときには耐海水鋼は普通鋼の1／2の程度で済むことが報告されている。他に、

電気勒食、塗装の適用性について、耐磨耗性についても報告されている。
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号 ）0一／ カード作成日　　1989－3月 記入者 大久保

文献名 制振塗料について

出　　典 防錆管理　1985－4月

著　　者 藤谷　俊英

分　　類

対　　象 内　　容 環　　境 構　　造

◎
亜
鉛メツキ

耐候性裸仕様

電気防食

溶　　　射

コンクリート

そ　の　他

基　　準

施　　工

実　　験

解　　析

調　　査

その他

都　　市

海　　岸

山　　間

田　　園

重工業地帯

塩　　害

抄　録

防音手段には、吸音や遮音のように発生音の拡散を防止する方法と音源そのものの振動を

抑える方法（制振）がある。制振材料には塗料、ゴム材等の貼付材、制振鋼板など種々あ

るが、本文では制振塗料にっいて述べている。
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防錆・コンクリー一一ト文献調査カード

資料番号

文献名
出 典

著　　者

分　　類

抄　　録

2r／一／ カード作成日 1989．3 記入者 平井

支承の超音波除錆について

梧課と一轟楚　1980一一一1

柳田和朗

対　　象

　塗　　装

　亜鉛メッキ

　耐候性裸使用

　電気防食

　溶　 射

　コンクリート

Oその他

内 容

　基　　準

○施　　工

　実　　験

　解　　析

　調　　査

　その他

環　　境

○都　　市

　海　　岸

　山　　間

　田　　園

　重工業地帯

　塩　　害

構　　造

沓の除錆方法記ついては、アイデアの段階から試行錯誤を繰り返しながら約5年間試験および試験工事を

行い、やっと開発したものである、まだ装置のコンパクト化および作業能率の向上など改良点も種々あると

、思、われるが、基本的なものについては完成したと、思われる。

今まで不可能と、思われていた支承除錆が可能となったのは、日本鋳造株式会社の佐藤吉内課長の熱心な開

発意欲、日本ケミカル化成株式会社の槻芳郎社長の有気酸に対する造詣、日本鋼管株式会社大野．晃課長等関

係各位の尽力とご協力の賜物であり、ここに厚く感謝の意を表します。

日本の高度成長も一応終オ）りをつげ、今まで建設した橋梁等を補修しながら大切にしてゆく必要があるの

で、今後この沓除錆法は使われていくものと、思われるので、さらにこの技術の改良に努めてゆきたいと思う．
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防錆・コンクリート文献調査カード

資料番号

文献名
出　典
著　者

．2ユー／　　カード作成日　　89．3　　記入者　日榮民雄
欧州の橋の塗装

土フ防色工25巻（1984　　　　　　）

神田　三（神東塗装）

分類，

抄　録

対　　象 内　容 環　境 構　　造

弓　　　耳

亜鉛メッキ

耐候牲裸使用

講
溶
　
射
コ
ン
ク
リ ート

その他

基　準

施　工

実　験

解　析

◎
その他

◎
海
　
岸
山
　
間
田
　
園
重 工業地帯

塩　害

欧州各国の橋の塗装系、カラー（景観）、維持管理の状況を代表的な橋梁の実例で示している。

特に塗装の維持管理にっいて詳しく書かれてあり、維持管理の重要性を改めて認識させる。

集録されている橋梁は以下のとおり

1．イギリス

アイアンブリッジ・クリフトン橋・セバン橋・テムズ川に架かる橋梁

2，フランス

フロトンヌ橋の鉄部

3．西ドイツ

ライン川に架かる橋梁・ノイス橋



防錆・コンクリート文献調査カード 14．7

資料番号 Zう　　　　カード作成日　　89．3 記入者 日榮民雄

特　集ロコンクリート構造物における鋼材の腐食と防食 〈資料〉

コンクリート構造物における鋼材の腐食と防食

に関する文献目録

鉄筋コンクリート構造物の劣化に関する研究委員会

　　　　コンクリート中の鋼材の腐食及ぴ防食に関する文献は国内・

　　　国外を合わせると相当な数となる。しかし，これらの文献を
●ナベてここ麟することは不可能であるので，主に・955年

　　　以降の下記の雑誌及びシンポジウム発表論文を対象とし，読

　　　者が利用しやすいように項目別に分類した。

　　　　なお，この文献目録はr海洋コンクリート構造物の防食指

　　　針（案）』作成の一環と♪て当委員会情報分科会が行ったもの

　　　であるため，特にr塩分による海洋コンクリート構造物の腐

　　　食・防食』に関する文献に重点が置かれていることをお断り

　　　しておく。

　　　　＜対象雑誌等名＞

　　　　（1）　コンクリート工学（コンクリートジャーナル），コン

　　　　　　クリート工学年次講演会講演論文集

　　　　（2）土木学会誌，土木学会論文報告集，土木学会年次学

　　　　　　術講演会講演概要集ほか

　　　　（3）建築雑誌，日本建築学会論文報告集，建築学会研究

　　　　　　報告，日本建築学会大会学術講演梗概集ほか

　　　　（4）　セメントコンクリート，セメント技術年報

　　　　（5）材料，日本材料学会学術講演会前刷

　　　　（6）プレストレストコンクリート，プレストレストコン
●　　クリート技術協会研究発表会発表報文集

　　　　（7）塗装技術
　　　　（8）防食技術
　　　　（9）腐食防食協会学術講演会予稿集

　　　　（10）ACI∫oumal（SPを含む）

　　　　（11）　臨gazine　of　Concrete　Reseach

　　　　（12）　Cement　a岨d　Concrete　Reseach

　　　　（13）　Pτoc．of　ICE

　　　　（14）F　Proc．of　ASCE（Structural　Di▽三sion）

　　　　（15）Z㎝e夏t・Kalk心ips

　　　　（16）COnc罫ete

　　　　『（17）PCIJouma1
　　　　（18）　Transpoτtation　Resea元h　Board（Highway　Rese。

　　　　　　a鵬hBoaτd）

　　　　（19）Meterials　and　Stmctures（RILEM）

　　　　（20）COrrosionAbst鵬
　　　　（21）Ma亡edahPe証omance
　　　　（22）Cor騨6sionScience

　　　　（23）Werksto仔e　und　Korτosion

　　　　（24）　ASTM・STP　　　　　　　　　　　　　　　畦

　　　　（25）その他

Vo1．19，No．3，March－1981

＜分類＞

A．総　　説

B．規格関連

C．実構造物調査

　C1曝露試験
　C2　既設構造物調査

D．コンクリート中における鋼材の腐食

　D1腐食機構
　D2試験方法
　D3ひびわれと腐食

　D4電　　食
　D5化学作用による腐食

　D6その他
E．海砂の使用と鉄筋の腐食

　E1海砂と塩分
　E2海砂と腐食（CaCI，による腐食を含む）

F．コンクリート

　F』1　遮へい層としてのコンクリートの品質

　F2塩化物の挙動

　F3その他
G．コンクリート中における鍋材の防食

　G1防錆剤
　G2亜鉛めっき鉄筋
　G3その他の防食法
H．プレストレストコンクリートにおける鋼材の腐食と防

　食

1．維持・補修

A．i総 説

1）　K．Hajnol・Konyi：Reinforcing　Steel　iロConcrete　and

　theC。ncept・fSafety，ACU・uma1，1952・3

2）『藤井光蔵：海水工事用セメントとコンクリート，セメン

　　ト・コンクリーFト，1956。4

3）CM．Wakeman，E．V。D㏄kweileτJLEl　StoveちL．

　　L．’White皿edk＝Use6f　Concrete－in　Ma補ne　Envim駆一

　　ments，ACIJouma1，1958・4
4）D。’L　Lewls，W．」．（めpenhagen＝⊂bτmsion　of　Rei“・

　　forci㎎SteeHn　Concrete　in　Marine　Atmospheres，

　　Co“℃sion，VoL15，382～388，1959．7

5）H．F．Finley3C・麗。6…・n・fReinf・爬ingSteehnαn乙

83一



一一・輔℃τete一…“・Marine・Atmosphoτes，Comsb“，Vo！．17，

　　104＾・’108，’1961．3

6）　端を谷孝・一。：録i筋コンクリート造建物の欺筋錆化による欝

　　命とその延命に開ナる一返の研究（表彰論文），建築雑

　　誌，昭和36年7月号，p．374，1961．7
7）　E．」．Quiτia；Geneml　Review　of　Prestressed　Co“cr虚te’

　　i臆kl“rinεEnvironnleats，P（⊃I　Jour：1“1，1964．12

8）B。N。H・任m蝕er＝Use・fPrestressedCqnαeヒea亡
　　the　P‘）rt　of　L◎ng　Be“ch，PCI　Jouma1，1♀65・4

9）　F。J．Grimer：Du鳳bility　of　steel　embedded　in　light・

　　weig1ヒconcreヒe，Concrete，Vo1．1，No．4，125創131，

　　1967
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　　Vo1．9，Noi．51，187＾’206，1976

28）　B．C。　Gerwick3A　Futuτe　foτ　CDocrete　O仔shore

84

148

　’Structures？弘CQnCfeteド1977，1
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　　の壇分浸透に関する実験，日本建築学会大会学術講演梗

　概集，1960．9
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35）関　　博，大即信明，堀井義一＝海水練リコンクリート
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36）鉄道電化協会支持物委員会，西田勝美，二杉木六郎・冨山
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38）西林新蔵，木山英郎，井上正一：コンクリマトの爵海水性

　　『に関ナる基鑓的研究一一長期海水浸演試験による考察一，

　　土木学会第31回年次学術講演会講演優要集，’1976

39）森　芳徳，西島高秀，小林茂敏，古賀康之，一小野　豊，

　　窪田昭夫：海上に暴露した鉄筋コンクリ｝ト供試体中の

　　鉄筋の腐食，土木技術資料，18－11，1976

40）・関．　博，’野木孝次：コンクリートの耐海水性に関す’る

　　研究一材令5年の中問報告一，セメント按術年報。XXX・

　　1976
41）　P．Gunkel．・H．G．Smo10zyk：Untersuchung　der　Rea・
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43）　松尾徹郎，太田利隆，中館　真，大西弘之＝海岸にお1，ナ

　　る鉄筋コンクリートげたの曇露試験，’土木試験所月報・

　　1977．2

44）片脇　溝，守屋　進＝コンクリート中の鋏筋の腐食に関

　　する海洋環境下のばくろ試験，腐食防食協会’77容期学

　　術誘演大会講演予稿築，1977。5
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45）準谷孝一，朴春墜，沢田凱夫：海砂使用による鉄筋の

　　腐食に関する研究，・日本建築学会大会学術言緯演梗概寒，

　　1977．10

46）福島正人，岩井元義，松原光彦，二村誠二：コンクリー

　　ト中の鋼材の腐食挙動について（モルタル・コンクリート
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　　ひびわれに関ナるシンポジウム発表報文集（日本コンク
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50）　J．L．　Bannis毫er：Fatigue　a旦d　oDr鵬五α1　fatigue　Qf
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7）小林清周，飯塚裕，真下定人：海岸地における某鉄筋

　　コンクリート建物の減耗講査，日本建築学会大会学術講

　　演梗慨集，1968．10

8）横道英雄，林正道，前川静男，太田利隆＝架設後31

　　年を経た鉄筋コンクリート橋の塩害，調査，セメント・

　　：コンクリート，1969．11

9）横道英雄，林　正道，前川静男，太田利陸：架設後31

　　年を経たコンクリート橋の塩害調査，セメント技術年

　　幸腿，　XX皿，1969

10）　H．Yokomiclli，M．Hこ聖yashi＝Study　o盲1ぐorro6ion　of

　　Rein‘orcemenヒi随Seaside　C6n（：τete　Bridge，RILEM

　　Symp．，1969

11）　R．G．Morgaロ：OB正TUARY　OF　A　PIONEER－The

　　C《期とer　SS㎞istice，Cbncreヒe，1970．2

12）林正道，前川静男，太田利隆，横道英雄：架設後30

　　数年径た鋏筋コンクリート橋の耐久性調査，土木試験所
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　　幸経告，　1970．8

13）　關　　博二海水σ）作刑を受けるコンクリートび）中性化に

　　ついて，土木学会論文報告錐，1970。9

14）俄田彰彦，森田晴美，大矢真佐夫；帝国ホテル旧館耐久

　　性調査，鹿島建設技術研究所年報、1970．10

15）長崎作治：海水を使用したコンクリートの60年径過後

　　の諸性質について，土木学会第25回年次学術講演会講

　　演置要集，1970
16）　D。L．Spellmaa，R．F。Startful置：Chlorlde　and　Brldge

　　Deck　Deteτioratio且，Hlghway　Research　Record，No，

　　328，　1970

17）　闘　　博：海岸構造物のコンクリートの劣化について，

　　土木学会第27回年次学術講演会講演匿要集，1972

18）岸谷孝一：那篇市における小・中学校校舎の被害状況，

　　コンクリートジャーナノレ，1974．10

19）具志幸昌：沖縄地区における被害状況，コンクリートジ

　　ャーナル，1974。10

20）渡辺　明；九州地区における被害状況，コンクリートジ

　　ャーナル，1974．10

21）具志幸昌：沖縄における鉄筋コンクリート橋の変状調

　　査i、セメント・コンクリート，1974．6

22）烏田専右1森永　繁，成田一徳，野萱勝久，近藤照夫；

　　鉄筋コンクリート構造物の塩分含有量と鉄筋のさぴに関

　　ナる実態調査，コンクリートジャーナル，1974・10

23）W。M．Moore＝Detectio“of　Bridge　Deck　Deteriora－

　　tioa，H1ghway　Resear℃h　Record，No．451，1973

24）　閤　　博，小野寺幸夫：海還コンクリート構造物の劣

　　化，・ヒメント。コンクリート，1973・2

25）R．F．Sヒ田tful1＝C・席。si・nAut。psy・faSしructurally

　　Unsouロd　Brldge　Deck，Highway　Research　Recoτd，

　　No．　433，　1973
26）L．」。ne≦，F．H．Tuτner：Britai“6rstc・！・じreteship・

　　Concrete，　1972．7

27）　R．F．StτatfulhCoπゆsio“Aut叩sy　of　aSヒructurally

　　Uロsound　Brldge　Deck，Highway　Resea－ch　Reeord，

　　No．433，1973
28）岸谷孝一：沖縄県における鉄筋コンクリート造校舎の鉄

　　筋腐食調査（那覇市の例），日本建築学会大会学術講演

　　梗慨集，1973．10
29）中村修吾，石谷藤四郎；海砂を用いたRC橋及ぴP　C橋

　　の鉄筋発錆調査・日本道路公団試験所報告・1974・11

30）森永繁，成田一徳，野萱勝久，近藤照夫：コンクリー

　　トの中性fヒ及び鉄筋の発生に開する研究（その5）鉄筋

　　コンクリート構造物のさびと塩分含有量に関する実態調

　　査，日本建築学会大会学術講演梗擬集，1974・10

31）幸田　稔，中田啓一ほか＝解体建物におけるコンクリー

　　トの耐久性にっいて，日本建纂学会大会学術講演梗概築，

　　1972．10
32）C．F．C蹴mpし。n，J．E．Bし1k・vatz：C・rr。6…。nandK三し“・

　　sas　Bridges，Transp．Res．Rec，，25～31，1974

33）醸邦　卓，前川静男，太田利隆，松尾徹郎：海岸に建設

　　された鉄筋コンクリート橋の塩害にっいて，鋏筋コンク

　　リートにおける塩化物の影響に開するシンポジウム発喪

　　報文集（日本コンクリート会議），1975・3

34）　関　　博，堀井義一＝鉄筋コンクリートさん橋の劣化に

　　っいて，土木学会第32回年次学術講演会講演概要集・

　　1977

コンクリート工学



　　　35）小林清周，飯壕　裕，真下定人＝海岸地における某鉄筋

　　　　　コンクリート建物の減耗調査，日本建築学会論文報告集，

　　　　　第156号，1969・2
　　　36）松尾徹郎，太田利隆，前川静男，藤井卓＝海岸に建設

　　　　　された鉄筋コンクリート橋の塩害についヤ・土木試験所

　　　　　月報，1977．2

　　　37）関　　博，堀井義一＝建設後20年を経過した鉄筋コン

　　　　　クリートさん橋の劣化状況調査，港研資料，1977、3

　　　38）泰　吉男，加藤靖幸：稚内港北護岸防波（ドーム）調査

　　　　　報告，北海道開発局按術研究発表会論文集ド1978．8

　　　39）具志幸昌：沖縄県における鉄筋コンクリート構造物の耐

　　　　　久性，セメント・コンクリート，1977。5

　　　40）具志幸昌，和仁屋晴謡，伊良波繁雄：官古島の鉄筋コン

　　　　　クリート造校舎の耐久性調査，琉球大学理工学部紀要工

　　　　　学篇，　1976・3

　　　41）森永　繁，成田一徳，野萱勝久；コンクリートの中性化

　　　　　及ぴ鉄筋の発錆に関する研究（その10）沖縄における

　　　　　ーRC構造物の彼害実態調査，日本建築学会大会学術講演

●　　　　　梗慨集，1977，10　　　42）具志幸昌，和仁屋晴謹，伊良波繁雄＝那覇市内中学校の

　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　鉄筋コンクリート造校舎の耐久性調査，よ琉球大学理工学

　　　　　部紀要工学篇，1977．3
　　　43）具志幸昌，和仁屋請言董，伊良波繁錐：沖縄の鉄筋コンク

　　　　　リート構造物の尉久性一現況調査と考察，その3’西表

　　　　　島一，琉球大学理工学部紀要工学篇，1977．9

　　　44）具志幸昌，和に屋晴議，伊良波繁推：沖縄本島北部3村

　　　　　の鉄筋コンクリート造校舎の耐久性調査，琉球大学理工

　　　　　学部紀要工学篇，1977．3
　　　45）具志幸昌，和仁屋晴謹，伊良波繁雄：石垣島の鉄筋コン

　　　　　クリート造校舎の耐久性，琉球大学理工学部紀要工学

　　　　　篇，　1977．3

　　　46）具志幸昌，和仁屋晴謹，伊良波繁雄：沖経におけるコン

　　　　　クリート造校舎の耐久性調査（その1，宮古島），日本

　　　　　建築学会大会学術講演梗慨集，1976．10

　　　47）窪田宏志，岡本嘉行，逸見義男ほか；竣工後42年を経

　　　　　過した建物の実懇調査（第2報）コンクリートの中性

●
　　　　　化，日本建築学会大会学術講演梗擬集，1977。10

　　　48）具志幸昌，和仁屋晴畿，伊良波繁雄＝沖縄の鉄筋コンク

　　　　　リート構造物の酎久性一現況調査と考察，その4一，琉

　　　　　球大学理工学部紀要工学篇，1977．9

　　　49）具志幸昌，和仁屋晴読，伊良波繋雄：沖縄の鉄筋コンク

　　　　　’リート構造物の耐久性一現況調査と考察，，その5・若狭

　　　　　市営住宅一，琉球大学理工学部紀要工学篇，1977。9

　　　50）寺田龍夫，中島泰一，高橋猛・富岡貞夫・菅　正春：

　　　　　コンクリート中の塩分含有量と鉄筋の錆に関する調査・

　　　　　研究，セメント技術年報，XXIX，1975
　　　　51）　V．Hasija，C。Ange！o脹Concrete・Deck　Deteτiora・

　　　　　tion＝Concrete－F三11e己Stee1－Grid　Bridge　Decks　Have

　　　　　the　Answeτ，T【ansp．Res．Rec．，No．651，11～16，

　　　　　1977
　　　　52）田上為己，松下博通，秋元忠雌，徳光善治：昭和11年

　　　　　　に造られた西大橋の解体に俸う調査記録，コンクリート

　　　　　　工学，VoL17，No・6，1979・6

　　　　53）小林清周＝沖綱のRC造の腐食について，鉛と亜鉛，

　　　　　　VoL13，琿o，4，1976
　　　　54）川上英男＝環境塩害と鉄筋コンクリートの耐久性，第2

　　　　　　回コンクリート工学fF次鵠演会講演識文集，1980
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55）松下博通，平塚　誠，豊田昭夫＝海水り浸食による鋏筋

　　の腐食‘関門トンネル車道床板の調査）・第2回コンク

　　リート工学年次講演会欝演諭文集，1980

56）具志幸昌：沖純県における鉄筋コンクリート構造物の耐

　　久性，セメント・コンクリート，1977。5

　C3その他
1）小林清周＝鉄筋コンクリート建物の電位差に関する研究

　（庁舎の維持管理に関する研究・第10報），日本建築学

　会論文報告集，第60号（2），1958．10
2）幸喜善酒；海岸付近の空中塩素量に関する研究，琉球大

　学農学部学術報告，1970
3）幸喜善福；海岸付近の樹木の付着嵐分量について豆・琉

　球大学農学部学術報告，1970
4）岸谷孝一：那覇市における小・中学校校舎の該害状況，

　　コンクリートジャーナル，1974・10

5）藤井　卓，前川静男，太田利隆・松尾徹郎：海岸に建設

　　された鉄筋コンクリート橋の塩蜜について，鉄筋コンク

　　リ＿トにおける塩化物の影響に関するシンポジウム発表

　報文集（日本コンクリート会議），1975．3
6）幸喜善橿3海岸付近の空中塩素量に関する研究（∬）一防

　風ネットおよぴ減防潮林の減風減塩作用一，．琉球大学農

　学部学術報告，1975．12
7）H．P．」．Tay1。r，J．V．S㎞，：Fatiguein。任sh。re。on’

　　cどete伽伽re5，S如血mIEnginee∫，ユ978・3

8）岸谷孝＿，朴趨；錨コンクリ轟構造伽非磁
　　的耐久性診断方法に関する基礎的研究一自然電極電位法

　　の利用に関して一，セメント技術年報・No・32・425～

　　428，1978
9）岡田　清，小林和夫，安川豊章，江口逸推＝鉄筋の塩化

　　物腐食の推定方法，第2回コンクリート工学年次講演会

　　講演論文集，1980

　　D∴コγクリr卜中に1おける鋼材の塵軍

1）粟屋裕：コンクリート中で鉄はとのように腐食する

　’か，金属，1958．5
2）G．Re㎞，H．M・皿：ZurFmgederK・皿。si・nvon

　Stah口m　Be亀on，Zemenヒ・Kalk・GIps，・1960。5

3）C．A．Hm，D。んSpell㎜R，R・F・S副uih巨bo瓢’

　tory　Corτosion　Tests　of　Galvaaize己S亡eel　i皿Concτete・

　Pe㎡。面ngO聯ni距ti・nRep。虞・fT㎜s的畝ti・n

　Laboratoτy，1976。1
4）1．C。met，T．lshlk瓢，B．Bτesleτ：コンクリート構

　造物における鋼腐食の機構，Mateτia15Perfoma－1ce・

　1968。3
5）RILEN・匹C良CC。㎜ittee：C。罵。si・ngfRelnf・rcσ

　menヒi：1α》。c『ete．伽。si。・・fReinf・rceme竃・tand

　Prest祀＄lng。tend。nsA“State・fthea貢”Re卿・
　Mateτiaしlxeゆnstructi。ns，V・L9，N・・51レ1976

6）川村満紀，山田祐定，F小泉　徹：海水嘆用モルタル中の

　　鉄筋の発蹟に関ナる実験的研究，セメント技術年報・

　　XXX，1976
7），卜林鎚煽材の甑と対無コンクリート中の塩

　　分一，コンクリートエ学・1977・9
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　D1腐食機構
茎）渡辺幸三郎，佐々木孝治＝水酸化カルシウム溶液および

　　セメントモルタル中における鉄筋の腐食，セメント技術

　　年報，M，1958
2）岸谷孝一：塩素イオンが鉄筋の腐食におよぽす影響とリ

　　グニンスルホン酸カルシウムの防食効果に関ナる研究。

　　日本建築学会大会学術講演梗桜桀，1960．9，

3）　J．Tomek，Fr　Va帆in：Zur　Frage　der　Stahlkoπosio隠

　　im　Beton　du【ch　Ca！ciumchlorid，Zement・Kalk・Gip5，

　　1961．3

4）T．E。．Wτight，LH．Jenks：Glava旦ic　Coπoslon　in

　　Co皿rete　Contai聡iロg　Calcium　Chloride，Pr㏄．of　ASCE

　　（Struc㎞ral　DMso鵬），1963．10

5）　D．A，Hausma既＝E！ectτochemica且Behavior　of　SteeI

　　iロConcrete，ACUouma！，61～10［2］171～188，1964

6）　J．D．Mozer，A．C．Bianchini，C．E．Kesler：Coπosioh

　　of　Reiロfordng　Baτs　in　Concτe亡e，ACI　Joumal，1965．8

7）　宮川一郎：Sビess　Corτosion　i皿　British　Prestτe鶉置ng

　　W焼，プレストレストコンクリート，Vol。7，No．6，

　　79一げ80，　1965．12

8）善　r章＝ゼメン‘ト硬化体中鋼材の腐食と防食に関する

　　2，3の実験，セメント・コンクリート，1966．12

9）　G．Joseph，R．Pe∋τet：Inhibitor　Acdo駆oロthe　Cor・

　　msioP　of　I胸ロi皿Sak・Water　Solutio旦，．Cbrmslo皿

　　Science，1967
10）H．Maτtiロ，H．Greger＝Corτosion　of　Steel　due　to　the

9

　　Carbonizadon　of　Cbnα・ete，RILEM　Symp．，1969

11）　V．Rati紅ov，S．Y¢臆ioherlova，R．一Zagirova：Galvano

　　and　Po之e“tiosta“c　Methods　of　Investigation　and　Baslc

　　Prindples　of　Selectio星10f　Admlxture・lnhibiヒor5，0f

　　Coττ05io：10f　Reinfoτcement　of、Concrete，RILEM

　　Sy胤P．，1969

12）　0．Valenta：Kinetics　of　Water　Peneヒratloロlnto　Con・

　　cretc　as　an　Importont　Factoτof　its　Deteτloτatio“aIld

　　of　Re董ufo鵬白meロt　Coτro6ion，RILEM　Symφ．，1969

13）　G．Rehτ重，　A．Rauen＝El㏄ヒr㏄hemical・Studies　on

　　Cor畑io鹿　Inhibition　of　Steel　in・C6ncreヒe，　RILEM

　　sy血P．，1969

14）　S．Alexeyer，N．Rosenね1：Inves亡igaヒion　iロto　Con。

　　碇をte　Pmヒ㏄t正▽6　Pmperti6s　a“d　Reinfoτcing　Steel

　　Coττosiρn，R工LEM　Symp．，1969’

15）　S。’Alexごyev，E．Gurevich≧Effect　oξReiロforcing

　　Steel　Type　and　Stressed　Sヒate　on五t　Corrosioo　Be㎞・

　　▼i㎝r，RILEM，Symp．，1969一！

16）一小林清周・村井信義：pH及ぴ塩分が鉄筋の腐食電位に

　　およぽす影響について，日本建築学会大会学術講演梗統

　　集，1970．9

17）　N．P、Roberts：丁卜e　Rosis悔u嘘e　of　Reinforce“、ent　b

　　Corr歯ion，Concre【e，1970．10

18）　村井信義，他1名：pHおよぴ塩分が鉄筋の腐食電位に

　　およぽナ影響について，li本建藁学会大畠学術講演梗概

　　躯，　17＾”18，　1970

19）坂村’果，山崎降雄，艮1中義人＝篤2回FIP，P　C銅材

　　応力腐食シンポジウム報告，ブレスト．レストコンクリー

　　トp　VoL1斉，No56，40～43，1973．11

20）岩井元義，一宮瀬　淳，岡　忠昭：溶融亜鉛メッキ鋼のコ

　　ンクリート中における腐食挙動について，口本建築学会
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　　大会学術講演梗’概集，197・L10

21）蒔田’爽，森　芳徳，片脇　消，守屋　進：海洋環境下

　　におけるコンクリート中の鉄筋腐食性状の電気化学的計

　　測，鉄筋コンクリートにおける塩化物の影響に関ナるシ

　　ンポジウム発表報文集（日本コンクリート会議），1975．3

22）成田一徳，森永繁：塩化物を含むコンクリート中の鉄

　　筋のさぴの進行速度，鉄筋コンクリートにおける塩化物

　　の影響に関するシンポジウム発表報文集（日本コンクリ

　　ート会議），1975．3

23）　H．A，Be㎜ロ：Sodium　Ch10rlde，Coπos置oll　of　Rein・

　　forcing　Stee1　and　the　pH　of　Calcium　HydroxIde

　　Solution，ACUouma！，Vo1．72，No．4，P．150，1975．4

24）　G．」．Verl㏄k＝Mechanism　of　CorrosiQn　of　Sヒeel　ln

　　Concrete，ACI　SP－49，1975

25）　G．A．Hm，D．L．SpeHman，R．F．StratfuH：Laboτatory

　　C6rrosion　Tc5亡s　of　Ga1▽anized　Steel　i駆Concrete，

　　Performing　Organization　Report　of　Tτansp．Lab．，

　　VoL　CA－DOT－TL，No．5351－1イ6』02，1～20，1976．1

26）岸谷孝一，樫野紀元：コンクリート中の鉄筋に発生する

　　マクロセルに関する実験的考察（ブリージングの影響に

　　よる通気差腐食の場合），日本建築学会大会学術講演梗

　　概集，1976．10

27）青戸章＝海水浸濱したコンクリート中の鉄筋の腐食に

　　開する電気化学的実験，土木学会論文報告集，1976・12

28）片脇清，’守屋進：コンクリート中の鉄筋の腐食に関

　　する電気化学的計測，・土木茂術資料，18－10，1976

29）西林新蔵，井上正一，吉田和正，堀部勝芳＝鉄筋の腐食

　　に閤ナる基礎的研究一自、然1電棲電位による考察一・、馬取

　　大学工学部研究報告，1977．5

30）岸谷孝一，樫野龍元＝コンクリート中の鉄筋の腐食に関

　　する研究（腐食の形式に開ナる考察），日本建築学：会大

　　会学術講演梗機集・1977・10，

31）福島正人，岩井元義，松原光彦，二村誠二：コンクリー

　　ト中の鋼材の腐食挙動にっいて（そルタル・コンクリート

　　中の場合），ロ本建築学会大会学術講演梗擬集，1977・10

32）　福島正人，岩井元義，松原光彦，二村誠二；コンクリー

　　ト中の銅樗の腐食挙動にっいて（水溶液中における場

　　合），日本建築学会大会学術講演梗橿集，1977。10

33）　黒井登起推：電食によるコンクリート中の鉄筋の錆量に

　　ついて，土木学会第32回年次学術講演会講演概要集，

　　1977
34）　E．Kem＝Koττoslonsschutz　von　S亡ahhm　Beton，VDI

　　Ber．，No．285，83＾げ88，1977

35）福島ほか：コンクリート中の鋼材の腐食挙動（セメント

　　上澄水環箋におけるpH変化と塩分の影響），日本建築

　　学会大会学術講演梗隆棄，159～160，1978。9

36）　Z．P．Ba聞n亡：Physiα逗1Modd　for　Corros…on　of　Sしec1

　　In’Co“crete，CBIFoごsk，No．5，1）．63，197S

37）　岡1【l　i際，小前1　『含，宮川豊章：コン・クリート勘跡オのひ

　　．ぴわれと銚筋腐食に関ナる研究、士木学会論文齪告隼・

　　1979．1

28）岡田　清，宮川豊章＝塩分雰囲気中における鉄筋の腐

　　食，コンクリート工学，ごVoL17、No．9，1～10，1979・9

39）二笹島正人，松原光彦，二村誠二，岩井元義＝セメント上

　　澄水およぴモルタル中の鋼材の腐食について，セ’メント

　　技’術年報，　33，　1979

40）　松原光彦，福島正人，二稼誠二，若井元義；コンクリー

コンクび一ト工学

●



　　卜‘Fの鋼酵の腐食挙動（セメント上澄水環境における・r

　　ンヒビターの効果），．日本璋築学会大会学術書翫寅梗概集，

　　21｝｝2多4・1979

41）樫野紀元，岸谷孝一：コンクリート中の鉄筋の腐食に関

　　する研究（コンクリートの通気性の影響による場合），

　　1…1本建築学会大≦響術言簿演梗慨集，　215～2工6，　1979

42）　Z．P．Ba祖“t：Physical　Model　for　CDrrosion　in　Con．

　　crete　Se“　Strucヒure5・Theory，　Proc．　ASCE，　Struct．

　　Div．，Vol．105，No．6，1137～1153，1979

43）　Z．P．Bazaロヒ：Physical　hIodel　fo【　Corro6ion　in　Con・

　　cmte　Sea　Stτuc馳res・App韮icatioa，Pr㏄．ASCE，Struct。

　　Div．，VoL105，No．6，1155～1166，1979

D2試験方法
1）　狩野春一，小島　武，大島久次：（海砂の利用に関する

　研究）鉄筋コンクリート用骨材としての海岸砂の使用に．

　ついて（4〉，建築学会研究報告，第31号，1955．5

2）粟屋裕：コンクリート中で鉄はどのように腐食する

　か，金属，1958。5

3）岸谷孝一3鉄筋コンクリート造におけるキレツ部の鉄筋

　腐食に関ナる研究（促進試験結果），建築学会研究報告，

　第44号，1958
4）渡辺幸三郎，佐々木孝治＝水酸化カルシウム溶液および’

　　セメントモルタル中における鉄筋の腐食，セメント技術

　　年報，　X匿，　1958

5）岸谷孝一；鉄筋コンクリート造におけるキレツ部の鉄筋

　　腐食に関ずる研究（促進試験結果），建築学会研究報告，

　　第48号，p．45，1959．5
6）’大島久次：市販防水剤およぴ表面活性剤を用いた場合の

　　鉄筋の発せい（錆）にっいて，日本建築学会論文報告集，

　　第69号，196L10
7）斎藤隆幸；コンク．リートの中性化および鉄筋のさびに関

　　する長期試験（材令1年における試験結果）・七メント

　　技術年報，XV，1961

S）　C．A．Lobry　de　Bmyn，E．M．Theisslng＝Elektr㏄・

　　he㎡5chc　Uロtと【suchuロg3methoden　　zur　Frage　der

　　Beヒonstahlkormsio皿　duτch　Chlor…de，Zemepヒ・Kalk－

　　Gips，1962。2

9）大島久治：塩化物を含む防水剤および表面活性剤の鉄筋

　　の発せい（錆）に関する研究，日本建築学会論文報告集，

　　第74号，1962．7

10）吉村担：ふ食性の迅速検出法，千薬工業大学研究報

　　告，1964
11）森　　徹，白山和久・依田彰彦＝コンクリートの中性化

　　と鉄筋のさびの発生ならぴに表面仕上げの効果につい

　　て，セメント技術年報，XX互，1965

12）トL　Kremser；Dic　WilhelmshξtveneピVc剛ch嘘“bcτ

　　das　Vcτh訊ltch▼o“Beton　und　Zcmellt　im　Scew“sscr

　・“us　dcr　RiGht　dcr　Tr3βvcrwcnd“ロ9，Zcmen亡・Ka置k・

　　Gi匹，s，1968。3

13）　V．E．」一cyric：h，1．【3．V叩ric：A㏄ckri“cd　Tcs吐調M鱈・

　　thod　of　CorrosioI1，RILEトI　SynΨ．，1969

14）　L．Skupln，V．Weiss＝Tests　on　Stress　COrrosio“

　　and　Duτability　oE　Structures，RILEM　Symp．，1969

15）　R．F．Stratξulh　Half・Cell　PoteΩti“1a“dヒhe　Corrosi’

　　じ既of　Sヒc61in　Concτet¢，Highway　Research　Rocord，

　　No．　433，　1973
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16）　蒔1∬　実，坂オく浩行：海砂および海砂使川コンクリート

　　中の塩分の測定法，コンクリートジャーナル，1974．10

17）片脇　清＝コンクリート中の・鉄筋の腐食に関する電気化

　・学的計測，土木技術資料，Vol．16，No．11，1974

18）児玉和己，中島正智ほか＝鉄筋の腐食防食試験に用いら

　　れる電気化学的手法に関ナる検討，そのL自然電極電

　　位の測定による方法，鉄筋コンクリートにおける塩化物

　　の影響に関ナるシンポジウム発表報文集（日本コンクリ

　・一ト会識），　1975。3

19）児玉和己，能町宏ほか：鉄筋の腐食防食試験に用いら

　　れる電気「ヒ学的手法に関する検討，その2．腐食生成量

　　の定量（分析）に関ナる検討，鉄筋コンクリートにおけ

　　る塩化物の影饗に闘するシンポジウム発表報文集（コン

　　クリート会議），1975．3

20）児玉和己，岡田峯夫ほか＝鉄筋の腐食防食試験に用いら

　　れる電気化学的手法に関する検討，その3。分極抵抗法

　　を利用した腐食計の応用に関ナる検討，鉄筋コンクリー

　　トにおける塩化物の影響に関するシンポジウム発表報文

　　集（日本コンクリート会議），1975。3

21）岸谷孝一，樫野紀元：コンクリート中の鉄筋の腐食状況

　　評価について（物理的手法による場合），日本建築学会

　　大会学術講演梗概集，1975。10

22）石谷藤四郎，藤田信一：含有塩分による鉄筋の発錆に関

　　する試験，日本道路公団試験所報告，133～189，1975。12

23）　日根文男，山崎正八郎，栄　幸雄，・森　　稔・大久保勝

夫，山川宏二；鉄筋コンクリート雫の鉄筋の腐食に関ナ

る試験法の検討，日本材料学会腐寧防食・P　C構造・コ’

ンクリート混和剤合同委員会資料，・1976。1

24）　秀島節治：コンクリート中の鉄筋の腐食の電気化学的測

　　定について，日本材料学会腐食防食，P　C構造，コンク

　　リート．混和剤合同委員会資料・1976ユ

25）、山川宏二3Task　Group文献調査報告，’日本材料学：会腐

　　食防食，P　C構造，コンクリート混和剤合同委員会資

　　料，1976。1

26）　田中恭一：海砂中の塩化物含有量を現場に芦いて簡便か

　　つ迅速に試験ナる方法一Quant　AB塩化物滴定計の原

　　理とその応用，コンクリート工学，ig76・7

27）逓藤照夫：コンクリートのモデル化による鉄筋腐食実

　　験，日本建築学会大会学術講演梗橿集，1976・10

28）青戸　章；湛水浸漬したコンクリート中の鉄筋の腐食に

　　関する電気化学的実験，土木学会論文報告集・1976・12

29）池永博威，樫野紀元1飛坂基夫＝標準条件下における塩

　　化物を含むコンクリート中の鉄筋発錆試験，日本建築学

　　会関東支部第47回研究発表会梗橿集，p・309・1976・7

30）　池永博威，樫野紀元，飛坂基夫＝雰囲気ブ目グラム恒温

　　恒湿装置を用いたコンクリート中の鋏筋発踏促進試験・

　　日本建築学会関東支部第47回研究発表会梗概錐・P・

　　313，　1976。7

鋤宮川騨，勤蜘一郎，小柳濡コンクリー帥の鉄
　　筋駅σ）1腿撒にqいて，」二木学会第31回｛1喫芦術

　　講演会講演厩要集，1976
紛餅噺灘，木山英郎，りト．匝一＝コンクリートの酬駄

　　性に関する墓礎的研究一長期海水浸潰試験による湾察

　　＿，土木学会第31回年次学術講演会講演概要薬・1976

33）片脇　清，守屋　進：コンクリート中の鉄筋の腐食に開

　　ナる電気化学的計測，土木技術資料，18－10・1976
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　　Phcnomena，Ce二u¢nヒand　Concrcte　Rcsearch，1977・

　　2
35）酉林新蔵，井上正一，吉田和正，堀部勝芳＝鋏筋の腐食

　　に関ナる基礎的研究一自然電極電位による考察一、鳥取

　　大学工学部研究報告，1977．5

36）岡田　浦，小柳　沿，宮川豊章：温度促進試験によるコ

　　ンクリート中の鉄筋の腐食について，材料・VoL26・

　　No．290，　1977㌧11

37）大塚浩司，後曝幸正，加島　継＝海洋コンクリート構造

　　物における鉄筋の腐食について，土木学会箒32回年次

　　学術講演会講演慨要集，1977

3S）吉田和正，西林新蔵，堀部勝芳＝鉄筋の腐食に関ナる一

　　実験，土木学会第32回年次学術講演会講演概要集，1977

39）宮川豊章，大浦道哉，小柳　治：ひぴわれがRC部材の’

　　鉄筋腐食に与える影響の電気化学的測定について，土木

　　学会第32回年次学術講演会講演擬要集，1977

40）森　芳徳，西島高秀，片脇　清，小林茂敏，古賀康之：

　　海上に暴露した供試体：中の鉄筋の腐食，コンクリートの

　　ひぴわれに関するシンポジウム発表報文集（日本3ンク

　　リート工学協会），1977

41）　小林一輔，武若耕司：オートクレーブによるコンクリー…

　　ト中の鉄筋の腐食促進試験について，生産研究，30巻，

　　6号，　1978．6

42）腐食防食部門委員会タスクグループrコンクリート腐

　　食』：鉄筋コンクリート中の鋏筋の腐食に関ナる試験法，

　　材料，1978．11

43）武若耕司，小林一輔：コンクリート中の鉄筋の腐食促進

’　　試験に関する一提案，土木学会第33回年次学術講演会

　　講演慨要．集，197S

44）　片脇　清，守屋　進＝鋏筋1コンクリート用防錆剤グ）1坊錆

　　効果，土木技術資．料，20－6，1978

45）　C．Andrade，J・A・Gon頭1ez：Quantitati▽e　Measure・

　　ments　of　Corrosion　Ra亡e　of　Reiufoにing　Sヒeei　Em・

　　bedded　in　Concrete　Using　Pohτ1鳳tioa　Resis七ance

　　Measuremen捻，Weτksto仔e　und　KoロDsion，1978

46）後藤幸正，三浦　尚，田代権一：海洋鉄筋コンクリード

　　構造物中の鉄筋の腐食に開ナる研究，第2回コンクリー

　　ト工学年次講演会講演論文集，1980

D3ひびわれと腐食
1）岸谷孝一＝鉄筋コンクリート造におけるキレツ部の鉄筋

　雇隷こ関する研究（促進試験結果），日本建築学会関東

　シ1｝第24回研究発表会梗擬集，1958・6

2）内山　実，三浦　尚，杉木六郎：コンクリートのひびわ

　れと鉄筋のさぴ一塩沢における長期放置実験の結果より

　一，コンクリートジャーナル，VoL3，No．5，1965

3）神山一，小沢俊司：RC部材のひぴわれと鉄筋の露

　出，土木学会第20回年次学術講演会講演梗概集，1965

4）P．W．Abeles，S．」，F量1ipek＝Corroslon　of　Stec日n

　Findy　Crackc4Reinfoτced　and　Prestτessed　Concτetc，

　PCI　Journ組1，1965・4

5）赤塚雄三，関　博，浅岡邦一・3海水の11三用を受ける鉄

　筋コンクリートのひぴわれと鉄筋の腐食について，セメ

　　ント・コンクリート，1969．4

6）H。Martin，P．Schiessh　The　In“uence　of　Time　a駐d

　Environmental　Conditions　o“the　Corrosion　of　Dピー

　fomled　B謂i跳Crackcd　Coほcτeヒ嬉，RILEM　Symp．，
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　　1969
7）　H．Maτtin，P．Schiesh　Thc　I“βuen㏄of　Cracks　on

　　出e　C6rmsion　of　Stee星in　Concrcte，RILEM　Symp。，

　　1969
8）W．Da真il㏄ki，M．MacZynskl＝Researches　o巳the

　　Inauence　of　the　Spadng　of　Cracks　in　Reiロεorced

　　Concτe亡e　Stn置ctu『e　in出e　Cbrro5三〇n　of　Steel　Rein。’

　　forcement，RILEM　Symp．，1969
9）　伎田彰彦，森田晴美，大矢真佐夫：帝国ホテル旧館耐久

　　性調査，鹿島建設撲術研究所年報，1970．10

10）　D．L．Speliman，R．F。Sヒartful！＝Chloride　and　Br己dge

　　Deck　Deterioraヒion，Highway　Reseaτch　ReQord，No．

　　323，1970
11）神山　一：コンクリ』トのひぴわれと鉄筋の腐食，セメ

　　ント技術年報，1972
12）広沢雅也＝建築におけるひぴわれ，コンクリートジャー

　　ナル，VoL11，No．9，1973。9

13）岸谷孝一：ひびわれと耐久性，コンクリートジャーナ

　　ル，VoL11，No．9，1973．9
14）関　　博，丸山　浩：長期間海水作用をうけたコンクリ

　　ートはりのひびわれと内部鉄筋び腐食について・港研資

　　料，1973．9

15）西　忠雄，黒坂五馬＝コンクリート中の亜鉛メッキ鉄筋

　　の防錆効果に関する研究（その1　研究計画と塩水噴霧

　　試験結果），日本建築学会大会学術講演梗機集，1973。10

16）　前川静男，渡辺　宏；海岸における鉄筋レコンクリートげ

　　たの暴露試験，土木学会第28回年次学術講演会講演概

　　要集，1973
17）R．F．St皿㎡u皿：C・rτ。。i・nAut・Psy・faStructu皿lly

　　UロsQu且d　Bτidge　Deck．Highway　Resea【ch球ecord，

　　No．433，　1973

18）中館真，太田利隆，前川静男；海岸における鉄筋コン

　　クリートげたの暴露試験について，北海道開発局技術研

　　究発豪会論文集，1974．8
1σ）小林茂敏：コンクリート構造物におけるひびわれの発生

　　と鉄筋の腐食，土木技術資料，VoL16，No．11，1974・
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　　　　　　リートジャーナル∂1974．10

　　　　36）大島久次，池永博威：鉄筋コンクリートにおける海砂利

　　　一　　用に関する研究・（その2）一乾燥に伴なう塩化物の移動

　　　　　　にっいて，日本建築学会大会学術講演梗置集，1974．10
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　　　　48）岸谷孝一，友沢史紀，福士　勲＝海砂の品質に関ナる実『

　　　　　　態調査・日本建築学会大会学術講演梗慨集，197S．9

VoL19，No．3，Maにh19S1

157
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　　果について，日本建築学会大会学術講演梗概集，1978．

　　9
40）豊福俊泰，細田和夫＝含有塩分による鉄筋の発錆に関す

　　る試験，土木学会第33回年次学術講演梗慨集，197S

41）－沢田，岸谷孝一，朴　春墜：海砂使用による銑筋の腐食

　　に関ナる研究（その2），日本建築学：会大会学術講演梗擬
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　　要因の影響），日本建築学会大会学術講演梗擁集，25～

　　26，1979
43）黒沢，重倉，菅谷，工藤：海砂を使用した鉄筋コンクリ
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　　　　　　F．コンクリート

F1遮へい層としてのコンクリートの品質

1）P．P．Mu11er＝E鰍・nRei・f・爬ementi“C・nc『ete
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　　　　　　究（その12）炭酸ガスによるコンクリートの中性化の

　　　　　　影響について（付．コンクリート強度），建築学会研究
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　　　　11）佐治泰次，麻生　実＝鉄筋コンクリート造の耐食調査研

　　　　　　究，．建築学会研究報告，第47号，1959．5
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　　・いる場合に関連して），日本建築学会大会学術講演梗擬

　　集∫1972・10

8）工藤矩弘，’土肥二三夫・伊部　博：塩化物を含む鉄筋コ

　　ンクリート中の鉄筋の腐食と防錆，小野田研究報告、

　　1974．No．2
9）中村修吾，金子恒夫＝塩分を含むコツクリ占ト中の鉄筋

　　の発錆に関する研究，コンクリート工学・197511

10）児玉和已，衝所窪邦男，中島正智，吉越泰治。中川　脩＝

　　海水を使用した場合の鉄筋の発錆とコンクリrトの諸性

　　質に及ぽす影響，鉄筋コンクリートにおける塩化物の影

　　響に関するシンポジウム発表報文集（日本コンクリ』一ト

　　会議），1975．3

11）成田一徳，森永　繁：コンクリートの中性化及び鋏筋の

　　発錆に関す・る研究（その7）さび抑制剤，海洋環境等り

　　影響，日本建築学会大会学術言衛寅梗概集，1975。10

12）戸川一夫，咳山賢三，広畑雅敏：海砂コンクリートの配

∫99



　　合と鉄筋の発錆，土木学会第30回年次学術講演会講演

　　擬要集，1975・
　　　　　　の13）川村満紀，山田裕定，小泉　徹：海水使用モルタル中の

　　鉄筋の発錆に関ナる実験的研究，セメシト技術年報，

　　XXIX，1975
14）’D。F．Grif蕊n：Co｝ros…◎n　Inhlbitoτs　fof　Reinforced

　　Coロcre仁e，ACI　SP－49，1975　『

15）’工藤矩弘，’伊部　博：塩化物を含む鉄筋コンクリート中

　　の鉄筋の腐食と防錆（第2報）＜鉄筋コンクリート用防

　　鋳剤“ラズナイン”の性能について＞，小野田研究報告，

　　1976．　No。　1

16）岸谷孝一，樫野紀元＝鉄筋コ．ンクリート構造物中の鉄筋

　　の通気差腐食に関ナる実験的考察，日本建築学会闘東支

　　部第．47回研究発表会梗厩集，・ウ。301，』1976。7

17）岸谷孝一，朴　春墾，沢田凱夫＝海砂使用による鉄筋の

　　．腐食に関ナる研究，’日本建築学会大会学術講演梗慨集，∫

　　1977．10

．18）‘藤田敏雌r鉄筋コンクリ占ト用防せい剤について（防せ

　　い効果判定法の検討），防せい管理，1977．11

19）　吉日和正，西林新蔵，堀部勝芳：鉄筋の腐食に関する一

　　実験，土木学会第32回年次学術講演会講演傷要集，

　　197τll

20）　笠井芳夫：鉄筋の防錆材料をめぐって，建築雑誌，昭和

　　53年1月号，81～84，1978
21〉＝具志幸昌，和仁屋硝諦，伊良波繁錐：，コンクリ戸ト中の

　．∫鉄筋㊨発錆実験（その2），土木学会第33回年次学術講

　　演会講演・概要集，1978　．

22）．片脇清，守屋．進，：鉄筋コンクリrト用防錆剤の防錆

　　効果∫土木技衛資料，20－6，1978

23）　A．M．Rosenberg，J．M．．Gaidis3The　M㏄ha豆ism　of

　　．Nilτite；nhibit・r。fC辱1。rlde．A賦a改・nReinf・虚ing

　　SteeHnAlka1正neAque・usEΩvironmenお、．C・r＝・si・n，

　！No．，77，1973．・．

　G2，亜鉛めっき鉄筋

1）狩野春一，小島　武，’大島久次：海砂の鉄筋コンクリー

　　ト工事への使用に蘭する研究一その10。・鉄筋の発錆並

　　ぴに腐食に関する研究（添加塩の影響について　その

　　1），日本建築学会関東支部第19回研究発表会梗概集，

　．・’1956．2　こ

切狩野春一．仕入豊和：海砂の鉄筋コンクリート工事への

　こ’使用1ヒ関ナる研究（そめ9・鉄筋の発錆について），建

　　築学会研究報告，第35号，1956。2

3〉＝小林清周，岩井元義，飯塚．裕．山貝寛好＝亜鉛メッキ

　　鉄筋の実用化に関する研究（そのL総論），日本建築

　　学会大会学術講演梗醗集，1961．11

’4）”小林清周，岩井元義，．額塚　裕，．山口寛r：’亜鉛メプキ

　　鉄筋の実用化に関する研究（その2．付着応力の実験的

　　解明），1日本建築学会大会学術講演梗慨集，1961．11

お）ゴ西　忠癒山本康弘上亜鉛またはナルミニニウムをコー

　　ト．した鉄筋のコンクリートとの付着強度および耐蝕性に

　　関する研究一そのロー・暴露試験結果一，日本建築学会論

　　文報告葉，第158号，1969．4

6）．T．IshikawaしL　Comet，’B。Bresler’：E1㏄tr㏄hemical

　　St“dy◎f　the　Corrosion　Behavior　of　Ga置vanized　Stee置

　　in　Conごretご，Pr㏄。4th　Int．Cong．on　N！e亡alic　Con・o一

『　　　sion，　556～559，　1969．9　　’
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7）西　忠雄1山本康弘：亜鉛またはアルミニウムをコート

　した鉄筋のコンクリートの付着強度および耐食性に関す

　る研究，セメ’ント・コンクリ」ト，』No・274，17～24，

　1969．12
8）山本康弘＝亜鉛またはアルミニウムをコートした鉄筋の

　コンクリートとの舟着強度およぴ耐食性に開する研究，

　』大成建設技術研究所報，第2号，1969’『
9）

10）

11）

H．Kaesche：ZumElektrodenverhalteadesZi皿ksund
de3　Eiseロs　in　Calciur皿hydroxyd165ung　u且d　in～16丘e1，

Werksfo旺e　und　Korr◎sion，　1969　，

N．P．Roberts：The　Resistance　of　ReinfQfcement　to

Corτoslon，Conαete，1970．10

G．A．Hm，・D．A．Spellman，R．F．・Stτatfu11・；Labo∫

ratory　Corτ05ioΩTests　of　Galvanized　Stee1’in　Co“』

cret6，・Performing　Organi鳳廿on　Repoでt　of　Tran‘9

’
・
P

も氏ado島Lab◎皿tory，1971。1

12）小林ほか：亜鉛メッキ鉄筋の実用化に関する研究（その

　　1』総論），’日本建築学会大会学術講演梗擬集，197L－r

13）小林ほか：亜鉛メッキ鉄筋の実用化に関する研究（その

　　2．付応力の実験的簿明），日本建築学会大会学術講演梗

　　擬集，1．1971。11．

14）岩井元義，松原光彦：コンクリート中の亜鉛メッキ鉄筋

　　の腐食に関ずる研究，日本建築学会大会学：術講演梗機

　－一集，・1972．10

15）西　忠堆ぎ溶融亜鉛メッキ鉄筋のコンクリ“トに』おける、

　　機械的挙動に関する研究（上），（下），建材試験情報，

　　1972．10・

16）（財）建材試験センター＝構造用鋼材の溶融亜鉛メッキ

　　に関ナる調査研究報告H．鉄筋芽ンクリ〒’ト．は．ワ，（きれ

　　つを生じしめた）の暴露試験，建材試験情報、1973。2

17）（財）建材試験センター：構造用翠材り溶融亜鉛メッキ

　　に開ナる調査研究報告皿・マとクリr卜卑の牽鉛メッキ

　　鉄筋が外部軍源により電食を受げる場合につ憾ての検

　　討，建材試験情韓4973，3．

18）（財）．建材試験センター＝構造用鋼材の溶融亜錐メ艶キ，

　　に関する調査研究報告理曳亜鉛メゼッキ鉄筋の付着性状死

　　．vlコンクリートおよび鉄筋の耐海水性試験，VI・亜鉛

　！メッキ鉄筋のガ3圧接性に関す弓試験・連材試験情報・

　　1973．4

19）岩井元義，松原光彦：溶融亜鉛メッキ鋸のセメントモル

　　タノ嘩規る腐食的挙蓼9隅．：日樫築学含大会学

　　術講演梗慨集，1973、10

勾））．飛坂基夫へ二呼か3名・＝亜鉛メッ．キし≧鉄筋を用堕た明攣

　　箭7ンクリrlトの自然暴霧試験（その1調合・暴露条

　　件），日本建築学会関東支部第44回砺究奪表会棟概集，

　　μ357，r1974、3”F・・　；　．．．．，・，』，」置．1．荒

21）樫野紀元，・ほか3名ξ亜鉛メッキ・しな鉄筋を用い＃・鉄

　，一筋コンクリ1ア．トの自然暴露試験（乏の．琴ユ年目り計測防

　　日本建築学会開東支部第44回研究発表会梗観集，p，

　　361，，1974。3　．　・．．．　　　　　，－

22）．黒坂五馬，ほか1名：コンクiリ戸ト中の亜鉛メッキ鉄筋

の防鯖効果に関する研究（その2・・亜硫酸ガス試験結

．果），日本建築学会関東支部第44回研究発表会梗概集・

p．365，1974．3

23）　P．E．Robinson：Using　Galvanized　Sヒeel　Reinforcing

　　B且τs　for　Highw“y　Bridge　D㏄ks，Constτuction　Speci・

　　丘er，Vo1．27，No。5，40～45，1974．5

‘コ．ンクリート工学



　　　　24）西　忠雄，黒坂五馬＝コンクリ白ト中の距鉛メッキ鉄筋

　　　　　　の防錆効果に関ナる研究（その3　天然暴露試験結果一

　　　　　　1），日本建築学会大会学術講演梗概集，1974．10’

　　　　25）岩井元義，宮瀬　淳，岡．忠昭・＝溶融亜鉛メッキ鋼のコ

　　　　　　ンクリート中における腐食挙動について，日本建築学会

　　　　　　大会学術講演梗慨集，1974．10

　　　　26）’岸谷孝一ほか：．亜鉛メッキ鉄筋を用いた鋏筋コンクリー

　　　　　　トの自然暴露試験，建材試験惜報，1974・、

　　　　27）村田二郎，小林一捕，越川茂雄＝亜鉛メッキに関する異

　　　　　　形鉄筋の耐食効果について，羨筋コンクリ，一トにおける

　　　　　　塩化物の影響に関するシンポジウム発表報文集（日本コ

　　　　　　ンクリート会議），1975．3

　　　　28）　岡村　甫，久松敬弘，榎本松司：鉄筋コンクリートの耐

　　　　　　久性に対する亜鉛メッキ鉄筋の効果，鉄筋コンクリート

　　　　　　における塩化物の影響に関ナるシンポジウム発表報文集

　　　　　　（日本コンクリート会議），1975・3

　　　　29）樫野紀元，ほか2名：亜鉛メッキした鉄筋を用いた鉄筋

　　　　　　コンクリート自然暴露試験（その3・3年目の計測），

　　　　　　．日本建築学会開東支部第46回研究発表会梗匿集，P・

●　 26…975・7
　　　　30）H．M蹴ia，A．Raue旦：Stu4ies　on　the．Behavioτof

　　　　　　Galvanized　Rei夏forci舜g　Steel　in　CQロαete，Gemei且・

　　　　　　schaftsausschusses　verzinkeロe，Y・，DusseldorfドNo・

　　　　　　68，　p．　17，　1975

　　　　31）．G・A・Hill，D・A雨Spellman・R・F・Stratfull＝L脅bora・

　　　’／　　　tory　Coロrα5竃on　Tests　of　Galvaπized　S亡eeha　Concrete，

　　　　　　Pe誌omlng　OτgaΩizatio巳・Report　of　Tmn§portatlon

　　　　　　Labo鳳toτy，．1976ひ1　　　　　．ごい・‘

　　　　32）　H．Okamura，Y．Hisamatsu：Effect　of　Use　of　Galva・

　　　　　　niz畦dミtee1、・ゆep讐rabi！ity・fRei豆f。「cedC。nσete・

　　　　　　Matとr．Pヒ㎡。皿ゑn¢，Y・1㌦．・5・』N・・7・43［47・1976

　　　　33）　C．J．Amo【d＝Galva旦ミzed　Steヒ1Reinforced　Concrete

　　　　　　・．Bridge　Decks，Pτogどess　Rep◎τt，PB　Rep。，No．PB

　　　　　　2S2482，’ゆ．31，1976

　　　　34〉、』A．R．CDok，S．F．Radtki：Recent　Resea麗h　o皿Ga1・

　　　　　　》a旦ized　Sヒee1，for　Re五旦forcement　of　Concτete，AST嘉｛一

　　　　　　STP，629，51～60，1977
●「35）瓢助Peτf・一ce・fGalvanizedRei・f・　一t
　　　　　　iΩ．Ca！cium　Hydrqxide飾1utio“，．ACI　Joumal，VoL

　　　　　　75，Ng。・3，91～99」978一

G3　その他の防食法

1）岸谷孝：一：コンクリートの風化に関する研究（第1報）

＝’（第2報）（鉄骨，・鉄筋士ンクリート構造における防錆被

　覆工法に関する研究），日本建築学会論文集，1第37号，

　p．11，’1948．4　・

2）L．E．’Wood。R．P．Lavoie；α，rrcsib聴Resistance　Study

　6f　Nickel・Coated　Dowel　Bars，Highway’Research

　Reoora，No．44，’1953

3）．仕入豊和，小島　武，ほか3名；海砂の鋏筋コンクリー

　∴ト工事への利用に関ナる研究（その3）（添加剤による

　’防錺効果），日本建築学会論文集，第54号、p。29，

　1956．9　　　　　F・・』　　　」

4）山田水城；建築物の耐久計画に関する研究（その5）コ

　　ンクリートド埋込まれた鉄材の防錆について，日本建築

　学会関東支部第21回発研究表会梗厩集，1957．1

5）基礎グイの電気防食，建築技術，1957．4

VoL19，No。3，M訊にh1981
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6）　H．Kaesch：Die　Pr“fung，der　KoπosIonsgef翫rdung

　・vo馳Stahlaロn邑erungen　duごch　Betonzusatzm直tte量，Ze．

　　me旦t・Ka【k・Gips，1959。7

7）・A．Baume1：Die　Ausw董rku皿g撃℃魔Beヒonzロsatzmiヒte1皿

　　auf，das　Korrosionsverha1色n　von　Sヒaヒ1in　Beヒon，

　　Zeme駆t・Kalk－Gips，1959．7

8）　R．G．Mitchdl：The　Problem　of　Coτrosion　of　Load

　　・TransEer　Dowels，Highway　Reseaτch　Record，No・

　　274，1960
9）大島久次：市販防水剤および表面活性剤を用いた場合の

　　鉄筋の発せい（鋳）について，日本建築学会論文報告集・

　　第69号，196L10
10）大島久次：市販防水剤および表面活性剤を用壁・た場合の

　　鉄筋の発せい（錆）について，セメント技術年報・XV・

　　1961
11）．大島久次：塩化物を含む防水剤および表面活性剤の鉄筋

　　の発せい（錆）に開する研究；日本建築学会論文報告集・

　　第74号，1962。7
12）H．J．Wright；陰極防食・（Cathodic　Pζ◎tectio∬）ゼFpr㏄・

　　of　ICE，VoL21，1962
13）・笠井芳夫，横山　清＝防錆塗料を塗装した鉄筋の付着力

　　について（コンクリート．中の銅材の防錆に関する研究）・

　一日本建築学会関東支部第36．回研究発表会梗慨集・P・

　　193，1965．6

14）西　忠雄，山本康弘1鉄筋の付着力および耐蝕力の増強

　　に開ナる研究，日本建築学会論文報告集，号外・P・67・

　　1965．、10．．

15）－笠井芳夫，ほか1名F：防錆塗料を塗装した鉄筋の1年屋

　　外暴露後における付着力について：（コZクリート中の鋼

　　材の防錆に関ナる研究・．第2報），，日本建築学会関東支

　　．部第37回研究発表会梗概集，P・301・1966・6・＝

16）　斎藤新治，襲　　巌ニコングリー’トの被覆材に関する基

　　礎研究，セメント技術年報，1966

17）』西　忠雄，山本康弘＝亜鉛またはアルミニュウムをコー

　　二．トした鉄筋のコンクリートとの付着強度および耐蝕性に

　　関する研究一そのn・暴露試験結果一，日本建築学会論

　　文報告集，第158号，・1969。4　　｛』b・，

18）　小林清周，飯塚．裕，真下定人：鉄筋耳ンクリrニトの塩

　．『分浸透に関する実験的研究．日本建築学会論文報告集、

　　第159号，・1969。5
19）・・山本康弘：亜鉛またはアルミニウムをコートした鉄筋の

　　コンクリートとの付着強度およぴ耐食性に関する研究，

　　・大成建設技術研究所報，第2号51969『

20）J．Gebauer，R．W．α》ughli・＝Prepara亡i。n・Pr。岬leS

　　＆C。冒6si。馳Resistance・f㏄mp・6i亡eぎ’・fCεmをn亡

　　M。戯andαganicP・1ymers，CemごntandC・ncτete

　　Researchづ1971．2
21）西沢紀昭；海洋構造物とコンクリート，コンクリートジ

　　ャーナノレ，　1972。6

22）岸谷孝一，中島正智＝コンクリート混和剤としての防鋳

　　剤の判定効果についての考察（海砂をコンクリートに用

　　いる場合に闘連して），日本建築学会大会学術講演梗匿

　　集，　1972．10

23），岡田　清：プラスチックコンクリートの土木への利用に

　　ついて，コンクリート・ジャーナル，1973・4

24）’小林一輔＝プラスチックコンクリートの防食材・接着材

　　としての利用，コンクリートジャーナル・1973・4
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　25）　E．Atimtay，P．M．Feどgso“：Early　Chlofide　C◎rτosion

　　　of　Reinfoτced　Coロα℃te－A　Test　Report，ACI　Joumal，

　　　19ブ3．9～

　26）　R．F。Sヒratfuh　Cathodic　Prot㏄tion　of　Bτidge　D㏄k，

　　　Preliminary　Iwestigatioo，M．R．P．，VoL13，M，No．

　　　4，24～26，1974．4

　27）黒坂五馬：異種コンクリートによる鉄筋への防錆効果に

　　　関する研究，日本建築学会関東支部第46回研究発表会

　　　梗慨集，　p．213．　1975．7

　28）（財）建材試験センター；JMc　r構造材料の安全に関す

　　　る調査研究委員会昭和49年度研究報告慨要（そのL

　　　コンクリート調査研究一鉄筋との付着強度耐塩分性），

　　　建材試験情報，1975．11

　29）　R．C．Robinsoa：Cathodic　Protection　of　Steel　En　Co蹴・

　　　crete，ACI　SP－49，1975

　30）r　T．E。Backstmm：Use　of　Coatings　of　Stee里Embed・

　　　ded　in　Coocrete，ACI　SP－49，1975

　31）」．R．Clifton，H．F．Beeghly，RG．Hotley：Pr・tecti・9

　　　Reinfordng　Baτs　from　C：orrosio鳴　wiヒh　Epoxy　Coa・

　　　tings，ACI　SP－49，1975

　32）　H．A．Lindberg：Coated　Reinfo【cing　SヒeeI　for　Bridge

　　　－Decks，FHWA・Notice，1976．3

＿　33）　H．A．Coτk：Coatiロg　Trea壺ment　for　Reiロforcing

　　　Sヒeel，Concrete，1977．1

　34）　R．A．King，H．Habizadeh，T．K．Rα5s；Cathodic

　　　Pτot㏄tion　of　Steel　i員Co㎜証ete　Sabτated　with　Sea

　　　VVaier，CorτQ6ion　Pτeventio農＆Contm里，1977．4

　35）関　　博，大即信明：レジンゴンクリートの耐海水性に

　　　ついて，港研資料，1977．9

　36）　小林一輔，田中恭一＝塩化物によるコンクリート中の鋏

　　　筋の発錆とインヒビターの効果，生産研究，29巻，第9

　　　号，25～28，1977。9

　37）森永繁，成田一徳，野萱勝久：コンクリートの中性化

　　　及ぴ鉄筋の発錆に関する研究（その11）仕上げ材によ

　　　　る内部鉄筋の防錆効果とその判定試験方法，日本建築学

　　　　会大会学術講演梗・嶺i集，1977．10

　す8）　小林一輔，伊藤利治，田中恭一：エポキシ樹脂による鉄

　　　筋の防食被覆について，セメント技術年報，双XI，1977

　39）AM．Rosenberg，J．bL　Gaidis，T．G．Kossivas，RW。

　　　　Prev五ti＝A　Coτ鵬ion　Iロhibibr　Formuhted　with

　　　　Calcium　Nitrite　for　Use　in’Reinforced　Coロcτete，

　　　　ASTM・STP629，89～99，1977
　40）　」．B．　Vrable＝Cathod三c　Protect五〇n　for　Reln蚕orcing

　　　　S亡eel　in　Concreヒe，ASTトエ・STP629，124～149，1977

　41）P・M・Ward：Cathαlic　Proヒection，ASTM・STP629，

　　　　150～163，　1977

　42）W．P。Kilaτeski；Epoxyαatingsα》買osi豆Prot㏄tion

　　　　of　Relnfo鵡ement　Stee1，ASTM・STP629，1977

　43）　H．J．Fromm，G．P．Wi！soo：Cathodie　Protection　of

　　　　Bridge　Deck3：A　Sしudy　of　Three　Ontario　Bridges，

　　　　Tra“spoτtaヒion　Reseaτch　R㏄ord，No．604，38～47，

　　　　1977

　44）　J・L・Banni5ヒer＝Fatigue　and　Corτosio“Fatigue　of　Tor

　　　　Bar　Reinforecement，S㍑uctuτal　Engineer，1978．3

　45）　WR，Schutt：Practical　Experiences　wiヒh　Bridge

　　　　Deck　Cathodic　Protection，NACA，78，74，1978．3

　　46）岸谷孝一＝鉄筋コンクリート用防錆剤海砂を使用ナる場

102

166

　　合の混和剤として，セメント・コンクリート，No・382，

　　8』14，1978．12

47）W．R．Schu綻：Pτactical　Experiences　with　Bridge

　　Deck℃athodic　Prot㏄ti◎n，（ン》∬osion，No．74，．1978

48）．R．L．・Desklns：Cathodlc　Pτoヒ㏄tio皿Requiτements　foτ

　　Concrete　Plpe5，Corro610n，No、76，1978

49）片脇　清，深田幾夫，守屋　進，蒔田　実：促進試験に

　　・よる鉄筋コンクリート用防錆材の防鋳効果に開する実

　　験，セメント技術年報，33，1979’

50）　R．Heidersbach，R．Rideτ：（ンthcdic　Pfotection　of

　　Concrete　Offshore　St瓢ctures，　Pap．　1駐t．　COrτos，

　　Forum，　1979，No．　140，　p．　10，　1979

51）　O．E．Gjφry，φ．Ve且nesla且d，Cathodic　Protection　of

　　Steel　in　O旺shore　Coacτete　Platfon鵬，　Pap。　Int。

　　Corms．Fo蹴m，1979，No．139，p。11，1979

52）　B．Heuze＝Cathodic　Prot㏄tion　of　Cbncreteαfshoτe

　　P1atfom，5，Pap．Int．Corτos．Forum，1g79，No。138、

　　p．27，　1979

53）武若耕司，佐悪利治，小林一輔；エポキシ樹脂被覆鉄筋

　　を眉いたRC梁の曲げ性状，第2回コンクリート工学年

　　次講演会講演論文集，1980

54）白川　潔，三上尚人：コンクリ山ト中でのエポキシ樹脂

　　塗装鉄筋の耐食性，第2回コンクリート工学年次講演会

　　講演論文集，1980
55）福士　勲，友沢史紀，樫野紀元：海砂使用上の按術基準

　　に関する研究（その3．鋏筋の防せい対策に関する実験

　　的検討一促進ばくろ試験20サイクルの結果），日本建築

　　学会大会学術講演梗概集，29～30，1980

H．プレストレストコンクリートにおける

　　鋼材の腐食と防食

1）プレストレストコンクリート部材におけるPC鋼線のさ

　　びの問題，セメント・［コンクリート，1957

2）　H．Kaesch：DiεPrロfung　def　Korτosionsgefahτdun3

　　▼oロStahlaロnierungen　durch　Beめn別sat2甲itte1，Ze－

　　ment・Kalk。Glps，1959。7

3）　H．J．Gddfτey＝Corrosio駆Tests　o血Prestressed　Con－

　　crete～Vire　aad　S皿ロd，PCI　Jouma1，1960，3

4）　G．E．Mo皿fore，G・T。Veτbeck＝Cormsion　of・Prest一

　　τe鵠ed　Wire　in　Concrete，AαJoumal，57－24［∬］，

　　491～515，　1960

5）　A．Goldstein，C．F．Brereton：Some　Notes　on　the

　　Fatigue　Resistaロce　of　Cbrmded　Prestressing　Wire，

　　Stnユctuτal　Engiロeeτ，1961。10

6）　西林新蔵，藤井　学，山本第四郎：プレストレストコン

　　クリートの電食に関する一実験・セメ．ント技術年報・

　　XV，1961

7）　M．H．Rober6：Effec亡of　Calcium　Chlor五de’on　t卜e

　　Durability　of　Pre・ヒensioned　Wire　in　Prestressed

　　Concreヒe，Magazine　of　Concrete　Research，1962。11

8）W．H．Rucker，Jr．：Use　of　Prestressed　Co照’ete　for

　　Marine　Stτuctロres　by　the　Po貢of　Seattle．PCI

　　Joumal，1964．12

9）　E．J．Quir五n＝Geneml　Re▽iew　of　Pτestressed　Cbncrete

　　in　Marine　Enviτonments，PCI　Jouma1，1964・12

10）　B．N．Hoffmasヒer：Use　of　prestressed　Concretc　at

コンクリート工学



167

●

　　the　Port　of　Long　Beach，PCI　Jour“a蓋，1965．4

11）　E・C・Rosh◎re：Duτab己lity　of．Prestressed　Concrete

　　Beams，書PC1Jou㎜E，1965．10

12）　1．Comet，T．Ishikawa，B，Bresleτ；Maしerials　Per．

　　for㎜nce，1968．3

13）　FIP；bIadrid　SymposIa　．o“　Prestτe鵠ed　Concrete，

　　α）ncτete，19β8・8

14）　Bub＝B∈sti㎜hngen　zum　Korτosions…℃hutz　von　Span・

　　nstまhlen　u蕊4Betonstahlen（Specificゑtioas　for　Coπo・

　　sion　Protection　of　Prestressing　Sにeels　and　Reinforcing

　　Steels），Betonwerk十Fertigteil　Technlk，Heft・3，105

　　～114，　1968

15）　R．Szi1ard；Corτosion　and　Coπosion　Protedl重on　of

　　Te皿do聡s　ia　Prestτessed　Concrete　Bτidges，ACI

　　Jouma昆11969．1

16）木献恵雄，－杉本俊美＝海水の作用を受けるP　C管のカ

　　バーコートモルタルに関する試験，セメント技術年報，

　　XXIV，1970
17）　H・G・Smolcgyk・，P・（李u且kel：D査e　M6glic塾keit一“i島er

　　Wasseτst（》鐸）eτspめdung　voロSpan且stahl　be五Einwir・

　　kbnぎ廟Dn　耳ohle“sauτe　auf　Su己fidhaIt三gen　Zemeut・

　　stei“，Weτksto圧e　uロd　Koロゆsion，1971．

18）　D．Bどiesemぎhn3Koロosions・1島hibitoren　fほr　de興Sヒaト1

　　．in　Beton，Zeme罰亡・Kalk。G五ps，1973．2

19）関　　博，古賀尚宏：海洋環境におけるプレストレスト

　　3ンクリートの耐久性，港研資料，1974。6

20）　中村修吾，石谷藤四郎：海砂を用いたR　C橋及びP　C橋

　　の鉄筋発錆調査，目本道路公団試験所報告，1974。11

21）中村修吾，石谷藤四郎：海砂を用いたP　C橋及びP　C橋

　　の鉄筋発錆調査，鉄筋コンクリートにおける塩化物の影

　　響に関するシンポジウム発表報文集（日本コンクリート

　　会議），1975、3

22）　F．X．Crowley：Shoにτete　Covercqots　for　Pτestressed

　　Concrete　Tanks，ACI　SP－49，1975’

23）R．Szilard，0．Wallevilc：E厳ectiveness◎fα》照ete

　　Cover　i皿Cor螂io皿Pro亡㏄とioa　of　Presαe部ing　S亡eeI，

　　ACI　SP－49，1975

24）豊榴俊泰・細谷和夫：含有塩分による鉄筋り発錆に開す

　　る研究，’日本道路公団試験所報告，1977．12

25）特集号＝海砂を使用したP　C板のひび割れ・建築技術・

　　No．342，1980．2

1．維』持補修
1）　A．RこPe亡ti丘；BridgピDeck戸rotection　a駐d　Rとsur－

　facing，Proc．of　ASCE（Structural　Divisioロ），『1970。4

2）R．W．Bishop：・The　Repair　and　Maiロtenance　of

　Maritlme　Stmctures，Pr㏄．oξICE，VoL56

．醸翻騒麟灘覇 全105巻

第36回配本㊤29巻

フレッシュコンクリート・
・、』』、硬化コンクリート

岩崎訓明’・西林新蔵乙青柳征夫共著A’5・286頁・3，900円

　【主要目次】1．擬論：2．フレ》シま当シクリートの性質　3．凝結・

・硬化過程のコンクリー一ト　4．硬化コンクリートの強度　5．弾塑性的

性質　6・体樟変餌：み耐朱性・8・物理・化学的性質　9・試験

（好評既刊）

肉コンクサ」』ト材料
　　長滝重義・町田篤彦・関博共著　A5・210頁・2，900円’

圃特殊コングリ十卜
・』小林マ輔編著A5・240頁兜3，500F1

厨鎌筋rンクリrト構造物の設計と施；
　　谷丙田昌鴨・神山立男・秋元泰輔共著　A5・208頁・2，900円

〈好評重版〉

コンクリート構造物の

補修ハンドブック
編集萎員会編　7，200円，

コンクリート便覧
・日本コンクリート工学協会編　15，000円

コンクリート工学演習．
〔改訂版〕．村田二郎監修　2，800円．

ネヒシ吻コンクリニトQ特性
後籐幸年・尾坂芳夫監訳．4，8qo叩・

鯵
技報堂出版
東京都港区赤坂1－11－41

　　TELO3（585）0166

VoL19，・No．3，Maにh1981 103

㌦♪．


